
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 

 

ルネサスエレクトロニクス ホームページ（http://www.renesas.com） 

 

 

 

 

2010 年 4 月 1 日 

ルネサスエレクトロニクス株式会社 

 

 

 

 

 

【発行】ルネサスエレクトロニクス株式会社（http://www.renesas.com） 

【問い合わせ先】http://japan.renesas.com/inquiry 

 



ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で 新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、 大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された 終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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本資料に記載の全ての情報は本資料発行時点のものであり、ルネサスエレクトロニクスは、
予告なしに、本資料に記載した製品または仕様を変更することがあります。
ルネサスエレクトロニクスのホームページなどにより公開される最新情報をご確認ください。



安全設計に関するお願い

・弊社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品は故障が発生したり、誤
動作する場合があります。弊社の半導体製品の故障又は誤動作によって結果として、
人身事故火災事故、社会的損害などを生じさせないような安全性を考慮した冗長設
計、延焼対策設計、誤動作防止設計などの安全設計に十分ご留意ください。

本資料ご利用に際しての留意事項

・本資料は、お客様が用途に応じた適切なルネサス テクノロジ製品をご購入いただく
ための参考資料であり、本資料中に記載の技術情報についてルネサス テクノロジが
所有する知的財産権その他の権利の実施、使用を許諾するものではありません。

・本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例
の使用に起因する損害、第三者所有の権利に対する侵害に関し、ルネサス テクノロ
ジは責任を負いません。

・本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他全ての情報
は本資料発行時点のものであり、ルネサス テクノロジは、予告なしに、本資料に記
載した製品または仕様を変更することがあります。ルネサス テクノロジ半導体製品
のご購入に当たりましては、事前にルネサス テクノロジ、ルネサス販売または特約
店へ最新の情報をご確認頂きますとともに、ルネサス テクノロジホームページ
（http://www.renesas.com）などを通じて公開される情報に常にご注意ください。

・本資料に記載した情報は、正確を期すため、慎重に制作したものですが万一本資料
の記述誤りに起因する損害がお客様に生じた場合には、ルネサス テクノロジはその
責任を負いません。

・本資料に記載の製品データ、図、表に示す技術的な内容、プログラム及びアルゴリ
ズムを流用する場合は、技術内容、プログラム、アルゴリズム単位で評価するだけで
なく、システム全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断してくだ
さい。ルネサス テクノロジは、適用可否に対する責任は負いません。

・本資料に記載された製品は、人命にかかわるような状況の下で使用される機器ある
いはシステムに用いられることを目的として設計、製造されたものではありません。
本資料に記載の製品を運輸、移動体用、医療用、航空宇宙用、原子力制御用、海底中
継用機器あるいはシステムなど、特殊用途へのご利用をご検討の際には、ルネサス
テクノロジ、ルネサス販売または特約店へご照会ください。

・本資料の転載、複製については、文書によるルネサス テクノロジの事前の承諾が必
要です。

・本資料に関し詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点がございましたら
ルネサス テクノロジ、ルネサス販売または特約店までご照会ください。

http://www.renesas.com


3850グループ(H仕様)ユーザーズマニュアル

Rev. 発行日 改訂内容
ページ ポイント

(1/1)

改訂履歴

1.0 01/04/17 － PDFファイル初版発行

1.1 01/04/23 P2-2 ・図2.1.2　ポートPiの構成（i =0～ 4）を一部変更
P2-79 ・図2.6.3　A-D変換上位レジスタの構成を一部変更
P3-52 ・図3.5.1　ポートPiの構成を一部変更
P3-63 ・図3.5.22　A-D変換上位レジスタの構成を一部変更

1.2 01/09/10 P1-2 ・特長の消費電力の値を一部追加
P1-60 ・標準シリアル入出力モードの文章を一部追加
P1-65 ・ページプログラムコマンドの(2)の文章を一部追加
P1-70 ・図68　標準シリアル入出力モード時の応用回路例を一部変更及び注を追加
P1-78 ・プログラミング上の注意事項のシリアル I/Oに関するものの文章を一部変更
P2-21 ・図2.3.4　タイマ2の構成を一部変更
P2-107 ・図2.11.5　シリアル入出力モード時の基板上の端子処理例(1)の注を追加
P2-107 ・図2.11.6　シリアル入出力モード時の基板上の端子処理例(2)の注を追加
P2-108 ・図2.11.7　シリアル入出力モード時の基板上の端子処理例(3)の注を追加
P3-6 ・表3.1.6　電気的特性(3)の電源電流の低速モード時の条件及び規格値を追加
P3-29 ・図3.2.29　フラッシュメモリ版（M38507F8）のA-D変換標準特性例の測定条

　件を一部変更
P3-59 ・図3.5.16　タイマ2の構成を一部変更

1.3 03/07/31 P1-6 ・図4　ROM及びRAM展開計画を一部変更
P1-38 ・図42　システムクロック発生回路ブロック図（シングルチップモード）を一部変更
P1-39 ・図43　システムクロックの状態遷移図
P1-65 ・ページプログラムコマンドの文章を一部変更
P2-88 ・図2.8.1　パワー御リセット回路例を一部変更
P2-95 ・2.10.2　ストップモードの文章を一部変更
P2-102 ・2.11　フラッシュメモリモードの節題を変更
P2-103 ・図2.11.3　フラッシュメモリ制御レジスタの構成を一部変更
P2-104 ・表2.11.2　シリアル書き込み時のプログラマとの接続例（4線式）を一部変更
P2-105 ・(1) CPU書き換えモード設定 /解除方法の文章を一部追加
P2-106 ・(1) CPU書き換えモード設定 /解除方法の文章を追加
P3-5 ・表3.1.5　電気的特性(2)を一部変更
P3-21 ・図3.2.16　Pチャネルドライブ時のCMOS出力ポートの標準特性例(Ta=25℃)を

　一部変更
P3-23 ・図3.2.20　Pチャネルドライブ時のCMOS出力ポートの標準特性例(Ta=25℃)を

　一部変更
P3-25 ・図3.2.24　Pチャネルドライブ時のCMOS出力ポートの標準特性例(Ta=25℃)を

　一部変更
P3-44 ・(4)　JMP命令の文章を一部変更
P3-67 ・図3.5.31　フラッシュメモリ制御レジスタの構成





ご使用いただくにあたって

1.構成

このユーザーズマニュアルは次の3章から成り立っています。ハードウエアの設計、ソフトウエア開発な
どで状況に応じて必要な章を参照してください。なお、第3章にもシステム開発をするうえで必要な情報を
掲載していますので、必ず参照してください。
●第1章 「ハードウエア」

マイクロコンピュータの特長から各周辺機能の動作説明を掲載しています。
●第2章 「応　用」

各周辺機能の使用方法や応用例を、関連レジスタの設定例を中心に説明しています。
●第3章 「付　録」

マイクロコンピュータを使用して実際にシステムを開発する場合に必要な電気的特性、注意事項、
レジスタ一覧などを掲載しています。

2.レジスタ構成図

このユーザーズマニュアルに掲載している制御レジスタ構成図の例と、その中で使用されている略号など
の意味を以下に示します。
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3.補足事項

関連ツール、関連ドキュメントにつきましては、ルネサステクノロジWebサイトの38000シリーズ　ツー
ル/ドキュメントページ(http://www.renesas.com/jpn/products/mpumcu/8bit/38000/38tdtop.htm)を参照して
ください。

http://www.renesas.com/jpn/products/mpumcu/8bit/38000/38tdtop.htm


目　次

1

目　次

第１章　ハードウエア

概要 ................................................................................................................................ 1-2
特長 ................................................................................................................................ 1-2
応用 ................................................................................................................................ 1-2
ピン接続............................................................................................................................ 1-2
機能ブロック .................................................................................................................... 1-3
端子の機能説明................................................................................................................. 1-4
型名とメモリサイズ・パッケージ .................................................................................... 1-5
グループ展開 .................................................................................................................... 1-6

　　メモリの種類 ................................................................................................................................ 1-6
　　メモリ容量.................................................................................................................................... 1-6
　　パッケージ.................................................................................................................................... 1-6

機能ブロック動作説明 ...................................................................................................... 1-8
　　中央演算処理装置（CPU）.............................................................................................................. 1-8
　　メモリ......................................................................................................................................... 1-12
　　入出力ポート .............................................................................................................................. 1-14
　　割り込み ..................................................................................................................................... 1-18
　　タイマ......................................................................................................................................... 1-20
　　シリアルI/O ................................................................................................................................ 1-23
　　PWM ........................................................................................................................................... 1-30
　　A-D変換器................................................................................................................................... 1-32
　　ウオッチドッグタイマ................................................................................................................ 1-33
　　リセット回路 .............................................................................................................................. 1-34
　　クロック発生回路....................................................................................................................... 1-36
　　フラッシュメモリ版 ................................................................................................................... 1-40

プログラミング上の注意事項 ......................................................................................... 1-78
使用上の注意事項 ........................................................................................................... 1-78
マスク化発注時の提出資料............................................................................................. 1-79
ROM書き込み発注時の提出資料 .................................................................................... 1-79
ROM書き込み方法 .......................................................................................................... 1-79
補足説明.......................................................................................................................... 1-80

　　A-D変換器................................................................................................................................... 1-80

第２章　応　用

2.1　入出力ポート............................................................................................................ 2-2
2.1.1　メモリ配置図............................................................................................................................ 2-2



目　次

2

2.1.2　関連レジスタ............................................................................................................................ 2-2
2.1.3　未使用端子の処理 .................................................................................................................... 2-3
2.1.4　入出力ポートに関する注意事項 ............................................................................................... 2-4
2.1.5　未使用端子の処理に関する注意事項........................................................................................ 2-5

2.2　割り込み ................................................................................................................... 2-6
2.2.1　メモリ配置図............................................................................................................................ 2-6
2.2.2　関連レジスタ............................................................................................................................ 2-7
2.2.3　割り込み要因.......................................................................................................................... 2-10
2.2.4　割り込み動作.......................................................................................................................... 2-11
2.2.5　割り込み制御.......................................................................................................................... 2-14
2.2.6　INT割り込み ........................................................................................................................... 2-17
2.2.7　割り込みに関する注意事項 .................................................................................................... 2-18

2.3　タイマ..................................................................................................................... 2-20
2.3.1　メモリ配置図.......................................................................................................................... 2-20
2.3.2　関連レジスタ.......................................................................................................................... 2-20
2.3.3　タイマの応用例 ...................................................................................................................... 2-27
2.3.4　タイマに関する注意事項........................................................................................................ 2-38

2.4　シリアルI/O ............................................................................................................ 2-39
2.4.1　メモリ配置図.......................................................................................................................... 2-39
2.4.2　関連レジスタ.......................................................................................................................... 2-40
2.4.3　シリアルI/Oの接続例.............................................................................................................. 2-47
2.4.4　シリアルI/O転送データフォーマット .................................................................................... 2-49
2.4.5　シリアルI/Oの応用例.............................................................................................................. 2-50
2.4.6　シリアルI/Oに関する注意事項 ............................................................................................... 2-70

2.5　PWM....................................................................................................................... 2-73
2.5.1　メモリ配置図.......................................................................................................................... 2-73
2.5.2　関連レジスタ.......................................................................................................................... 2-73
2.5.3　PWM出力回路の応用例.......................................................................................................... 2-75
2.5.4　PWMに関する注意事項.......................................................................................................... 2-77

2.6　A-D変換器 .............................................................................................................. 2-78
2.6.1　メモリ配置図.......................................................................................................................... 2-78
2.6.2　関連レジスタ.......................................................................................................................... 2-78
2.6.3　A-D変換応用例 ....................................................................................................................... 2-81
2.6.4　A-D変換器に関する注意事項 ................................................................................................. 2-83

2.7　ウオッチドッグタイマ ........................................................................................... 2-84
2.7.1　メモリ配置図.......................................................................................................................... 2-84
2.7.2　関連レジスタ.......................................................................................................................... 2-84
2.7.3　ウオッチドッグタイマの応用 ................................................................................................ 2-86
2.7.4　ウオッチドッグタイマに関する注意事項 .............................................................................. 2-87

2.8　リセット ................................................................................................................. 2-88
2.8.1　リセットICを用いた接続例 .................................................................................................... 2-88
2.8.2　リセット端子に関する注意事項 ............................................................................................. 2-89

2.9　クロック発生回路................................................................................................... 2-90
2.9.1　関連レジスタ.......................................................................................................................... 2-90



目　次

3

2.9.2　クロック発生回路の応用例 .................................................................................................... 2-91

2.10　スタンバイ機能 .................................................................................................... 2-94
2.10.1　関連レジスタ........................................................................................................................ 2-94
2.10.2　ストップモード .................................................................................................................... 2-95
2.10.3　ウエイトモード .................................................................................................................... 2-99

2.11　フラッシュメモリモード.................................................................................... 2-102
2.11.1　概要 .................................................................................................................................... 2-102
2.11.2　メモリ配置 ......................................................................................................................... 2-102
2.11.3　関連レジスタ...................................................................................................................... 2-103
2.11.4　パラレル入出力モード ....................................................................................................... 2-104
2.11.5　標準シリアル入出力モード ................................................................................................ 2-104
2.11.6　CPU書き換えモード .......................................................................................................... 2-105
2.11.7　フラッシュメモリモードの応用例 ..................................................................................... 2-107
2.11.8　CPU書き換えモードに関する注意事項.............................................................................. 2-112

第３章　付　録

3.1　電気的特性.....................................................................................................................3-2
3.1.1　絶対最大定格............................................................................................................................ 3-2
3.1.2　推奨動作条件............................................................................................................................ 3-3
3.1.3　電気的特性 ............................................................................................................................... 3-4
3.1.4　A-D変換器特性 ......................................................................................................................... 3-7
3.1.5　タイミング必要条件及びスイッチング特性 ............................................................................. 3-8

3.2　標準特性例 ............................................................................................................. 3-12
3.2.1　フラッシュメモリ版電源電流特性例...................................................................................... 3-12
3.2.2　マスクROM版電源電流特性例 ............................................................................................... 3-15
3.2.3　PROM内蔵版電源電流特性例 ................................................................................................ 3-18
3.2.4　フラッシュメモリ版ポート標準特性例 .................................................................................. 3-21
3.2.5　マスクROM版ポート標準特性例............................................................................................ 3-23
3.2.6　PROM内蔵版ポート標準特性例 ............................................................................................. 3-25
3.2.7　A-D変換標準特性例................................................................................................................ 3-27

3.3　使用上の注意事項................................................................................................... 3-32
3.3.1　入出力ポートに関する注意事項 ............................................................................................. 3-32
3.3.2　未使用端子の処理に関する注意事項...................................................................................... 3-33
3.3.3　割り込みに関する注意事項 .................................................................................................... 3-34
3.3.4　タイマに関する注意事項........................................................................................................ 3-35
3.3.5　シリアルI/Oに関する注意事項 ............................................................................................... 3-35
3.3.6　PWMに関する注意事項.......................................................................................................... 3-38
3.3.7　A-D変換器に関する注意事項 ................................................................................................. 3-39
3.3.8　ウオッチドッグタイマに関する注意事項 .............................................................................. 3-39
3.3.9　リセット端子に関する注意事項 ............................................................................................. 3-40
3.3.10　ストップモードに関する注意事項 ....................................................................................... 3-40
3.3.11　ウエイトモードに関する注意事項 ....................................................................................... 3-41
3.3.12　フラッシュメモリ版のCPU書き換えモードに関する注意事項............................................ 3-41



目　次

4

3.3.13　発振の再開に関する注意事項 .............................................................................................. 3-42
3.3.14　プログラム作成に関する注意事項 ....................................................................................... 3-42
3.3.15　EPROM版/ワンタイムPROM版/フラッシュメモリ版に関する注意事項 ............................. 3-44
3.3.16　電源端子の取扱いに関する注意事項.................................................................................... 3-44
3.3.17　3850グループ（標準品）と3850グループ（H仕様）の相違に関する注意事項 ......................... 3-44

3.4　ノイズに関する注意事項........................................................................................ 3-45
3.4.1　配線長の短縮.......................................................................................................................... 3-45
3.4.2　VSS-VCCライン間へのバイパスコンデンサ挿入 ...................................................................... 3-47
3.4.3　アナログ入力端子の配線処理 ................................................................................................ 3-48
3.4.4　発振子への配慮 ...................................................................................................................... 3-49
3.4.5　入出力ポート処理 .................................................................................................................. 3-50
3.4.6　ソフトウエアによる監視タイマ機能の実現 ........................................................................... 3-51

3.5　レジスタ一覧.......................................................................................................... 3-52
3.6　パッケージ寸法図................................................................................................... 3-68
3.7　機械語命令一覧表................................................................................................... 3-70
3.8　命令コード一覧表................................................................................................... 3-80
3.9　SFRメモリマップ................................................................................................... 3-81
3.10　ピン接続図 ........................................................................................................... 3-82



目　次

5

図目次

第１章　ハードウエア

図1．M38503MXH-XXXFP/SPのピン接続図 .........................................................................................................1-2
図2．機能ブロック図 ..............................................................................................................................................1-3
図3．型名とメモリサイズ・パッケージ .....................................................................................................................1-5
図4．ROM及びRAM展開 .......................................................................................................................................1-6
図5．740ファミリCPUの構成..................................................................................................................................1-8
図6．スタックへの退避及び復帰動作 .....................................................................................................................1-9
図7．CPUモードレジスタの構成 ..........................................................................................................................1-11
図8．メモリ配置図 ................................................................................................................................................1-12
図9．SFR（スペシャルファンクションレジスタ）メモリマップ..................................................................................1-13
図10．ポートのブロック図(1) ................................................................................................................................1-15
図11．ポートのブロック図(2) ................................................................................................................................1-16
図12．ポートのブロック図(3) ................................................................................................................................1-17
図13．割り込み制御図 .........................................................................................................................................1-19
図14．割り込み関係レジスタの構成 .....................................................................................................................1-19
図15．タイマXYモードレジスタの構成 .................................................................................................................1-20
図16．タイマカウントソース設定レジスタ .............................................................................................................1-20
図17．タイマX、タイマY、タイマ1及びタイマ2のブロック図 ..................................................................................1-22
図18．クロック同期形シリアルI/O1ブロック図 ......................................................................................................1-23
図19．クロック同期形シリアルI/O1動作図............................................................................................................1-23
図20．UART形シリアルI/O1ブロック図 ................................................................................................................1-25
図21．UART形シリアルI/O1動作図......................................................................................................................1-25
図22．シリアルI/O1関係レジスタの構成 ..............................................................................................................1-26
図23．シリアルI/O2制御レジスタ1、2の構成.........................................................................................................1-27
図24．シリアルI/O2ブロック図..............................................................................................................................1-28
図25．シリアルI/O2タイミング図 ..........................................................................................................................1-28
図26．SCMP2出力の動作........................................................................................................................................1-29
図27．PWM周期のタイミング図...........................................................................................................................1-30
図28．PWMブロック図.........................................................................................................................................1-30
図29．PWM制御レジスタの構成..........................................................................................................................1-31
図30．PWMレジスタ及びPWMプリスケーラ変更時のPWM出力タイミング図......................................................1-31
図31．A-D制御レジスタの構成 ............................................................................................................................1-32
図32．A-D変換レジスタの構成 ............................................................................................................................1-32
図33．A-D変換器のブロック図 .............................................................................................................................1-32
図34．ウオッチドッグタイマのブロック図..............................................................................................................1-33
図35．ウオッチドッグタイマ制御レジスタの構成 ..................................................................................................1-33
図36．リセット回路例............................................................................................................................................1-34
図37．リセット時のタイミング図............................................................................................................................1-34
図38．リセット時の内部状態.................................................................................................................................1-35
図39．セラミック共振子外付け回路......................................................................................................................1-37
図40．外部クロック入力回路................................................................................................................................1-37



目　次

6

図41．MISRGの構成 ...........................................................................................................................................1-37
図42．システムクロック発生回路ブロック図（シングルチップモード）....................................................................1-38
図43．システムクロックの状態遷移図..................................................................................................................1-39
図44．内蔵フラッシュメモリのブロック図..............................................................................................................1-41
図45．フラッシュメモリ制御レジスタのビット構成 .................................................................................................1-43
図46．CPU書き換えモードの設定/解除フローチャート..........................................................................................1-43
図47．自動書き込みフローチャート.......................................................................................................................1-46
図48．イレーズフローチャート...............................................................................................................................1-46
図49．フルステータスチェックフローチャート及び各エラー発生時の対処方法 ......................................................1-48
図50．ROMコードプロテクトのビット構成 .............................................................................................................1-49
図51．IDコードの格納アドレス .............................................................................................................................1-50
図52．内蔵フラッシュメモリのブロック図..............................................................................................................1-51
図53．パラレル入出力モード時の端子結線図.......................................................................................................1-53
図54．自動書き込みフローチャート.......................................................................................................................1-57
図55．イレーズフローチャート...............................................................................................................................1-57
図56．フルステータスチェックフローチャート及び各エラー発生時の対処法..........................................................1-59
図57．シリアル入出力モード時の端子結線図 .......................................................................................................1-62
図58．ページリードコマンド時のタイミング ..........................................................................................................1-64
図59．リードステータスレジスタコマンド時のタイミング.......................................................................................1-64
図60．クリアステータスレジスタ時のタイミング ...................................................................................................1-64
図61．ページプログラムコマンド時のタイミング ..................................................................................................1-65
図62．イレーズ全ブロックコマンド時のタイミング ................................................................................................1-65
図63．ダウンロード機能のタイミング....................................................................................................................1-66
図64．バージョン情報出力機能のタイミング ........................................................................................................1-66
図65．IDチェック機能のタイミング .......................................................................................................................1-67
図66．IDコードの格納アドレス .............................................................................................................................1-67
図67．フルステータスチェックフローチャート及び各エラー発生時の対処法..........................................................1-70
図68．標準シリアル入出力モード時の応用回路例................................................................................................1-70
図69．VCCパワーアップ/ダウンタイミング .............................................................................................................1-74
図70．リード動作用AC波形 ..................................................................................................................................1-75
図71．リード動作用測定条件................................................................................................................................1-75
図72．プログラム動作用AC波形（WEコントロール）.............................................................................................1-76
図73．プログラム動作用AC波形（CEコントロール）..............................................................................................1-76
図74．イレーズ動作用AC波形（WEコントロール）.................................................................................................1-77
図75．イレーズ動作用AC波形（CEコントロール）..................................................................................................1-77
図76．ワンタイムPROM版書き込みとテスト.........................................................................................................1-79
図77．A-D変換器等価回路 ..................................................................................................................................1-81
図78．A-D変換タイミングチャート ........................................................................................................................1-81

第２章　応　用

図2.1.1　入出力ポート関連レジスタのメモリ配置..................................................................................................2-2
図2.1.2　ポートPiの構成(i=0～4) ..........................................................................................................................2-2
図2.1.3　ポートPi方向レジスタの構成(i=0～4) .....................................................................................................2-3
図2.2.1　割り込み関連レジスタのメモリ配置 ........................................................................................................2-6



目　次

7

図2.2.2　割り込みエッジ選択レジスタの構成 .......................................................................................................2-7
図2.2.3　割り込み要求レジスタ1の構成 ...............................................................................................................2-8
図2.2.4　割り込み要求レジスタ2の構成 ...............................................................................................................2-8
図2.2.5　割り込み制御レジスタ1の構成 ...............................................................................................................2-9
図2.2.6　割り込み制御レジスタ2の構成 ...............................................................................................................2-9
図2.2.7　割り込み動作図....................................................................................................................................2-11
図2.2.8　割り込み要求受付時のスタックポインタとプログラムカウンタの変化...................................................2-12
図2.2.9　割り込み処理ルーチンを実行するまでの時間.......................................................................................2-13
図2.2.10　割り込み要求受付後のタイミング .......................................................................................................2-13
図2.2.11　割り込み制御図..................................................................................................................................2-14
図2.2.12　多重割り込みの例 ..............................................................................................................................2-16
図2.2.13　関連レジスタの設定変更手順 ............................................................................................................2-18
図2.2.14　割り込み要求ビットの判定手順...........................................................................................................2-19
図2.3.1　タイマ関連レジスタのメモリ配置..........................................................................................................2-20
図2.3.2　プリスケーラ12、プリスケーラX、プリスケーラYの構成 .........................................................................2-20
図2.3.3　タイマ1の構成 .....................................................................................................................................2-21
図2.3.4　タイマ2の構成 .....................................................................................................................................2-21
図2.3.5　タイマX、タイマYの構成.......................................................................................................................2-22
図2.3.6　タイマXYモードレジスタの構成 ...........................................................................................................2-23
図2.3.7　タイマカウントソース設定レジスタの構成 ............................................................................................2-24
図2.3.8　割り込み要求レジスタ1の構成 .............................................................................................................2-25
図2.3.9　割り込み要求レジスタ2の構成 .............................................................................................................2-25
図2.3.10　割り込み制御レジスタ1の構成 ...........................................................................................................2-26
図2.3.11　割り込み制御レジスタ2の構成 ...........................................................................................................2-26
図2.3.12　タイマの接続と分周比の設定.............................................................................................................2-28
図2.3.13　関連レジスタの設定...........................................................................................................................2-28
図2.3.14　制御手順............................................................................................................................................2-29
図2.3.15　周辺回路例 ........................................................................................................................................2-30
図2.3.16　タイマの接続と分周比の設定.............................................................................................................2-30
図2.3.17　関連レジスタの設定...........................................................................................................................2-31
図2.3.18　制御手順............................................................................................................................................2-31
図2.3.19　入力パルス有効又は無効の判定方法.................................................................................................2-32
図2.3.20　関連レジスタの設定...........................................................................................................................2-33
図2.3.21　制御手順............................................................................................................................................2-34
図2.3.22　タイマの接続と分周比の設定.............................................................................................................2-35
図2.3.23　関連レジスタの設定...........................................................................................................................2-36
図2.3.24　制御手順............................................................................................................................................2-37
図2.4.1　シリアルI/O関連レジスタのメモリ配置..................................................................................................2-39
図2.4.2　シリアルI/O2制御レジスタ1の構成.......................................................................................................2-40
図2.4.3　シリアルI/O2制御レジスタ2の構成.......................................................................................................2-40
図2.4.4　シリアルI/O2レジスタの構成 ................................................................................................................2-41
図2.4.5　送信/受信バッファレジスタの構成........................................................................................................2-41
図2.4.6　シリアルI/O1ステータスレジスタの構成 ...............................................................................................2-42
図2.4.7　シリアルI/O1制御レジスタの構成.........................................................................................................2-42
図2.4.8　UART制御レジスタの構成 ...................................................................................................................2-43



目　次

8

図2.4.9　ボーレートジェネレータの構成 ..............................................................................................................2-43
図2.4.10　割り込みエッジ選択レジスタの構成 ...................................................................................................2-44
図2.4.11　割り込み要求レジスタ1の構成 ...........................................................................................................2-45
図2.4.12　割り込み要求レジスタ2の構成 ...........................................................................................................2-45
図2.4.13　割り込み制御レジスタ1の構成 ...........................................................................................................2-46
図2.4.14　割り込み制御レジスタ2の構成 ...........................................................................................................2-46
図2.4.15　シリアルI/Oの接続例1........................................................................................................................2-47
図2.4.16　シリアルI/Oの接続例2........................................................................................................................2-48
図2.4.17　シリアルI/O転送データフォーマット ....................................................................................................2-49
図2.4.18　接続図 ...............................................................................................................................................2-50
図2.4.19　タイミング図 ......................................................................................................................................2-50
図2.4.20　送信側関連レジスタの設定 ................................................................................................................2-51
図2.4.21　受信側関連レジスタの設定 ................................................................................................................2-52
図2.4.22　送信側の制御手順 .............................................................................................................................2-53
図2.4.23　受信側の制御手順 .............................................................................................................................2-54
図2.4.24　接続図 ...............................................................................................................................................2-55
図2.4.25　タイミング図（シリアルI/O1）...............................................................................................................2-55
図2.4.26　シリアルI/O1関連レジスタの設定.......................................................................................................2-56
図2.4.27　シリアルI/O1送信データの設定..........................................................................................................2-56
図2.4.28　シリアルI/O制御手順..........................................................................................................................2-57
図2.4.29　シリアルI/O2関連レジスタの設定.......................................................................................................2-58
図2.4.30　シリアルI/O2送信データの設定..........................................................................................................2-58
図2.4.31　シリアルI/O2制御手順........................................................................................................................2-59
図2.4.32　接続図 ...............................................................................................................................................2-60
図2.4.33　タイミング図 ......................................................................................................................................2-61
図2.4.34　関連レジスタの設定...........................................................................................................................2-61
図2.4.35　マスタ側の制御手順 ..........................................................................................................................2-62
図2.4.36　スレーブ側の制御手順 .......................................................................................................................2-63
図2.4.37　接続図 ...............................................................................................................................................2-64
図2.4.38　タイミング図 ......................................................................................................................................2-64
図2.4.39　送信側関連レジスタの設定 ................................................................................................................2-66
図2.4.40　受信側関連レジスタの設定 ................................................................................................................2-67
図2.4.41　送信側の制御手順 .............................................................................................................................2-68
図2.4.42　受信側の制御手順 .............................................................................................................................2-69
図2.4.43　シリアルI/O1制御レジスタの再設定手順 ............................................................................................2-71
図2.5.1　PWM関連レジスタのメモリ配置...........................................................................................................2-73
図2.5.2　PWM制御レジスタの構成 ....................................................................................................................2-73
図2.5.3　PWMプリスケーラの構成 ....................................................................................................................2-74
図2.5.4　PWMレジスタの構成 ...........................................................................................................................2-74
図2.5.5　接続図 .................................................................................................................................................2-75
図2.5.6　PWM出力タイミング図 ........................................................................................................................2-75
図2.5.7　関連レジスタの設定.............................................................................................................................2-76
図2.5.8　PWM出力 ............................................................................................................................................2-76
図2.5.9　制御手順..............................................................................................................................................2-77
図2.6.1　A-D変換器関連レジスタのメモリ配置...................................................................................................2-78



目　次

9

図2.6.2　A-D制御レジスタの構成 ......................................................................................................................2-78
図2.6.3　A-D変換上位レジスタの構成 ...............................................................................................................2-79
図2.6.4　A-D変換下位レジスタの構成 ...............................................................................................................2-79
図2.6.5　割り込み要求レジスタ2の構成 .............................................................................................................2-80
図2.6.6　割り込み制御レジスタ2の構成 .............................................................................................................2-80
図2.6.7　接続図 .................................................................................................................................................2-81
図2.6.8　関連レジスタの設定.............................................................................................................................2-81
図2.6.9　制御手順(8ビット読み出し時) ...............................................................................................................2-82
図2.6.10　制御手順(10ビット読み出し時) ...........................................................................................................2-82
図2.7.1　ウオッチドッグタイマ関連レジスタのメモリ配置 ...................................................................................2-84
図2.7.2　ウオッチドッグタイマ制御レジスタの構成 ............................................................................................2-84
図2.7.3　CPUモードレジスタの構成...................................................................................................................2-85
図2.7.4　ウオッチドッグタイマの接続と分周比の設定 ........................................................................................2-86
図2.7.5　関連レジスタの初期設定 .....................................................................................................................2-87
図2.7.6　制御手順..............................................................................................................................................2-87
図2.8.1　パワーオンリセット回路例.....................................................................................................................2-88
図2.8.2　RAMバックアップシステム ..................................................................................................................2-88
図2.9.1　CPUモードレジスタの構成...................................................................................................................2-90
図2.9.2　接続図 .................................................................................................................................................2-91
図2.9.3　停電時の状態遷移図............................................................................................................................2-91
図2.9.4　関連レジスタの設定.............................................................................................................................2-92
図2.9.5　制御手順..............................................................................................................................................2-93
図2.10.1　MISRGの構成 ...................................................................................................................................2-94
図2.10.2　リセット入力による復帰時の発振安定時間 .........................................................................................2-96
図2.10.3　INT0割り込み要求の発生による復帰時の実行シーケンス例 ...............................................................2-98
図2.10.4　リセット入力時間 ..............................................................................................................................2-100
図2.11.1　3850グループフラッシュメモリ版のメモリ配置..................................................................................2-102
図2.11.2　フラッシュメモリ関連レジスタのメモリ配置.......................................................................................2-103
図2.11.3　フラッシュメモリ制御レジスタの構成 ................................................................................................2-103
図2.11.4　シリアル入出力モードによる内蔵フラッシュメモリ書き換え例 ...........................................................2-107
図2.11.5　シリアル入出力モード時の基板上の端子処理例(1) ..........................................................................2-108
図2.11.6　シリアル入出力モード時の基板上の端子処理例(2) ..........................................................................2-108
図2.11.7　シリアル入出力モード時の基板上の端子処理例(3) ..........................................................................2-109
図2.11.8　CPU書き換えモードによる内蔵フラッシュメモリ書き換えシステム例 ................................................2-110
図2.11.9　CPU書き換えモードの設定/解除フローチャート ................................................................................2-111

第３章　付　録

図3.1.1　出力スイッチング特性測定回路図........................................................................................................3-10
図3.1.2　タイミング図 ........................................................................................................................................3-11
図3.2.1　フラッシュメモリ版電源電流特性例（高速モード、f(XIN)=8MHz時）.........................................................3-12
図3.2.2　フラッシュメモリ版電源電流特性例（高速モード、f(XIN)=4MHz時）.........................................................3-12
図3.2.3　フラッシュメモリ版電源電流特性例（中速モード、f(XIN)=8MHz時）.........................................................3-13
図3.2.4　フラッシュメモリ版電源電流特性例（中速モード、f(XIN)=4MHz時）.........................................................3-13
図3.2.5　フラッシュメモリ版電源電流特性例（低速モード時）..............................................................................3-14



目　次

10

図3.2.6　マスクROM版電源電流特性例（高速モード、f(XIN)=8MHz時）...............................................................3-15
図3.2.7　マスクROM版電源電流特性例（高速モード、f(XIN)=4MHz時）...............................................................3-15
図3.2.8　マスクROM版電源電流特性例（中速モード、f(XIN)=8MHz時）...............................................................3-16
図3.2.9　マスクROM版電源電流特性例（中速モード、f(XIN)=4MHz時）...............................................................3-16
図3.2.10　マスクROM版電源電流特性例（低速モード時）..................................................................................3-17
図3.2.11　PROM内蔵版電源電流特性例（高速モード、f(XIN)=8MHz時）..............................................................3-18
図3.2.12　PROM内蔵版電源電流特性例（高速モード、f(XIN)=4MHz時）..............................................................3-18
図3.2.13　PROM内蔵版電源電流特性例（中速モード、f(XIN)=8MHz時）..............................................................3-19
図3.2.14　PROM内蔵版電源電流特性例（中速モード、f(XIN)=4MHz時）..............................................................3-19
図3.2.15　PROM内蔵版電源電流特性例（低速モード時）...................................................................................3-20
図3.2.16　Pチャネルドライブ時のCMOS出力ポートの標準特性例（Ta=25℃）....................................................3-21
図3.2.17　Nチャネルドライブ時のCMOS出力ポートの標準特性例（Ta=25℃）....................................................3-21
図3.2.18　Nチャネルドライブ時のNチャネルオープンドレイン出力ポートの標準特性例（Ta=25℃）....................3-22
図3.2.19　Nチャネルドライブ時のCMOS大電流出力ポートの標準特性例（Ta=25℃）.........................................3-22
図3.2.20　Pチャネルドライブ時のCMOS出力ポートの標準特性例（Ta=25℃）....................................................3-23
図3.2.21　Nチャネルドライブ時のCMOS出力ポートの標準特性例（Ta=25℃）....................................................3-23
図3.2.22　Nチャネルドライブ時のNチャネルオープンドレイン出力ポートの標準特性例（Ta=25℃）....................3-24
図3.2.23　Nチャネルドライブ時のCMOS大電流出力ポートの標準特性例（Ta=25℃）.........................................3-24
図3.2.24　Pチャネルドライブ時のCMOS出力ポートの標準特性例（Ta=25℃）....................................................3-25
図3.2.25　Nチャネルドライブ時のCMOS出力ポートの標準特性例（Ta=25℃）....................................................3-25
図3.2.26　Nチャネルドライブ時のNチャネルオープンドレイン出力ポートの標準特性例（Ta=25℃）....................3-26
図3.2.27　Nチャネルドライブ時のCMOS大電流出力ポートの標準特性例（Ta=25℃）.........................................3-26
図3.2.28　A-D変換精度の定義...........................................................................................................................3-27
図3.2.29　フラッシュメモリ版（M38507F8）のA-D変換標準特性例......................................................................3-29
図3.2.30　マスクROM版（M38503M2H, M38503M4H, M38504M6, M38507M8）のA-D変換標準特性例 ..........3-30
図3.2.31　PROM内蔵版（M38504E6）のA-D変換標準特性例 ............................................................................3-31
図3.3.1　関連レジスタの設定変更手順 ..............................................................................................................3-34
図3.3.2　割り込み要求ビットの判定手順.............................................................................................................3-35
図3.3.3　シリアルI/O1制御レジスタの再設定手順 ..............................................................................................3-37
図3.3.4　プロセッサステータスレジスタのフラグの初期化 .................................................................................3-42
図3.3.5　PLP命令実行時の手順 ........................................................................................................................3-43
図3.3.6　PHP命令実行後のスタックメモリの内容 ..............................................................................................3-43
図3.3.7　10進演算時のステータスフラグ ...........................................................................................................3-43
図3.4.1　パッケージの選択 ................................................................................................................................3-45
図3.4.2　リセット入力端子の配線 .......................................................................................................................3-45
図3.4.3　クロック入出力端子の配線...................................................................................................................3-46
図3.4.4　CNVSS端子の配線................................................................................................................................3-46
図3.4.5　ワンタイムPROM版、EPROM版及びフラッシュ版のVPP端子の配線 .....................................................3-47
図3.4.6　VSS-VCCライン間のバイパスコンデンサ ................................................................................................3-47
図3.4.7　アナログ信号線と抵抗及びコンデンサ .................................................................................................3-48
図3.4.8　大電流が流れる信号線の配線..............................................................................................................3-49
図3.4.9　リセット入力端子の配線 .......................................................................................................................3-49
図3.4.10　発振子のVSSパターン.........................................................................................................................3-50
図3.4.11　入出力ポート処理...............................................................................................................................3-50
図3.4.12　ソフトウエアによる監視タイマ............................................................................................................3-51



目　次

11

図3.5.1　ポートPiの構成.....................................................................................................................................3-52
図3.5.2　ポートPi方向レジスタの構成 ................................................................................................................3-52
図3.5.3　シリアルI/O2制御レジスタ1の構成.......................................................................................................3-53
図3.5.4　シリアルI/O2制御レジスタ2の構成.......................................................................................................3-53
図3.5.5　シリアルI/O2レジスタの構成 ................................................................................................................3-54
図3.5.6　送信/受信バッファレジスタの構成........................................................................................................3-54
図3.5.7　シリアルI/O1ステータスレジスタの構成 ...............................................................................................3-55
図3.5.8　シリアルI/O1制御レジスタの構成.........................................................................................................3-55
図3.5.9　UART制御レジスタの構成 ...................................................................................................................3-56
図3.5.10　ボーレートジェネレータの構成 ............................................................................................................3-56
図3.5.11　PWM制御レジスタの構成 ..................................................................................................................3-57
図3.5.12　PWMプリスケーラ .............................................................................................................................3-57
図3.5.13　PWMレジスタの構成 .........................................................................................................................3-58
図3.5.14　プリスケーラ12、プリスケーラX、プリスケーラYの構成 .......................................................................3-58
図3.5.15　タイマ1の構成 ...................................................................................................................................3-59
図3.5.16　タイマ2の構成 ...................................................................................................................................3-59
図3.5.17　タイマXYモードレジスタの構成 .........................................................................................................3-60
図3.5.18　タイマX、タイマYの構成.....................................................................................................................3-61
図3.5.19　タイマカウントソース設定レジスタの構成 ..........................................................................................3-61
図3.5.20　A-D制御レジスタの構成 ....................................................................................................................3-62
図3.5.21　A-D変換下位レジスタの構成 .............................................................................................................3-62
図3.5.22　A-D変換上位レジスタの構成 .............................................................................................................3-63
図3.5.23　MISRGの構成 ...................................................................................................................................3-63
図3.5.24　ウオッチドッグタイマ制御レジスタの構成 ..........................................................................................3-64
図3.5.25　割り込みエッジ選択レジスタの構成 ...................................................................................................3-64
図3.5.26　CPUモードレジスタの構成.................................................................................................................3-65
図3.5.27　割り込み要求レジスタ1の構成 ...........................................................................................................3-65
図3.5.28　割り込み要求レジスタ2の構成 ...........................................................................................................3-66
図3.5.29　割り込み制御レジスタ1の構成 ...........................................................................................................3-66
図3.5.30　割り込み制御レジスタ2の構成 ...........................................................................................................3-67
図3.5.31　フラッシュメモリ制御レジスタの構成 ..................................................................................................3-67



目　次

12

表目次

第１章　ハードウエア

表1．端子の機能説明.............................................................................................................................................1-4
表2．3850グループ（H仕様）サポート製品一覧 .......................................................................................................1-7
表3．3850グループ（標準品）と3850グループ（H仕様）対象品種.............................................................................1-7
表4．3850グループ（標準品）と3850グループ（H仕様）の相違点.............................................................................1-7
表5．アキュムレータとプロセッサステータスレジスタの退避命令及び復帰命令.....................................................1-9
表6．プロセッサステータスレジスタの各フラグをセット又はクリアする命令 .........................................................1-10
表7．入出力ポートの機能一覧..............................................................................................................................1-14
表8．割り込みベクトル番地と優先順位.................................................................................................................1-18
表9．M38507F8（フラッシュメモリ版）の性能概要.................................................................................................1-40
表10．ソフトウエアコマンド一覧表（CPU書き換えモード）.....................................................................................1-45
表11．ステータスレジスタの各ビットの定義 .........................................................................................................1-47
表12．端子の機能説明（フラッシュメモリパラレル入出力モード）..........................................................................1-52
表13．制御信号とバス動作モードの対応..............................................................................................................1-54
表14．ソフトウエアコマンド一覧表（パラレル入出力モード）..................................................................................1-56
表15．ステータスレジスタ ...................................................................................................................................1-58
表16．端子の機能説明（フラッシュメモリ標準シリアル入出力モード）...................................................................1-61
表17．ソフトウエアコマンド一覧（標準シリアル入出力モード）..............................................................................1-63
表18．ステータスレジスタ（SRD）........................................................................................................................1-68
表19．ステータスレジスタ1（SRD1）....................................................................................................................1-69
表20．絶対最大定格 ............................................................................................................................................1-71
表21．直流電気的特性.........................................................................................................................................1-71
表22．リードオンリーモード ..................................................................................................................................1-72
表23．リード/ライトモード（WEコントロール）.........................................................................................................1-72
表24．リード/ライトモード（CEコントロール）..........................................................................................................1-73
表25．消去及びプログラム動作 ...........................................................................................................................1-73
表26．VCCパワーアップ/ダウンタイミング .............................................................................................................1-73
表27．専用書き込みアダプタ...............................................................................................................................1-79
表28．VrefとA-D変換器の基準電圧VREFの関係式 ................................................................................................1-80
表29．A-D変換中のA-D変換レジスタの変化........................................................................................................1-80

第２章　応　用

表2.1.1　未使用端子の処理 .................................................................................................................................2-3
表2.2.1　割り込みベクトル番地と優先順位 .........................................................................................................2-10
表2.2.2　各割り込み要因に対する割り込み制御ビット一覧 .................................................................................2-15
表2.3.1　CNTR0/CNTR1極性切り替えビットの機能 .............................................................................................2-23
表2.4.1　ボーレートジェネレータ(BRG)の設定値と転送ビットレート選択例1 ........................................................2-65
表2.4.2　ボーレートジェネレータ(BRG)の設定値と転送ビットレート選択例2 ........................................................2-65
表2.10.1　ストップモード時の状態......................................................................................................................2-95



目　次

13

表2.10.2　ウエイトモード時の状態......................................................................................................................2-99
表2.11.1　パラレル書き込み時のプログラマ設定 .............................................................................................2-104
表2.11.2　シリアル書き込み時のプログラマとの接続（４線式）..........................................................................2-104

第３章　付　録

表3.1.1　絶対最大定格 ........................................................................................................................................3-2
表3.1.2　推奨動作条件(1) ....................................................................................................................................3-3
表3.1.3　推奨動作条件(2) ....................................................................................................................................3-4
表3.1.4　電気的特性(1)........................................................................................................................................3-4
表3.1.5　電気的特性(2)........................................................................................................................................3-5
表3.1.6　電気的特性(3)........................................................................................................................................3-6
表3.1.7　Ａ-Ｄ変換器特性......................................................................................................................................3-7
表3.1.8　タイミング必要条件(1) ...........................................................................................................................3-8
表3.1.9　タイミング必要条件(2) ...........................................................................................................................3-8
表3.1.10　スイッチング特性(1).............................................................................................................................3-9
表3.1.11　スイッチング特性(2).............................................................................................................................3-9
表3.5.1　CNTR0/CNTR1極性切り替えビットの機能 .............................................................................................3-60



概要
特長
応用
ピン接続
機能ブロック
端子の機能説明
型名とメモリサイズ・パッケージ
グループ展開
機能ブロック動作説明
プログラミング上の注意事項
使用上の注意事項
マスク化発注時の提出資料
ROM書き込み発注時の提出資料
ROM書き込み方法
補足説明

第　1　章
ハードウエア



1-2

1
ハードウエア

3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

概要 /特長 /応用 /ピン接続

●A-D変換器 ................................... 10ビット分解能×5チャネル

●クロック発生回路 ..................................................... 2回路内蔵

（セラミック共振子又は水晶発振子外付け）

●ウオッチドッグタイマ .............................................. 16ビット×1

●電源電圧　

高速モード時............................................................. 4.0～5.5V

（発振周波数8MHz時）

中速モード時............................................................. 2.7～5.5V

（発振周波数8MHz時、中速モード選択時）

低速モード時............................................................. 2.7～5.5V

（発振周波数32kHz時）

●消費電力　

高速モード時................................................................... 34mW

（発振周波数8MHz時、電源電圧5V）

低速モード時　M38507F8FP/SP以外 .......................... 60μW

M38507F8FP/SP ................................ 450μW

（発振周波数32kHz時、電源電圧3V）

●動作周囲温度......................................................... －20～85℃

応　用

OA機器、FA機器、家電、民生機器など

概　要

3850グループ(Ｈ仕様)は、740ファミリコアを採用した8ビットマイ

クロコンピュータです。

シリアルI/O、8ビットタイマ、A-D変換器を内蔵しており、家電、

OA機器に最適です。

特　長

●基本機械語命令..................................................................... 71

●命令実行時間.................................................................. 0.5μs

（最短命令、発振周波数8MHz時）

●メモリ容量 ROM ............................................ 8～32Kバイト

RAM ....................................... 512～1024バイト

●プログラマブル入出力ポート............................................ 34本

●割り込み ........................................................ 15要因、14ベクタ

●タイマ ........................................................................ 8ビット×4

●シリアルI/O1 ............................................................. 8ビット×1

（UART又はクロック同期形）

●シリアルI/O2 ............................................................. 8ビット×1

（クロック同期形）

●PWM.......................................................................... 8ビット×1

図1．M38503MXH-XXXFP/SPのピン接続図
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ハードウエア

3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

図2．機能ブロック図
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3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

電源入力

CNVSS

リセット入力

メインクロック入力

メインクロック出力

入出力ポートP0

入出力ポートP1

入出力ポートP2

入出力ポートP3

入出力ポートP4

VCCに2.7～5.5V，VSSに0Vを印加します。

チップの動作モードを制御する端子で通常はVSSに接続します。

アクティブ“L”のリセット入力端子です。

クロック発生回路の入出力端子で、XINとXOUTの間にセラミック共振子又は水晶発振子を接
続します。外部クロック使用時にはクロック発振源をXIN端子に接続し、XOUT端子は開放にし
ます。

8ビットの入出力ポートです。プログラムにより、
ビット単位で入出力の指定が可能です。
CMOS入力レベルで，出力形式はCMOS3ステート
です。P10～P17の8ビットは、LED駆動出力用の大
電流出力が可能です。

8ビットの入出力ポートです。プログラムにより、ビット単
位で入出力の指定が可能です。入力レベルは、CMOS入
力レベルです。出力形式はP20, P21, P24～P27が
CMOS3ステートです。

P22, P23はNチャネルオープンドレインです。

P0とほぼ同等の機能を持った8ビットの入出力ポートで
す。CMOS入力レベルで、出力形式はCMOS3ステート
です。

P0とほぼ同等の機能を持った8ビットの入出力ポートで
す。CMOS入力レベルで、出力形式はCMOS3ステート
です。

端子の機能説明

表1．端子の機能説明

VCC,VSS

CNVSS

RESET

XIN

XOUT

P00/SIN2
P01/SOUT2
P02/SCLK2
P03/SRDY2

P04～P07

P10～P17

P20/XCOUT
P21/XCIN

P22
P23

P24/RXD
P25/TXD

P26/SCLK1

P27/CNTR0/
SRDY1

P30/AN0～
P34/AN4

P40/CNTR1

P41/INT0
P42/INT1

P43/INT2/
SCMP2

P44/INT3/
PWM

 機　　　　能端子名 名　称 ポート以外の機能

サブクロック発生入出力端子(共
振子を接続します。)

シリアルI/O1機能端子

シリアルI/O1機能端子
／タイマX機能端子

A-D変換器入力端子

タイマY機能端子

割り込み入力端子

割り込み入力端子
SCMP2出力端子

割り込み入力端子
PWM出力端子

シリアルI/O2機能端子

端子の機能説明
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3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

型名とメモリサイズ･パッケージ

図3. 型名とメモリサイズ･パッケージ

型名　M3850　3　M　4　H－　XXX SP

パッケージ種類
SP： 42P4B
FP ： 42P2R-A/E
SS： 42S1B-A

ROM番号
ワンタイムPROM版のブランク品、EPROM版及びフラッシュメモリ版では省略されます。

－ ：標準品
ワンタイムPROM版のブランク品、EPROM版及びフラッシュメモリ版では省略されます。

H －：一部仕様変更品

ROM/PROM/フラッシュメモリ容量
1 ： 4096バイト 9 ： 36864バイト　
2 ： 8192バイト A ： 40960バイト
3 ： 12288バイト B ： 45056バイト
4 ： 16384バイト C ： 49152バイト
5 ： 20480バイト D ： 53248バイト
6 ： 24576バイト E ： 57344バイト
7 ： 28672バイト F ： 61440バイト
8 ： 32768バイト

ROM領域のうち、先頭の128バイトと最後の2バイトは予約ROM領域であり、ユーザROM領域とし
ては使用できません。

ただし、フラッシュメモリ版では、書き込み・消去が可能ですので使用できます。

メモリの種類
M：マスクROM版
E ： EPROM版、又はワンタイムPROM版
F ：フラッシュメモリ版

RAM容量
0： 192バイト 5： 768バイト
1： 256バイト 6： 896バイト
2： 384バイト 7： 1024バイト
3： 512バイト 8： 1536バイト
4： 640バイト 9： 2048バイト

型名とメモリサイズ・パッケージ
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3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

グループ展開

3850グループ（H仕様）は次のような展開を計画しています。

メモリの種類

マスクROM版、ワンタイムPROM版、フラッシュメモリ版の

サポート

メモリ容量

フラッシュメモリ容量 ................................................ 32Kバイト

ワンタイムPROM容量.............................................. 24Kバイト

マスクROM容量 .............................................. 8K～32Kバイト

RAM容量 .......................................................... 512～1Kバイト

パッケージ

42P4B .................. 42ピンシュリンクプラスチックモールドDIP

42P2R-A/E ........................ 42ピンプラスチックモールドSSOP

42S1B-A ............. 42ピンシュリンクセラミックDIP(EPROM版)

�

図4. ROM及びRAM展開計画

3850グループ（H仕様）　ROM、RAM展開計画

32K

28K

24K

20K

16K

12K

8K

384 512 640 768 896 1024 1152 1280 1408 1536 2048

ROM
外付け

ROM サイズ (バイト)

RAMサイズ( バイト )

AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA

AAAAAAA
AAAAAAA
AAAAAAA

M38507M8/F8

AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA

AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA

M38504M6/E6

AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA

AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA

M38503M4H

AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA

AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA

M38503M2H

量産中

量産中

量産中

量産中

グループ展開
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3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

表2. 3850グループ（H仕様）サポート製品一覧

製品型名

8192

(8062)

RAM(バイト) パッケージ 備考

現在サポートを行っている製品を下記に示します。　

ROM容量(バイト)
(   )内はユーザROM容量

512

640

M38503M2H-XXXSP

M38503M2H-XXXFP

M38503M4H-XXXSP

M38503M4H-XXXFP

M38504M6-XXXSP

M38504E6-XXXSP

M38504E6SP

M38504E6SS

M38504M6-XXXFP

M38504E6-XXXFP

M38504E6FP

M38507M8-XXXSP

M38507M8-XXXFP

M38507F8SP

M38507F8FP

16384

(16254)

24576

(24446)

42P4B

42P2R-A/E

42P4B

42P2R-A/E

42P4B

42S1B-A

42P2R-A/E

マスクROM版

表3. 3850グループ（標準品）と3850グループ（H仕様）対象品種

3850グループ（標準品）（注）
M38503M2-XXXFP/SP
M38503M4-XXXFP/SP
M38503E4-XXXFP/SP
M38503E4FP/SP
M38503E4SS

3850グループ（H仕様）
M38503M2H-XXXFP/SP
M38503M4H-XXXFP/SP
M38504M6-XXXFP/SP
M38504E6-XXXFP/SP
M38504E6FP/SP
M38504E6SS
M38507M8-XXXFP/SP
M38507F8FP/SP

表4. 3850グループ（標準品）と3850グループ（H仕様）の相違点

シリアルI/O

A-D変換器
大電流ポート

3850グループ（標準品）
1本：シリアルI/O（UART又はクロック同期形）

低速モードで動作できない
5本：P13～P17

3850グループ（H仕様）
2本：シリアルI/O1（UART又はクロック同期形）

シリアルI/O2（クロック同期形）
低速モードで動作可能
8本：P10～P17

3850グループ（標準品）と3850グループ（H仕様）の相違による注

意点

(1) 3850グループ（H仕様）の絶対最大定格は、電源電圧Vcc=

－0.3～6.5V、CNVss入力電圧VI=－0.3～Vcc+0.3Vと3850

グループ（標準品）と比べ、小さくなっています。

(2) XIN-XOUT、XCIN-XCOUTの発振回路定数が異なる場合があり

ます。

(3) 予約領域、予約ビットには、何もデータを書き込まないでくださ

い。（リセット後の状態を変更しないでください。）

(4) CPUモードレジスタのビット3は“1”に固定してください。

(5) 未使用端子の処理を確実に実施してください。

グループ展開

32768

(32638) 1024

42P4B

42P2R-A/E

42P4B

42P2R-A/E

ワンタイムPROM版

ワンタイムPROM版（ブランク品）

EPROM版

マスクROM版

ワンタイムPROM版

ワンタイムPROM版（ブランク品）

マスクROM版

フラッシュメモリ版

注．3850グループ（標準品）をご使用の際は、本マニュアルではな

く「3851グループ和文ユーザーズマニュアル（印刷番号：HU-

87A）」を参照してください。
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機能ブロック動作説明

中央演算処理装置（CPU）

3850グループ(Ｈ仕様)は740ファミリ共通のCPUを持ってい

ます。各命令の動作については740ファミリアドレッシング

モード及び機械語命令一覧表又は740ファミリソフトウエア

マニュアルを参照してください。

品種に依存する命令については以下のとおりです。

１．FST、SLW命令はありません。

２．MUL、DIV命令が使用可能です。

３．WIT命令が使用可能です。

４．STP命令が使用可能です。

中央演算処理装置(CPU)には6個のレジスタがあります。図

5にCPUのレジスタ構成を示します。

【アキュムレータ】(A)

アキュムレータは、8ビットのレジスタです。演算、転送

などのデータ処理は、このレジスタを中心にして実行されま

す。

【インデックスレジスタX】(X)

インデックスレジスタXは、8ビットのレジスタです。イン

デックスアドレッシングモードでは、このレジスタを用いた

アドレッシングを行います。

【インデックスレジスタY】(Y)

インデックスレジスタYは、8ビットのレジスタです。イン

デックスアドレッシングモードでは、このレジスタを用いた

アドレッシングを行います。

【スタックポインタ】(S)

スタックポインタは、8ビットのレジスタです。このレジ

スタは、サブルーチン呼び出し時又は割り込み時に退避する

レジスタの格納先(スタック)の先頭番地を示します。

スタック下位8ビットのアドレスは、このレジスタで指定

されます。上位8ビットのアドレスは、スタックページ選択

ビットの内容により決まります。このビットが“0”の場

合、上位8ビットは“0016”となり、“1”の場合は“0116”

となります。

スタックへの退避及び復帰動作を図6に示します。ここに

示す以外で必要なレジスタは、プログラムで退避してくださ

い(表5参照)。

【プログラムカウンタ】(PC)

プログラムカウンタは、PCHとPCLからなる16ビットのカ

ウンタです。PCHとPCLはそれぞれ8ビット構成です。プログ

ラムカウンタは、次に実行すべきプログラムメモリの番地を

指定します。

図5．740ファミリ CPUの構成

プロセッサステータスレジスタ

キャリーフラグ
ゼロフラグ
割り込み禁止フラグ
10進モードフラグ
ブレークフラグ
X修飾演算モードフラグ
オーバフローフラグ
ネガティブフラグ

b7                        b0

b7                        b0

b7                        b0

b7                        b0

b7                        b0

b7                        b0

b15                     
プログラムカウンタ

スタックポインタ

インデックスレジスタY

インデックスレジスタX

アキュムレータA

X

Y

S

PCLPCH

CZIDBTVN

機能ブロック動作説明
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図6．スタックへの退避及び復帰動作

表5．アキュムレータとプロセッサステータスレジスタの退避命令及び復帰命令
スタックに退避する命令 スタックより復帰する命令

アキュムレータ PHA PLA

プロセッサステータスレジスタ PHP PLP

割
 
り

 
込

 
み

 
要

 
求

 
 

 
 

 
→

実
 
行

 
中

 
の

 
ル

 
ー

 
チ

 
ン

M
 
(

 
S

 
)

 
←

 
(

 
P

 
CH)

(
 
S
 
)

 
←

 
(

 
S

 
)

 
－

 
1

M
 
(

 
S

 
)

 
←

 
(

 
P

 
CL)

(
 
S
 
)

 
←

 
(

 
S

 
)

 
－

 
1

.  .  
.

 
.

 
.

R
 
T

 
S

 
命

 
令

 
実

 
行

サ
 
ブ

 
ル

 
ー

 
チ

 
ン

(
 
S
 
)

 
←

 
(

 
S

 
)

 
＋

 
1

(
 
P
 
CL)

 
←

 
M

 
(

 
S

 
)

(
 
S
 
)

 
←

 
(

 
S

 
)

 
＋

 
1

(
 
P
 
CH)

 
←

 
M

 
(

 
S

 
)

M
 
(

 
S

 
)

 
←

 
(

 
P

 
CH)

(
 
S
 
)

 
←

 
(

 
S

 
)

 
－

 
1

M
 
(

 
S

 
)

 
←

 
(

 
P

 
CL)

(
 
S
 
)

 
←

 
(

 
S

 
)

 
－

 
1

M
 
(

 
S

 
)

 
←

 
(

 
P

 
S

 
)

(
 
S
 
)

 
←

 
(

 
S

 
)

 
－

 
1

割
 
り

 
込

 
み

 
S

 
.

 
 

 
R

 
.

(
 
S
 
)

 
←

 
(

 
S

 
)

 
＋

 
1

(
 
P
 
S

 
)

 
←

 
M

 
(

 
S

 
)

(
 
S
 
)

 
←

 
(

 
S

 
)

 
＋

 
1

(
 
P
 
CL)

 
←

 
M

 
(

 
S

 
)

(
 
S
 
)

 
←

 
(

 
S

 
)

 
＋

 
1

(
 
P
 
CH)

 
←

 
M

 
(

 
S

 
)

J
 
S
 

R
 

命
 

令
 

実
 

行

.  .  
.

 
.

 
.

R
 
T

 
I

 
命

 
令

 
実

 
行

(
 
注
 

)
戻
 
り

 
先

 
番

 
地

 
を

ス

 

タ

 

ッ

 

ク

 

領

 

域
へ

 

退

 

避

プ
 
ロ

 
セ

 
ッ

 
サ

 
ス

 
テ

 
ー

 
タ

 
ス

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

の

 

内

 

容

 

を

 

ス
タ

 

ッ

 

ク

 

領

 

域

 

へ

 

退

 

避

I
 
フ
 

ラ
 

グ
“

 

0

 

”

 

→

 

“

 

1

 

”
飛

 

び

 

先

 

ベ

 

ク

 

ト

 

ル
フ

 

ェ

 

ッ

 

チ

プ
 
ロ

 
セ

 
ッ

 
サ

 
ス

 
テ

 
ー

 
タ

 
ス

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

の

 

内

 

容

 

を

 

ス
タ

 

ッ

 

ク

 

領

 

域

 

か

 

ら

 

復

 

帰

戻
 
り

 
先

 
番

 
地

 
を

ス

 

タ

 

ッ

 

ク

 

領

 

域
か

 

ら

 

復

 

帰

戻
 
り

 
先

 
番

 
地

 
を

ス

 

タ

 

ッ

 

ク

 

領

 

域
か

 

ら

 

復

 

帰

戻
 
り

 
先

 
番

 
地

 
を

ス

 

タ

 

ッ

 

ク

 

領

 

域
へ

 

退

 

避

注
 
.

 
 

 
こ

 
の

 
時

 
点

 
で

 
割

 
り

 
込

 
み

 
が

 
受

 
け

 
付

 
け

 
ら

 
れ

 
る

 
た

 
め

 
の

 
条

 
件

 
…

 
割

 
り

 
込

 
み

 
禁

 
止

 
フ

 
ラ

 
グ

 
が

 
“

 
0

 
”

 
か

 
つ

 
各

 
割

 
り

 
込

 
み

 
要

 
因

 
に

対

 

応

 

し

 

た

 

割

 

り

 

込

 

み

 

許

 

可

 

ビ

 

ッ

 

ト

 

が

 

“

 

1

 

”

機能ブロック動作説明



1-10

1
ハードウエア

3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

【プロセッサステータスレジスタ】(PS)

　プロセッサステータスレジスタは、8ビットのレジスタ

で、演算直後の状態を保持する5つのフラグと、MCUの動作

を決定する3つのフラグで構成されています。

C、Z、V、Nフラグはブランチ命令のテストに使用できます

が、10進モード時はZ、V、Nフラグは無効です。

・ビット0：キャリーフラグ(C)

演算処理後の算術論理演算ユニットからのキャリー又はボ

ローを保持します。シフト命令又はローテート命令でも変化

します。

・ビット1：ゼロフラグ(Z)

演算処理又はデータ転送の結果が“0”のときセットされ、

“0”でないときクリアされます。

・ビット2：割り込み禁止フラグ(I)

BRK命令を除くすべての割り込みを禁止するためのフラグで

す。このフラグが“1”のとき、割り込み禁止状態です。

・ビット3：10進演算フラグ(D)

加減算を2進で行うか、10進で行うかを決めるフラグです。

このフラグが“1”の場合、1語を2桁の10進数として演算を

行います。10進補正は自動的に行われますが、10進演算が行

えるのはADC命令とSBC命令のみです。

・ビット4：ブレークフラグ(B)

BRK命令で割り込んだかどうかを識別するためのフラグで

す。BRK命令で割り込んだ場合は自動的にフラグの内容を

“1”にして、それ以外の割り込みでは“0”にしてスタック

に退避されます。

・ビット5：X修飾演算モードフラグ(T)

このフラグが“0”のときは、アキュムレータとメモリ間で

演算が行われます。“1”のときはアキュムレータを経由し

ないで、メモリとメモリ間の直接演算ができます。

・ビット6：オーバフローフラグ(V)

このフラグは、1語を符号付き2進数として加減算するとき使

用します。加減算の結果が+127又は-128を超える場合にセッ

トされます。またBIT命令を実行した場合、BIT命令が実行さ

れたメモリのビット6がこのフラグに入ります。

・ビット7：ネガティブフラグ(N)

演算処理又はデータの転送結果が負のときにセットされま

す。またBIT命令を実行した場合、BIT命令が実行されたメモ

リのビット7がこのフラグに入ります。

表6．プロセッサステータスレジスタの各フラグをセット又はクリアする命令
Cフラグ Zフラグ Iフラグ Dフラグ Bフラグ Tフラグ Vフラグ Nフラグ

セットする命令 SEC SEI SED SET

クリアする命令 CLC CLI CLD CLT CLV

機能ブロック動作説明
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3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

【CPUモードレジスタ】 CPUM

　CPUモードレジスタには、スタックページ選択のビットや

内部システムクロック制御ビットなどが割り当てられていま

す。このレジスタは003B16番地に配置されています。

図7．CPUモードレジスタの構成
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3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

図8．メモリ配置図

メモリ

●SFR領域

ゼロページ内にあり、入出力ポート、タイマなどの制御レジスタ

が配置されています。

●RAM

データ格納、サブルーチン呼び出し及び割り込み時のスタック

などに使用します。

●ROM

先頭の128バイトと最後の2バイトは、製品検査用の予約領域

で、それ以外がユーザ領域です。

●割り込みベクトル領域

リセット及び割り込みのベクトル番地格納領域です。

●ゼロページ

ゼロページアドレッシングモードを使用することにより、2語でア

クセスできる領域です。

●スペシャルページ

スペシャルページアドレッシングモードを使用することにより、

2語でアクセスできる領域です。
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3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

図9．SFR（スペシャルファンクションレジスタ）メモリマップ
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入出力ポート

入出力ポートは方向レジスタを持っており、入力ポートとして使

用するか出力ポートとして使用するかビット単位に設定することが

可能です。方向レジスタを“1”にセットするとその端子は出力ポー

トになります。“0”にクリアすると入力ポートになります。

出力ポートに設定されている端子から読み込んだ場合は、端子

の値ではなくポートラッチの内容が読み込まれます。入力ポートに

設定されている端子はフローティングとなり、端子の値を読み込む

ことができます。書き込んだ場合はポートラッチに書き込まれます

が、端子はフローティングのままです。

表7．入出力ポートの機能一覧

端子名

P00/SIN2
P01/SOUT2
P02/SCLK2
P03/SRDY2

P04～P07

P10～P17

P20/XCOUT
P21/XCIN

P22
P23

P24/RXD
P25/TXD
P26/SCLK1

P27/CNTR0/
SRDY1

P30/AN0～
P34/AN4

P40/CNTR1

P41/INT0
P42/INT1

P43/INT2/
SCMP2

P44/INT3/
PWM

名 称

ポートP0

ポートP1

ポートP2

ポートP3
（（（（（注注注注注）））））

ポートP4
（（（（（注注注注注）））））

入出力

入出力
ビット単位

入出力形式

CMOS入力レベル
CMOS3ステート出力

CMOS入力レベル
Nチャネルオープンドレイン出力

CMOS入力レベル
CMOS3ステート出力

ポート以外の機能

シリアルI/O2機能入出力

サブクロック発振回路

シリアルI/O1機能入出力

シリアルI/O1機能入出力
タイマX機能入出力

A-D変換入力

タイマY機能入出力

外部割り込み入力

外部割り込み入力
SCMP2出力

外部割り込み入力
PWM出力

関連するSFR

シリアルI/O2制御
レジスタ

CPUモードレジスタ

シリアルI/O1制御
レジスタ

シリアルI/O1制御
レジスタ
タイマXYモードレジス
タ

A-D制御レジスタ

タイマXYモードレジス
タ

割り込みエッジ選択レ
ジスタ

割り込みエッジ選択レ
ジスタ
シリアルI/O2制御
レジスタ

割り込みエッジ選択レ
ジスタ
PWM制御レジスタ

図 番

（1）
（2）
（3）
（4）

（5）

（6）
（7）

（8）

（9）
（10）
（11）

（12）

（13）

（14）

（15）

（16）

（17）

機能ブロック動作説明

注．ポートP3及びP4のビット5～7を読み出した場合、その内容は不定となります。
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図10．ポートのブロック図（1）
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図11．ポートのブロック図（2）
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図12．ポートのブロック図（3）
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割り込み

割り込みはベクトル割り込みで、外部6要因、内部8要因、ソフトウ

エア1要因の15要因から発生することが可能です。

・割り込み制御

BRK命令割り込みを除く各割り込みは、割り込み要求ビットと割

り込み許可ビットを持っており、割り込み禁止フラグの影響を受け

ます。割り込み許可ビット及び割り込み要求ビットが“1”でかつ割り

込み禁止フラグが“0”のとき割り込みは受け付けられます。

割り込み要求ビットはプログラムでクリアできますが、セットは

できません。割り込み許可ビットはプログラムでセット、クリアでき

ます。

リセットとBRK命令割り込みを禁止するフラグ又はビットはあり

ません。これら以外の割り込みは割り込み禁止フラグがセットされ

ていると受け付けられません。

同時に複数の割り込み要求が発生した場合は、優先順位の高い

割り込みが受け付けられます。

・ 割り込み動作

割り込みを受け付けると、

1. プログラムカウンタとプロセッサステータスレジスタが自動

的に退避されます。

2. 割り込み禁止フラグがセットされ、割り込み要求ビットがクリ

アされます。

3. 割り込み飛び先番地がプログラムカウンタに入ります。

表8. 割り込みベクトル番地と優先順位

割り込み要求発生条件割り込み要因
優先
順位

ベクトル番地（注1）

下位上位
備　考

リセット（注2） 1 FFFD16 FFFC16 リセット時 ノンマスカブル

INT0 2 FFFB16 FFFA16 INT0入力の立ち上がり又は 外部割り込み
立ち下がりエッジ検出時 （極性プログラマブル）

予約 3 FFF916 FFF816 予約

INT1 4 FFF716 FFF616 INT1入力の立ち上がり又は 外部割り込み
立ち下がりエッジ検出時 （極性プログラマブル）

INT2 5 FFF516 FFF416 INT2入力の立ち上がり又は 外部割り込み
立ち下がりエッジ検出時 （極性プログラマブル）

INT3/シリアルI/O2 6 FFF316 FFF216 INT3入力の立ち上がり又は立ち下がり 外部割り込み
エッジ検出時／シリアルI/O2送受信 （極性プログラマブル）
完了時 シリアルI/O2/INT3割り込み

要因ビットにより切り替え

予約 7 FFF116 FFF016 予約

タイマＸ 8 FFEF16 FFEE16 タイマＸアンダフロー時

タイマＹ 9 FFED16 FFEC16 タイマＹアンダフロー時

タイマ１ 10 FFEB16 FFEA16 タイマ１アンダフロー時 STP解除タイマアンダフロー

タイマ２ 11 FFE916 FFE816 タイマ２アンダフロー時

シリアルI/O1受信 12 FFE716 FFE616 シリアルI/O1データ受信完了時 シリアルI/O1選択時のみ有効

シリアルI/O1送信 13 FFE516 FFE416 シリアルI/O1送信シフト終了時 シリアルI/O1選択時のみ有効
又は送信バッファ空き時

CNTR0 14 FFE316 FFE216 CNTR0入力の立ち上がり又は 外部割り込み
立ち下がりエッジ検出時 （極性プログラマブル）

CNTR1 15 FFE116 FFE016 CNTR1入力の立ち上がり又は 外部割り込み
立ち下がりエッジ検出時 （極性プログラマブル）

A-D変換 16 FFDF16 FFDE16 A-D変換終了時

BRK命令 17 FFDD16 FFDC16 BRK命令実行時 ノンマスカブルソフトウエア割り込み

注1．ベクトル番地とは、割り込み飛び先番地の格納番地を示します。
　2．リセットは最上位の優先順位を持つ割り込みとして処理されます。
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図13．割り込み制御図

図14．割り込み関係レジスタの構成
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■注意事項

次の場合、割り込み要求ビットが“1”になる場合があります。

 ・外部割り込みのアクティブエッジを設定する際

対象レジスタ：割り込みエッジ選択レジスタ（3A16番地）

タイマXYモードレジスタ（2316番地）

・同一割り込みベクトルに複数の割り込み要因が割り当てられた

ベクトルの割り込み要因を切り替える際

対象レジスタ：割り込みエッジ選択レジスタ（3A16番地）

これらの設定に同期した割り込み発生が不要な場合には、以下

の手順で設定してください。

➀ 該当する割り込み許可ビットを“0”（禁止）にする。

➁ 割り込みエッジ選択ビット（極性切り替えビット）や割り込み要

因ビットを設定する。

➂ 一命令以上おいてから、該当する割り込み要求ビットを“0”に

する。

➃ 該当する割り込み許可ビットを“1”（許可）にする。
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タイマ

タイマはタイマX、タイマY、タイマ1及びタイマ2の4本ありま

す。

すべてのタイマ及びプリスケーラの分周比は、タイマラッチ又は

プリスケーララッチの内容をnとすると1/(n+1)になります。

タイマはカウントダウン方式で、カウンタの内容が“0”になった

次のカウントパルスでアンダフローし、タイマラッチの内容が再び

タイマにロードされます。またタイマがアンダフローすると各タイ

マに対応する割り込み要求ビットが“1”にセットされます。

●タイマ1、タイマ2

プリスケーラ12は、タイマカウントソース選択ビットにより選ば

れた信号をカウントします。タイマ1及びタイマ2は、常にプリスケー

ラの出力をカウントし、周期的に割り込み要求ビットをセットします。

●  タイマX、タイマY

タイマX、タイマYはタイマXYモードレジスタを設定することに

より、それぞれ4つの動作モードを選択することができます。

(1)タイマモード

タイマカウントソース選択ビットにより選ばれた信号をカウント

します。

(2)パルス出力モード

タイマカウントソース選択ビットにより選ばれた信号をカウント

し、タイマの内容が“0”になるたびに極性の反転する出力を

CNTR0/CNTR1端子より出力します。CNTR0/CNTR1極性切り替

えビットが“0”のときは、CNTR0/CNTR1端子の出力は“H”出力か

ら開始します｡“1”のときは､“L”出力から開始します。このモードを

使用する場合はポートP27/ポートP40の方向レジスタを出力モード

に設定してください。

(3)イベントカウンタモード

CNTR0/CNTR1端子からの入力信号をカウントすることを除け

ばタイマモードと同じ動作をします。

CNTR0/CNTR1極性切り替えビットが“0”のときは、CNTR0/

CNTR1端子の立ち上がりエッジを､“1”のときは立ち下がりエッジ

をカウントします。

(4)パルス幅測定モード

CNTR0/CNTR1極性切り替えビットが“0”のときは、CNTR0/

CNTR1端子が“H”の期間、タイマカウントソース選択ビットにより

選ばれた信号をカウントします｡“1”のときは､“L”の期間、カウント

します。

いずれのモードでも、タイマX/タイマYカウント停止ビットを“1”

に設定することによりカウントを停止することが可能です。また、タ

イマがアンダフローするたびに割り込み要求ビットをセットします。

図15．タイマXYモードレジスタの構成

図16．タイマカウントソース設定レジスタ
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■注意事項

タイマ12カウントソース選択ビット及びタイマXカウントソース

選択ビット、タイマYカウントソース選択ビットによりタイマのカウ

ントソースを切り替えるとき、カウント入力信号に細かいパルスが

生じてタイマのカウント値が大きく変わることがあります。したがっ

て、タイマのカウントソースを設定した後、プリスケーラ及びタイマ

に値を設定してください。
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図17．タイマX，タイマY，タイマ1及びタイマ2のブロック図
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シリアルI/O

●シリアルI/O1

シリアルI/O1はクロック同期形、非同期形（UART）のどちらでも

動作可能です。また、シリアルI/O動作時のボーレート発生専用タ

イマ（ボーレートジェネレータ）を備えています。

(1)  クロック同期形シリアルＩ/Ｏモード

シリアルI/O1制御レジスタのモード選択ビットを“1”にすること

によってクロック同期形シリアルI/Oが選択されます。

クロック同期形シリアルI/Oでは、シリアルI/Oの動作クロック

に、送信側マイコン、受信側マイコンとも同一のクロックを用いま

す。動作クロックとして内部クロックを用いた場合、送/受信の開始

は送信/受信バッファレジスタへの書き込み信号により行われま

す。

図18．クロック同期形シリアルI/O1ブロック図

図19．クロック同期形シリアルI/O1動作図
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1
ハードウエア

3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

機能ブロック動作説明

【送信バッファレジスタ/受信バッファレジスタ】TB/RB

送信バッファレジスタと受信バッファレジスタは同じアドレスに

配置されており、送信バッファレジスタは書き込み専用、受信バッ

ファレジスタは読み出し専用です。また、キャラクタビット長が7

ビットの場合、受信バッファレジスタに格納される受信データの

MSBは“0”となります。

【シリアルI/O1ステータスレジスタ】SIOSTS

シリアルI/O1の動作状態を示すフラグ及び各種エラーフラグで

構成された7ビットの読み出し専用レジスタです。ビット4～6の3

ビットはUARTモード時のみ有効です。

受信バッファフルフラグは受信バッファレジスタを読み出すと

“0”にクリアされます。

エラー検出は、データが受信シフトレジスタから受信バッファレ

ジスタに転送され、受信バッファフルフラグがセットされると同時

に行われます。シリアルI/O1ステータスレジスタへの書き込みで

すべてのエラーフラグ（OE、PE、FE、SE）がクリアされます。また、シ

リアルI/O1許可ビット（b7）に“0”を書き込むとエラーフラグを含む

全てのステータスフラグが“0”にクリアされます。

このレジスタのビット0からビット6はリセット時“0”に初期化され

ますが、シリアルI/O1制御レジスタの送信許可ビット（b4）を“1”に

したときビット2とビット0は“1”になります。

【シリアルI/O1制御レジスタ】SIOCON

シリアルI/O1制御レジスタはシリアルI/O1の各種制御を行う8

ビットの選択ビットで構成されています。

【UART制御レジスタ】UARTCON

UART選択時有効な4ビットの制御ビットと1ビットの常に有効な

制御ビットより構成された5ビットのレジスタです。このレジスタの

内容でシリアルデータ送受信時のデータフォーマット、P25/TXD端

子の出力形式などを設定します。

【ボーレートジェネレータ】BRG

シリアル転送のビットレートを決定します。

リロードレジスタを持った8ビットのカウンタで、値nを設定する

ことにより、カウントソースを1/(n+1)の分周比で分周します。
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1
ハードウエア

3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

機能ブロック動作説明

(2)   非同期形シリアルI/O（UART）モード

シリアルI/O1制御レジスタのシリアルI/O1モード選択ビット(b6)

を“0”にすることによってUARTが選択されます。

8つのシリアルデータ転送フォーマットが選択可能です。この転送

フォーマットは送受信側で統一しておく必要があります。

シリアルデータの送信、受信を行う送信シフトレジスタ、受信シ

フトレジスタにそれぞれのバッファレジスタを持っています（メモ

リ上の番地は同一）。シフトレジスタは直接読み書きすることがで

きませんので、送信データの書き込み、受信データの読み出しはそ

れぞれのバッファレジスタに対して行います。また、これらのバッ

ファレジスタによって次に送信すべきデータを書き込んでおいた

り、2バイトの受信データを連続して受信することができます。

図20．UART形シリアルI/O1ブロック図

図21．UART形シリアルI/O1動作図
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1
ハードウエア

3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

機能ブロック動作説明

図22．シリアルI/O1関係レジスタの構成
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■注意事項

シリアルI/O1の送信許可ビットを“1”にしたとき、シリアルI/O1送

信割り込み要求ビットが“1”になります。送信許可に同期した割り

込み発生が不要な場合は、以下の手順で設定してください。

➀ シリアルI/O1送信割り込み許可ビットを“0”（禁止）にする。

➁ 送信許可ビットを“1”にする。

➂ 一命令以上おいてから、シリアルI/O1送信割り込み要求ビッ

トを“0”にする。

➃ シリアルI/O1送信割り込み許可ビットを“1”（許可）にする。
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●シリアルI/O2

シリアルI/O2は、クロック同期形としてのみ動作可能です。

シリアル転送を行うための同期クロックは、シリアルI/O2制御レ

ジスタ1のシリアルI/O2同期クロック選択ビット(b6)により、内部ク

ロック又は外部クロックの選択ができます。

内部クロックは、専用の分周器を内蔵しており、シリアル

I/O2制御レジスタ1の内部同期クロック選択ビット(b2, b1, b0)に

よって、6通りのクロックを選択することができます。

出力端子となるSOUT2、SCLK2については、シリアルI/O2制御レジ

スタ1のP01/SOUT2、P02/SCLK2、Pチャネル出力禁止ビット(b7)によ

り、CMOS出力又はNチャネルオープンドレイン出力の形式を選択

できます。

内部クロックを選択した場合、転送の開始はシリアルI/O2レジ

スタ(001716番地)への書き込み信号により行われます。データ転

送終了後、SOUT2端子のレベルは自動的にハイインピーダンスにな

りますが、シリアルI/O2制御レジスタ2のビット7は自動的に “1” に

はなりません。

外部クロックを選択した場合、転送クロックが入力されている

間、シリアルI/O2レジスタの内容はシフトされ続けますので、外部

でクロックを制御してください。データ転送終了後、SOUT2端子はハ

イインピーダンス状態になりませんので注意してください。

外部クロック選択時、SOUT2端子をハイインピーダンス状態にす

るためには、データ転送終了後にSCLK2が  “H” の状態で

シリアルI/O2制御レジスタ2のビット7を “1” に設定してください。

次のデータ転送が開始される(転送クロックが立ち下がる)と、シリ

アルI/O2制御レジスタ2のビット7は “0” となり、SOUT2端子はアク

ティブ状態になります。

内部クロック、外部クロックにかかわらず、任意転送ビットで選択

したビット数(1～8ビット)を転送後割り込み要求ビットがセットされ

ます。

最終データが8ビットに満たない端数ビットの場合、シリアルI/

O2レジスタに格納される受信データは、シリアルI/O2制御レジス

タ1の転送方向選択ビットがLSBファーストであれば、MSB寄りの

端数ビット、MSBファーストであれば、LSB寄りの端数ビットとなり

ます。残りのビットには前回の受信データがシフトされています。

クロック同期形シリアルI/Oで送信動作時、転送クロックの立ち

上がりに同期して、送信端子SOUT2と受信端子SIN2の状態を比較

し、SCMP2信号を出力することができます。SOUT2端子の出力レベル

とSIN2端子への入力レベルが同一であれば、SCMP2端子から “L”、

異なれば “H” を出力します。また、この時INT 2割り込み要求を発

生させることもできます。有効エッジは割り込みエッジ選択レジス

タ(003A16番地)のビット2で選択してください。

【シリアルI/O2制御レジスタ1、2】 SIO2CON1, SIO2CON2

シリアルI/O2制御レジスタ1、2は、シリアルI/O2の各種制御を行

う選択ビットで構成されています。

図23．シリアルI/O2制御レジスタ1、2の構成
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図24．シリアルI/O2ブロック図

図25．シリアルI/O2タイミング図
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図26．SCMP2出力の動作
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PWM （PWM: Pulse Width Modulation）

PWMは8ビット分解能を持ち、クロック入力XIN又はXINを2分

周した信号を基本としています。

・データの設定

PWMの出力端子はポートP44と共用しています。PWMプリス

ケーラによりPWM周期を設定し、PWMレジスタにより出力パル

スの“H”期間を設定します。

PWMプリスケーラの値をn、PWMレジスタの値をmとすると、

以下のようになります。（ただし、n=0～255、m=0～255です。）

PWM周期＝ 
255 ✕ (n+1)

f(XIN)

= 31.875 ✕ (n+1)μs

（f(XIN) = 8MHz、カウントソース選択ビット＝“0”の場合）

出力パルスの“H”期間＝ 
PWM周期 ✕ m

255

= 0.125 ✕ (n+1) ✕ mμs

（f(XIN) = 8MHz、カウントソース選択ビット＝“0”の場合）

図28．PWMブロック図

・PWMの動作

PWM制御レジスタのビット0（PWM許可ビット）を“1”にすると、

PWM出力回路は初期状態より動作を開始し、“H”から始まるパル

スを出力します。

PWM出力中にPWMレジスタ、PWMプリスケーラを変更した

場合には、変更した次の周期から変更した内容に対応したパルス

が出力されます。

図27．PWM周期のタイミング図
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図29．PWM制御レジスタの構成

■注意事項

PWM機能許可ビットが許可に設定され、PWM端子から“L”レベ

ルが出力された後、PWMは開始します。この“L”レベル出力時間

は次のとおりです。

・カウントソース選択ビット＝“0”、n = プリスケーラ設定値

n＋1
（秒）

2 ✕ f(XIN)

・カウントソース選択ビット＝“1”、n = プリスケーラ設定値

n＋1
（秒）

f(XIN)

図30．PWMレジスタ及びPWMプリスケーラ変更時のPWM出力タイミング図
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A-D変換器

【A-D変換レジスタ】ADL, ADH

A-D変換結果が格納される読み出し専用のレジスタです。A-D

変換中はこのレジスタを読み出さないでください。

【AD制御レジスタ】ADCON

A-D変換器の制御を行うためのレジスタです。ビット2～ビット0

はアナログ入力端子選択ビットです。ビット4はAD変換終了ビット

で、A-D変換中は“0”、A-D変換が終了すると“1”になります。この

ビットに“0”を書き込むことにより、A-D変換が開始されます。

【比較電圧発生器】

AVSSとVREFの間の電圧を1024分割し分圧を出力します。�

【チャネルセレクタ】

ポートP34/AN4～P30/AN0より1本を選択し、コンパレータに入

力します。

【コンパレータ及び制御回路】

アナログ入力電圧と比較電圧の比較を行い、その結果をA-D変

換レジスタに格納します。また、A-D変換終了時にAD変換終了

ビット及びAD割り込み要求ビットを“1”にセットします。コンパレー

タは容量結合で構成されていますので、A-D変換中はf(ＸIN)を

500kHz以上にしてください。

低速モードでA-D変換を実行する場合は、内蔵の自己発振回路

を使用してA-D変換を行いますので、f(ＸIN)及びf(ＸCIN)下限周波

数の制限はありません。

図31．A-D制御レジスタの構成

図32．A-D変換レジスタの構成

図33．A-D変換器のブロック図
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ウオッチドッグタイマ

ウオッチドッグタイマは、暴走などによりプログラムが正常な

ループを走らなかった場合に、リセット状態に復帰する手段を与え

るものです。

ウオッチドッグタイマは8ビットのウオッチドッグタイマHと8ビッ

トのウオッチドッグタイマLの計16ビットのカウンタで構成されてい

ます。�

・ウオッチドッグタイマの基本動作

リセット後ウオッチドッグタイマ制御レジスタ(003916番地)への

書き込みがない場合、ウオッチドッグタイマは停止状態です。ウ

オッチドッグタイマ制御レジスタ(003916番地)に任意の値を書き

込むことによりカウントダウンを開始し、ウオッチドッグタイマHの

アンダフローにより内部リセットが発生します。したがって、通常は

アンダフローする前にウオッチドッグタイマ制御レジスタ(003916

番地)に書き込みを行うようにプログラムを組みます。ウオッチドッ

グタイマ制御レジスタ(003916番地)を読み出した場合は、ウオッチ

ドッグタイマHのカウンタの上位6ビット、STP命令禁止ビット、ウ

オッチドッグタイマHカウントソース選択ビットの値が読まれます。

・ウオッチドッグタイマの初期値

リセット又はウオッチドッグタイマ制御レジスタ(003916番地)へ

の書き込みによりウオッチドッグタイマHは“FF16”に、ウオッチドッ

グタイマLは“FF16”に設定されます。

・ウオッチドッグタイマHカウントソース選択ビットの動作

ウオッチドッグタイマ制御レジスタ(003916番地)のビット7により

ウオッチドッグタイマHのカウントソースの選択が可能です。

このビットが“0”の場合、カウントソースはウオッチドッグタイマ

Lのアンダフロー信号となります。検出時間はf(XIN)=8MHz時

131.072ms、f(XCIN)=32kHz時32.768sになります。

このビットが“1”の場合、カウントソースはf(XIN)(又は

f(XCIN))の16分周信号となります。この場合の検出時間は

f(XIN)=8MHz時512μs、f(XCIN)=32kHz時128msになります。

このビットはリセット後“0”になります。

・STP命令禁止ビットの動作

ウオッチドッグタイマ制御レジスタ(003916番地)のビット6により

ウオッチドッグタイマ動作時のSTP命令を禁止することができま

す。

このビットが“0”の場合、STP命令は許可です。

このビットが“1”の場合、STP命令は禁止され、STP命令が実行さ

れると内部リセットが発生します。このビットは一旦“1”にするとプ

ログラムで“0”に書き換えることはできなくなります。

このビットはリセット後“0”になります。

図34．ウオッチドッグタイマのブロック図

図35．ウオッチドッグタイマ制御レジスタの構成
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リセット回路

電源電圧が2.7～5.5Vにあり、XINが安定発振しているとき、
__________

RESET端子をXINの20サイクル以上“L”レベルに保つとリセット
__________

状態になり、その後RESET端子を“H”レベルに戻すとリセット解除

されます。FFFD16番地の内容を上位アドレス、FFFC16番地の内容

を下位アドレスとする番地からプログラムスタートします。

リセット入力電圧は、電源電圧が2.7Vを通過する時点で0.54V

以下になるようにしてください。

図36．リセット回路例

図37．リセット時のタイミング図
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図38．リセット時の内部状態
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3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

機能ブロック動作説明

クロック発生回路

3850グループ(H仕様)は2つの内部発振回路を内蔵していま

す。XINとXOUT又はXCINとXCOUTの間に共振子を接続すること

により発振回路を形成することができます。容量などの定数は、共

振子によって異なりますので共振子メーカの推奨値をご使用くだ

さい。XIN－XOUT端子間には帰還抵抗が内蔵されていますので外

付けの抵抗を省略することができます。XCIN－XCOUT間には抵抗

は内蔵されていませんので外部に帰還抵抗をつけてください。

�電源投入直後はXIN側の発振回路のみが発振を開始し、XCIN、

XCOUT端子は入出力ポートとして機能します。

●周波数制御

(1)  中速モード

XIN端子に加わった周波数の8分周したものが内部クロックφと

なります。リセット解除後はこのモードになります。

(2)  高速モード

XIN端子に加わった周波数の2分周したものが内部クロックφ

の周波数になります。

(3)  低速モード

XCIN端子に加わった周波数の2分周したものが内部クロックφ

になります。

注. 中/高速モードと低速モード間の移行を行う場合はXIN側、XCIN

側ともに発振が安定している必要があります。特に、XCIN側の

発振立ち上がりは時間を要するので、電源投入直後やストップ

からの復帰時は注意してください。また、移行するときはf(XIN)

>3･f(XCIN)である必要があります。

(4)  低消費電力モード

低速モード時には、CPUモードレジスタのメインクロック停止

ビット(b5)を“1”にすることによりメインクロックXINを停止させて、

低消費電力動作が実現できます。この場合、メインクロックXIN発

振再開時はメインクロック停止ビットを“0”にした後、発振が安定す

るまでの待ち時間をプログラムで生成する必要があります。

XCIN-XCOUT発振回路は外部クロック入力による使用はできま

せんので、必ず外付け発振子による発振をさせてください。

●発振制御

(1)  ストップモード

STP命令を実行すると内部クロックφが“H”の状態で停止し、

XIN及びXCINの発振が停止します。このとき、STP命令解除後の発

振安定時間設定ビットが“0”のとき、タイマ1には“0116”、プリス

ケーラ12には“FF16”が設定されます。一方、STP命令解除後の発

振安定時間設定ビットが“1”のときは、タイマ1、プリスケーラ12に

は何も設定されませんので、ご使用になる発振子の発振安定時間

にあった待ち時間を設定してください。プリスケーラ12の入力には

XIN又はXCINの16分周が強制的に接続されます。発振は外部割り

込みが受け付けられると再開しますが、内部クロックφは、タイマ

1がアンダフローするまで“H”のままです。タイマ1がアンダフロー

してはじめて内部クロックφが供給されます。これは、セラミック発

振などを使用した場合、発振の立ち上がりに時間を要するためで

す。リセットによって発振を再開させた場合は、待ち時間が生成さ

れませんので、発振が安定するまでの期間RESET端子に“L”レベ

ルを印加してください。

(2)  ウエイトモード

WIT命令を実行すると、内部クロックφが“H”の状態で停止しま

すが、発振器は停止しません。リセット又は割り込みを受け付けると

内部クロックφの停止を解除します。発振器は停止していません

ので直ちに命令を実行できます。

STPあるいはWIT状態を解除する場合、割り込みが受け付けら

れるためには、STPあるいはWIT命令を実行する前に対応する割

り込み許可ビットを“1”にしておく必要があります。また、STP状態の

解除の場合、プリスケーラ12、タイマ1はXINを16分周したクロック

をカウントしますので、STP命令を実行する前にタイマ1割り込み

許可ビットを“0”にしてください。

■注意事項

STP命令解除後の発振安定時間設定ビットを“1”で使用される

場合は、使用される発振子の発振安定時間を十分評価した上で、

タイマ1、プリスケーラ12に値を設定してください。
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3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

機能ブロック動作説明

図39．セラミック共振子外付け回路

図40．外部クロック入力回路 図41．MISRGの構成

【MISRG】MISRG

MISRGは中速モード自動切り替えに関する各種制御を行うビッ

トと、STP命令解除後の発振安定時間の設定を制御するビットで構

成されています。

中速モード自動切り替え設定ビットが “1”で、低速モードで動作

中に、中速モード自動切り替え開始ビットに“1”を書き込むことに

よって、自動的にXIN発振が開始し、中速モードに切り替わります。
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3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

機能ブロック動作説明

図42．システムクロック発生回路ブロック図（シングルチップモード）

WIT命令 STP命令

タイミングφ
(内部クロック)

S

R

Q

STP命令

S

R

Q

メインクロック
停止ビット

S

R

Q

1/2 1/4

XIN XOUT

XCOUTXCIN

割り込み要求

割り込み禁止フラグＩ
リセット

1/2

ポートXC

切り替えビット

“1” “0” 

低速モード

高速モード
又は中速モード

中速モード

高速モード
又は低速モード

メインクロック分周比
選択ビット(注1)

メインクロック
分周比選択ビット(注1)

注1．CPUモードレジスタのビット7、ビット6で、高速モード、中速モード、低速モードのいずれかを選択するビットで
す。
低速モードを選択する場合は、ポートXC切り替えビット(b1)を“1” にしてください。

　2．リセット時はプリスケーラ12へのカウントソースはf(XIN)/16が供給されます。STP命令実行時は、STP命令実行前のカ
ウントソースが供給されます。

　3．MISRGのビット0が“0”のとき、プリスケーラ12には“FF16”、タイマ1には“0116”が設定されます。
 MISRGのビット0が“1”のとき、プリスケーラ12、タイマ1には何も設定されませんので、ご使用になる発振子の発振

安定時間にあった待ち時間を設定してください。

プリスケーラ12 タイマ1

FF16 0116

リセット又は
STP命令（注2）

(注3)

リセット



1-39

1
ハードウエア

3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

機能ブロック動作説明

図43．システムクロックの状態遷移図

CM4 : ポートXc切り替えビット
　　　0 : 入出力ポート機能 (発振停止)
　　　1 : XCIN-XCOUT発振機能
CM5 : メインクロック(XIN- XOUT)停止ビット
　　　0 : 発振
　　　1 : 停止
CM7､CM6: メインクロック分周比選択ビット
　　　b7  b6
　　　0     0 : φ= f(XIN)/2 ( 高速モード)
　　　0     1 : φ= f(XIN)/8 (中速モード)
           1     0 : φ= f(XCIN)/2 (低速モード)
　　　1     1 : 選択禁止

注．
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(003B16番地) 
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7“0”←
→

“1”
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→
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CPUM

中速モード(f(φ)=1MHz)
　CM7=0
　CM6=1
　CM5=0(8MHz発振)
　CM4=0(32kHz停止)

高速モード(f(φ)=4MHz)
　CM7=0
　CM6=0
　CM5=0(8MHz発振)
　CM4=0(32kHz 停止)

高速モード(f(φ)=4MHz)
　CM7=0
　CM6=0
　CM5=0(8MHz発振)
　CM4=1(32kHz発振 )

中速モード(f(φ)=1MHz)
　CM7=0
　CM6=1
　CM5=0(8MHz発振)
　CM4=1(32kHz発振)

低速モード(f(φ)=16kHz)
　CM7=1
　CM6=0
　CM5=0(8MHz発振)
　CM4=1(32kHz発振)

低速モード(f(φ)=16kHz)
　CM7=1
　CM6=0
　CM5=1(8MHz停止)
　CM4=1(32kHz発振)

モード間の移行は矢印に沿って行ってください。(矢印のないモード間は直接移行しないでください。)
すべてのモードからストップモード又はウエイトモードへ移行することができ、解除後はもとのモードに戻ります。
ウエイトモード時にはタイマは動作しています。
MISRGのビット０が“0”のとき、中/高速モード時のストップモードからの解除時は、タイマ１の接続によって約1msの待ち時間が自動的に
発生します。
MISRGのビット０が“0”のとき、低速モード時のストップモードからの解除時の待ち時間は発振再開後、タイマ12カウントソース選択ビッ
トが“0”の場合約256ms、タイマ12カウントソース選択ビットが“1”の場合約16msとなります。
低速モードから中/高速モードへの移行は、メインクロックXINを発振させた後、発振が安定するのを待って行ってください。
 MISRGの中速モード自動切り替え開始ビットによって中速モードに切り替える場合、中速モード自動切り替え待ち設定ビットによって
設定された待ち時間が自動的に生成され、中速モードに切り替わります。
上記の例ではXIN端子に8MHz、XCIN端子に32kHzの信号を加えた場合を想定しています。φは内部クロックを示します。

中速モード自動切り替え
設定ビット“1”

中速モード自動切り替え
開始ビット“1”
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機能ブロック動作説明

表9. M38507F8(フラッシュメモリ版)の性能概要

フラッシュメモリ版

性能概要

表9にM38507F8(フラッシュメモリ版)の性能概要を示し

ます。

項　　目

電源電圧

プログラム/イレーズ電圧

フラッシュメモリモード

消去ブロック分割

プログラム方式

イレーズ方式

プログラム/イレーズ制御方式

コマンド数

プログラム/イレーズ回数

ROMコードプロテクト

性　　能

Vcc＝2.7～5.5V（（（（（注注注注注11111）））））

Vcc＝2.7～3.6V（（（（（注注注注注22222）））））

4.5～5.5V, f(XIN)＝8MHz

3モード（パラレル入出力、標準シリアル入出力、CPU書き換え）

1分割（32Kバイト）

1分割（4Kバイト）（（（（（注注注注注33333）））））

バイト単位

一括消去

ソフトウエアコマンドによるプログラム/イレーズ制御

6コマンド

100回

パラレル入出力モード/標準シリアルモード対応

ユーザROM領域

ブートROM領域

注注注注注１１１１１．．．．．プログラム/イレーズ時の電源電圧は、Vcc＝4.5～5.5Vで書き込んでください。
　　　　　２２２２２．．．．．プログラム/イレーズ時の電源電圧は、Vcc＝3.0～3.6Vでの書き込みも可能です。
　　　　　３３３３３．．．．．ブートROM領域には出荷時に標準シリアル入出力モードの制御プログラムが格納されています。この領域は、パ
ラレル入出力モードでのみ消去、書き込みが可能です。
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フラッシュメモリモード

M38507F8は、5V単一電源又はVPP=5V, VCC=3.3V～5Vにお

いて2電源での書き換えが可能なNEW DINOR(DIvided bit line

NOR)形フラッシュメモリを内蔵しています。このフラッシュ

メモリに対して、リード、プログラム、イレーズなどの操作

を行うためのフラッシュメモリモードとして、ライタを用い

てフラッシュメモリの操作を行うパラレル入出力モード、標

準シリアル入出力モード、及び中央演算処理装置(CPU)でフ

ラッシュメモリを操作する CPU書き換えモードの3種類を用

意しています。各モードについては次ページ以降で説明しま

す。

図44.　内蔵フラッシュメモリのブロック図

図44に示すようにM38507F8のフラッシュメモリは、ユーザ

ROM領域とブートROM領域の2つのブロックに分かれています。

内蔵するフラッシュメモリには、通常のマイコン動作の制

御プログラムを格納するユーザROM領域に加えて、CPU書き

換えモード及び標準シリアル入出力モードでの書き換え制御

プログラムを格納するためのブートROM領域があります。こ

のブートROM領域には、出荷時に標準シリアル入出力モード

の制御プログラムが書き込まれますが、ユーザ側で、システ

ムに適合した書き換え制御プログラムを書き込むことも可能

です。このブートROM領域は、パラレル入出力モードでのみ

書き換えが可能です。
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CPU書き換えモード

CPU書き換えモードは、中央演算処理装置(CPU)の制御に

より、内蔵フラッシュメモリに対する操作(リード、プログラ

ム、イレーズなど)を行うモードです。

CPU書き換えモードでは、図44に示すユーザROM領域のみ

の書き換えが可能で、ブートROM領域の書き換えはできませ

ん。プログラム、ブロックイレーズのコマンドは、ユーザROM

領域と各ブロック領域のみに対して行ってください。

CPU書き換えモードの制御プログラムは、ユーザROM領域、

ブートROM領域のどちらに格納しておいても構いません。CPU

書き換えモードでは、CPUからのフラッシュメモリの読み出

しが行えませんので、書き換え制御プログラムは、内蔵RAM

に転送後、ここで実行させる必要があります。

ブートモード

CPU書き換えモードの制御プログラムは、あらかじめパラ

レル入出力モード で、 ユーザROM領域又はブートROM領域

に書き込んでおく必要があります。(ブートROM領域に書き

込みを行った場合には、 標準シリアル入出力モードは使用で

きなくなります。)

ブートROM領域は、図44に示すとおりです。

CNVSS端子を“L”としてリセットを解除した場合には、通

常のマイコンモードとなり、CPUはユーザROM領域の制御プ

ログラムを使用して動作します。

P41/INT0端子を“H”、CNVSS端子を“H”としてリセット

を解除した場合には、ブートROM領域の制御プログラムで動

作を開始(プログラムのスタート番地はFFFC16、FFFD16番地

に格納)します。このモードをブートモードと呼びます。ブー

トROM領域上の制御プログラムでも、ユーザROM領域の書

き換えを行うことができます。

ブロックアドレス

ブロックアドレスとは、各ブロックの最大のアドレスです。

このアドレスは、ブロックイレーズコマンドで使用します。

M38507F8の場合、1ブロックのみの構成となります。

機能概要(CPU書き換えモード)

CPU書き換えモードは、シングルチップモード、及びブート

モードで実行可能で、ユーザROM領域のみの書き換えを行い

ます。

CPU書き換えモードでは、CPUがソフトウエアコマンドをラ

イトすることにより、内蔵するフラッシュメモリに対し、イレー

ズ、プログラム、リード等の操作を行います。この制御プログ

ラムは、あらかじめRAMに転送後、RAM上で実行させる必要

がありますので注意してください。

CPU書き換えモードへは、CNVSS端子に5V±0.5Vを印加し、

CPU書き換えモード選択ビット(0FFE16番地のビット1)に“1”

を書き込むことにより移行し、ソフトウエアコマンドの受け付

けが可能となります。

プログラム、イレーズ動作の制御はソフトウエアコマンドで

行います。プログラム又はイレーズの正常/エラー終了等の状

態はステータスレジスタを読み出すことでチェックできます。

図45にフラッシュメモリ制御レジスタを示します。ビット0
_____

はRY/BYステータスフラグで、フラッシュメモリの動作状況を

示す読み出し専用のビットです。自動書き込み、自動消去の動

作中には“0”(ビジー)、これ以外のときには“1”(レディ)とな
_____

ります(パラレル入出力モードのRY/BY端子と同等の機能)。

ビット1はCPU書き換えモード選択ビットです。このビット

に“1”を設定することにより、CPU書き換えモードになり、

ソフトウエアコマンドの受付が可能になります。CPU書き換え

モードでは、CPUが内蔵フラッシュメモリを直接アクセスする

ことができなくなります。したがって、このビット1への書き

込みはRAM上に転送した制御プログラムで行ってください。

このビット1に“1”を設定するには、ビット1への“0”書き込

み、“1”書き込みを連続して行う必要があります。“0”設定

は、“0”書き込みだけで行えます。

ビット2はCPU書き換えモードエントリフラグで、このビッ

トを読むことによりCPU書き換えモードにエントリしているこ

とを確認することができます。

ビット3は、フラッシュメモリリセットビットで、内蔵フラッ

シュメモリの制御回路をリセットするためのビットです。CPU

書き換えモードの終了時、及びフラッシュメモリのアクセスが

異常になった場合に使用します。CPU書き換えモード選択ビッ

トが“1”の状態で、このビット3に“1”を書き込むと、リセッ

トが実行されます。リセットを解除するには、次に“0”を書

き込む必要があります。

ビット4はユーザROM領域/ブートROM領域選択ビットで、

“1”をセットすることでブートROM領域にアクセスすること

が可能となり、ブートROMを用いたCPU書き換えが行えます。

ブートモード時には自動的に“1”がセットされます。このビッ

トの操作はRAM上のプログラムで行う必要があります。

図46にCPU書き替えモード設定/解除フローチャートを示し

ます。必ずこのフローチャートに従って操作してください。
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図46.　CPU書き換えモードの設定/解除フローチャート

図45.　フラッシュメモリ制御レジスタのビット構成
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CPU書き換えモードの注意事項

CPU書き換えモードを使用してフラッシュメモリを書き換

える場合、以下の注意事項があります。

(1)動作速度　

CPU書き換えモード中は、メインクロック分周比選択

ビット(003B16番地のビット6,7)によって、内部クロック

φが4.0MHZ以下になるように設定してください。

(2)使用禁止命令

CPU書き換えモード中、フラッシュメモリ内部のデータ

を参照する命令は使用できません。

(3)割り込み

CPU書き換えモード中、割り込みはフラッシュメモリ

内部のデータを参照するため使用できません。

(4)ウオッチドッグタイマ

すでにウオッチドッグタイマが起動されている場合は、

プログラム又はイレーズ中、ウオッチドッグタイマは常

にクリアされるので、アンダフローによる内部リセット

は発生しません。

(5)リセット

常に受け付けます。リセット解除時、CNVSS＝Hの場合、

ブートモードで起動されるので、ブートROM領域の

FFFC16、FFFD16番地に格納されたアドレスからプログラ

ムがスタートします。
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ソフトウエアコマンド

表10にソフトウエアコマンドの一覧表を示します。

CPU書き換えモード選択ビットに“1”を設定した後、

ソフトウエアコマンドをライトすることにより、 イレーズ、

プログラム等を指定します。

以下に各ソフトウエアコマンドの内容を説明します。

リードアレイコマンド(FF16)

第1バスサイクルでコマンドコード“FF16”をライトする

とリードモードになります。次のバスサイクル以降で読み出

しを行うアドレスを入力すると、指定したアドレスの内容が

データバス(D0～D7)へ読み出されます。読み出しモードは、

他のコマンドがライトされるまで保持されます。また、電源

投入後及びディープパワーダウンモードからの復帰後にも、

このモードが選択されます。

リードステータスレジスタコマンド(7016)

第1バスサイクルでコマンドコード“7016”をライトすると、

第2バスサイクルのリードでステータスレジスタの内容がデー

タバス(D0～D7)へ読み出されます。

ステータスレジスタは、次の節で説明します。

表10. ソフトウエアコマンド一覧表(CPU書き換えモード)

クリアステータスレジスタコマンド(5016)

ステータスレジスタのエラー終了を示すビット(SR1、SR4、

SR5)がセットされた後、これらをクリアするためのコマンド

です。第1バスサイクルでコマンドコード“5016”をライトし

ます。

プログラムコマンド(4016)

第1バスサイクルでコマンドコード“4016”をライトすると

プログラムモードとなります。続く第2バスサイクルでプロ

グラムするアドレスとデータをライトするとプログラム動作

(データのプログラムとベリファイ)を開始します。

プログラム終了はステータスレジスタのリードまたはRY/
______

BYステータスフラグのリードによって確認できます。プログ

ラム開始とともに自動的にステータスレジスタリードモード

となり、ステータスレジスタの内容がデータバス(D0～D7)へ

読み出されます。ステータスレジスタのビット7(SR7)はプロ

グラム開始とともに“0”となり、終了とともに“1”にもど

ります。この場合のステータスレジスタリードモードは、次

にリードコマンド(“FF”)をライトするまで継続されます。
_____

RB/BYステータスフラグはステータスレジスタのビット7と

同じく、プログラム期間中は“0”、終了後は“1”となりま

す。プログラム終了後、ステータスレジスタを読み出すこと

によりプログラムの結果を知ることができます。
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図47.　自動書き込みフローチャート 図48.　イレーズフローチャート

ブロックイレーズ(2016/D016)

第1バスサイクルでコマンドコード“2016”、続く第2バス

サイクルで確認コマンドコード“D016”とブロックアドレス

をライトすると指定したブロックに対しブロックイレーズ動

作(消去前書き込み、消去、消去ベリファイ)を開始します。

ブロックイレーズの終了は、リードステータスレジスタ又
_____

はRY/BY信号状態によって確認できます。自動一括消去開始

とともに自動的にリードステータスレジスタモードとなり、

ステータスレジスタの内容を読み出すことができます。ステー

タスレジスタのビット7(SR7)はブロックイレーズの開始とと

もに“0”となり、終了とともに“ 1”に戻ります。この場合

のリードステータスレジスタモードは、次に読み出しコマン

ド(FF16)をライトするまで継続されます。
_____

RY/BYステータスフラグは、ステータスレジスタのビット

7と同じく、イレーズ期間中は“0”、終了後は“1”となり

ます。

イレーズ全ブロック終了後、ステータスレジスタを読み出

すことにより、ブロックイレーズの結果を知ることができま

す。詳しくはステータスレジスタの節を参照してください。

イレーズ全ブロック(2016/2016)

第1バスサイクルでコマンドコード“2016”、続く第2バス

サイクルで確認コマンドコード“2016”を入力するとイレー

ズ全ブロック動作(消去前書き込み、消去、消去ベリファイ)

を開始します。

イレーズ全ブロックの終了は、ステータスレジスタのリー
_____

ドまたはRY/BYステータスフラグのリードによって確認でき

ます。イレーズ全ブロック開始とともに自動的にリードステー

タスレジスタモードとなり、ステータスレジスタの内容を読

み出すことができます。ステータスレジスタのビット7(SR7)

はイレーズ全ブロックの開始とともに“0”となり、終了と

ともに“ 1”に戻ります。この場合のリードステータスレジ

スタモードは、次にリードアレイコマンド(FF16)をライトす

るまで継続されます。
_____

RY/BYステータスフラグは、ステータスレジスタのビット

7と同じく、イレーズ期間中は“0”、終了後は“1”となり

ます。

イレーズ全ブロック終了後、ステータスレジスタを読み出

すことにより、イレーズ全ブロックの結果を知ることができ

ます。詳しくはステータスレジスタの節を参照してください。

スタート
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表11.　ステータスレジスタの各ビットの定義

イレーズステータス(SR5)

イレーズステータスはイレーズの動作状況を知らせるもの

で、イレーズエラーが発生すると“1”にセットされます。

イレーズステータスはクリアされると“0”になります。

プログラムステータス(SR4)

プログラムステータスはプログラムの動作状況を知らせる

もので、プログラムエラーが発生すると“1”にセットされ

ます。

プログラムステータスはクリアされると“0”になります。

SR5、SR4のいずれかが“1”にセットされている状態では、

プログラムコマンド、イレーズ全ブロックコマンド、ブロッ

クイレーズコマンドは受け付けられません。これらのコマン

ドを実行する前にクリアステータスコマンドを実行し、ステー

タスをクリアする必要があります。

ステータスレジスタ

ステータスレジスタは、フラッシュメモリの動作状態やイ

レーズ、プログラムの正常/エラー終了等の状態を示すレジス

タで、以下の条件のとき読み出すことができます。

(1) リードモードにおいて、リードステータスレジスタコ

マンド(7016)をライトした後、ブロックアドレスを読み出

したとき

(2) プログラム開始またはブロックイレーズのイレーズ開

始から、リードアレイコマンド(FF16) 入力までの期間

また、ステータスレジスタは次の条件でクリアされます。

(1)　クリアステータスレジスタコマンド(5016)をライトした

　　とき

(2) ディープパワーダウンモードに入ったとき

(3) 電源をオフにしたとき

表11にステータスレジスタの各ビットの定義を示します。

　リセット解除後、ステータスレジスタは、“8016”になり

ます。

シーケンサーステータス(SR7)

シーケンサーステータスはフラッシュメモリの動作状況を

示すもので、電源投入時及びディープパワーダウンモードか

らの復帰時は“1” (レディ)にセットされます。プログラム

やイレーズの動作中は“0” (ビジー)にセットされますが、

これらの動作終了とともに“1”にセットされます。

SRDの
各ビット

SR4 (bit4)

SR5 (bit5)

SR7 (bit7)

SR6 (bit6)

ステータス名
定義

SR1 (bit1)

SR2 (bit2)
SR3 (bit3)

SR0 (bit0)

“1” “0”

プログラムステータス

イレーズステータス

シーケンサステータス

リザーブ

リザーブ

リザーブ

リザーブ

レディ ビジー

エラー終了

エラー終了

正常終了

正常終了

－

－

－

－

－

－

－

－

リザーブ － －
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フルステータスチェック

フルステータスチェックを行うことにより、イレーズ、プ

ログラムの実行結果を知ることができます。

図49. フルステータスチェックフローチャート及び各エラー発生時の対処方法

図49にフルステータスチェックフローチャート及び各エラー

発生時の対処方法を示します。

リードステータスレジスタ

SR4=1
and

SR5=1
?

NO

コマンドシーケンス
エラー

YES

SR5=0?

YES

ブロックイレーズ
エラー

NO

SR4=0?

YES

プログラムエラー
NO

クリアステータスレジスタコマンド (5016) を実行し、ステータスレジスタ
をクリアしてください。コマンドが正しく入力されているか確認の上、
もう一度動作させてみてください。

万一ブロックイレーズエラーが起こった場合、そのブロックは使用する
ことはできません。

終了
(ブロックイレーズ、プログラム)

注1.　SR5、SR4のいずれかが“1”にセットされている状態では、プログラムコマンド、イレーズ全ブロック
　　　コマンド、ブロックイレーズコマンドの各コマンドは受け付けません。これらのコマンド実行前に
　　　クリアステータスレジスタコマンド (5016) を実行してください。

万一プログラムエラーが起こった場合、そのブロックは使用することは
できません。
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内蔵フラッシュメモリ書き換え禁止機能

内蔵フラッシュメモリ内容を簡単に読んだり、書き換えた

りできないように、パラレル入出力モードではROMコードプ

ロテクト、標準シリアル入出力モードでは、IDコードチェッ

ク機能を内蔵しています。

ROMコードプロテクト機能

ROMコードプロテクトは、パラレル入出力モード使用時、

ROMコードプロテクト制御番地(FFDB16番地)によって、内蔵

フラッシュメモリの内容を読み出すことや変更することを禁

止する機能です。ROMコードプロテクト制御番地(FFDB16番

地)の構成を図50に示します。(この番地は、ユーザROM領域

に存在します。)

図50.　ROMコードプロテクトのビット構成

2ビットで構成されるROMコードプロテクトビットのうち

どちらか一方又は両方に“0”を設定すると、ROMコードプ

ロテクトが設定され、内蔵フラッシュメモリの内容を読み出

すことや変更することを禁止します。ROMコードプロテクト

には2レベルがあり、レベル2を選択すると出荷検査用LSIテ

スタ等による読み出しも不可能になります。レベル1とレベ

ル2共に選択した場合、レベル2が選択されます。

ROMコードプロテクト解除ビットの2ビットに“00”を設

定すると、ROMコードプロテクトが解除となり、内蔵フラッ

シュメモリの内容を読み出すことや変更することが可能になり

ます。一度ROMコードプロテクトを設定すると、パラレル入

出力モードでは、ROMコードプロテクト解除ビットの内容を

変更できません。ROMコードプロテクト解除ビットの内容は、

シリアル入出力モード等他のモードで書き換えてください。
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IDコードチェック機能

標準シリアル入出力モードで使用します。フラッシュメモ

リの内容がブランクではない場合、シリアルライタから送ら

れてくるIDコードとフラッシュメモリに書かれているIDコー

ドが一致するか判定します。コードが一致しなければ、シリ

図51.　IDコードの格納アドレス

アルライタから送られてくるコマンドは受け付けません。ID

コードは各8ビットのデータで、その領域は、FFD416～FFDA16

番地に割り付けられています。プログラム中のこれらの番地

にあらかじめIDコードを設定したプログラムを、フラッシュ

メモリに書き込んでください。
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ROMコードプロテクト
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パラレル入出力モード

図53に示す結線を行い、VCC 電源(5.0V)を投入するとパラ

レル入出力モードになります。

アドレス

図52に示すとおり、ユーザROM領域はブロックに分けられ

ています。ブロック内の最大アドレスがブロックアドレスです。

図52.　内蔵フラッシュメモリのブロック図
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表12. 端子の機能説明(フラッシュメモリパラレル入出力モード)
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.
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図53. パラレル入出力モード時の端子結線図
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ユーザROM領域とブートROM領域

パラレル入出力モードでは、図52に示すユーザROM領域及

びブートROM領域の書き換えを行うことができます。この2

つの領域の選択は、BSEL端子で行います。BSEL入力を“L”

とするとユーザ ROM領域が選択され、BSEL入力を“H”と

するとブートROM領域が選択されます。フラッシュメモリの

操作方法は両領域とも同じです。

プログラム、ブロックイレーズはユーザROM領域のみを対

象としてください。ユーザROM領域とブロックを図52に示し

ます。ユーザROM領域は32Kバイトで、パラレル入出力モー

ドでは、800016～FFFF16番地に配置されています。

ブートROM領域は4Kバイトで、パラレル入出力モードでは、

F00016～FFFF16 番地に配置されています。プログラム、ブロッ

クイレーズは必ずこの範囲内に対してのみ行ってください(こ

の範囲外へのアクセスは禁止)。

ブートROM領域のイレーズブロックは4Kバイト単位の1ブ

ロックのみです。ブートROM領域は、当社からの出荷時に標

表13. 制御信号とバス動作モードの対応

準シリアル入出力モードの制御ソフトウエアが書き込まれま

す。したがって、標準シリアル入出力モードで使用される場

合には、ブートROM領域の書き換えを行わないでください。

機能概要(パラレル入出力モード)

パラレル入出力モードでは、表14に示すとおり、入力端子
_____ _____ _______ _____

CE、OE、WE、RPの状態でリード、出力ディスエーブル、ス

タンドバイ、ライト、ディープパワーダウンの各バス動作モー

ドを選択します。

イレーズ、プログラム等の操作内容は、ソフトウエアコマ

ンドをライトすることで選択します。また、メモリ内のデー

タ、ステータスレジスタ等はソフトウエアコマンド入力後の

リードで読み出すことができます。

プログラム、イレーズ動作の制御は、ソフトウエアコマン

ドを使用します。

以下、バス動作モード、ソフトウエアコマンド、ステータ

スレジスタ等について説明します。
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バス動作モード

リードモード
_____ _______ _____ _____

CE端子が“L”、WE端子、RP端子が“H”のとき、OE端

子を“L”とするとリードモードになります。リードモード

には、読み出し、ステータスレジスタの2種類があり、これ

らはソフトウエアコマンド入力によって選択します。リード

モードでは、これらのソフトウエアコマンドに対応したデー

タがデータ入出力端子D0～D7から出力されます。電源投入時

やディープパワーダウンモード解除後は、読み出しが自動的

に選択されます。

出力ディスエーブル
_____ _______ _____ _____

CE端子を“L”、WE端子、OE端子、RP端子を“H”とす

ると出力ディスエーブル状態になり、データ入出力端子はハ

イインピーダンス状態になります。

スタンドバイ
_____ _____

RP端子が“H”のとき、CE端子を“H”とするとスタンド

バイ状態になります。また、データ入出力端子はハイインピー

ダンス状態になります。ただし、イレーズ、プログラム動作
_____

中にCE端子を“H”にしても内部制御回路は停止せず、動作

完了までの期間は通常の消費電力を要します。

ライト
_____ _____ _____ _______

CE端子が“L”、OE端子、RP端子が“H”のときWE端子

を“L”にするとライトモードになり、データ入出力端子か

らソフトウエアコマンド又はライトデータの入力が可能にな

ります。この入力するソフトウエアコマンドの内容により、

自動書き込み、自動一括消去、自動ブロック消去の操作が可

能となります。アドレス及びソフトウエアコマンド等の入力
_______ _____

データはWEとCEのどちらか早い方の立ち上がりエッジで取

り込まれます。

ディープパワーダウン
_____

RP端子を“L”とするとディープパワーダウンモードにな

ります。また、データ入出力端子はハイインピーダンス状態

になります。ディープパワーダウンモードから解除されたと

きには、読み出しが選択され、ステータスレジスタ内容は
_____

“8016”になります。イレーズ、プログラム動作中はRP端子

を“L”にするとそれらの動作は取り消され、そのブロック

のデータは無効になります。
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ソフトウエアコマンド

表14にソフトウエアコマンドの一覧表を示します。ライト

モードでデータ入出力端子(D0～D7)からソフトウエアコマン

ドを入力することにより、 イレーズ、プログラム等の操作内

容を指定します。

以下に各ソフトウエアコマンドの内容を説明します。

リードアレイコマンド(FF16)

第1バスサイクルでコマンドコード“FF16”をライトすると

リードアレイモードになります。次のバスサイクル以降で読

み出しを行うアドレスを入力すると、指定したアドレスの内

容がデータ入出力端子(D0～D7)から出力されます。

リードアレイモードは、他のコマンドがライトされるまで

保持されます。また、電源投入後及びディープパワーダウン

モードからの復帰後にも、リードアレイモードが選択されて

います。

リードステータスレジスタコマンド(7016)

第1バスサイクルでコマンドコード“7016”をライトすると、

第2バスサイクルのリードでステータスレジスタの内容がデー

タ入出力端子から出力されます。ステータスレジスタの内容
_____ _____

は、OE又はCEのどちらかの立ち下がりエッジで更新される
_____ _____

ので、リードステータスを行う場合には毎回OE又はCE信号

を入力してください。ステータスレジスタは、次の節で説明

します。

クリアステータスレジスタコマンド(5016)

ステータスレジスタのエラー終了を示すビット(SR4、SR5)

がセットされた後、これらをクリアするためのコマンドです。

第1バスサイクルでコマンドコード“5016”をライトします。

プログラムコマンド(4016)

第1バスサイクルでコマンドコード“4016”をライトすると

プログラムモードとなります。続く第2バスサイクルでプロ

グラムするアドレスとデータをライトするとプログラム動作

(データのプログラムとベリファイ)を開始します。
_____

プログラム終了はステータスレジスタのリード又はRY/BY

信号状態によって確認できます。プログラム開始とともに自

動的にリードステータスレジスタモードとなり、ステータス

レジスタの内容をデータ入出力端子(D0～D7)から読み出すこ

とができます。ステータスレジスタのビット7(SR7)はプログ

ラムの開始とともに“0”となり、終了とともに“1”に戻り

ます。この場合のリードステータスレジスタモードは、次に

読み出しコマンド(“FF”)をライトするまで継続されます。
_____

RB/BY端子はステータスレジスタのビット7と同じく、プロ

グラム期間中は“L”、終了後は“H”となります。プログラ

ム終了後、ステータスレジスタを読み出すことにより自動書

き込みの結果を知ることができます。
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イレーズ全ブロック(2016/2016)

第1バスサイクルでコマンドコード“2016”、続く第2バス

サイクルで確認コマンドコード“2016”を入力するとイレー

ズ全ブロック動作(消去前書き込み、消去、消去ベリファイ)

を開始します。

イレーズ全ブロックの終了は、ステータスレジスタのリー
_____

ド又はRY/BY信号状態によって確認できます。イレーズブロッ

クの開始とともに自動的にリードステータスレジスタモード

となり、ステータスレジスタの内容をデータ入出力端子(D0

～D7)から読み出すことができます。ステータスレジスタの

ビット7(SR7)は自動一括消去の開始とともに“0”となり、終

了とともに“ 1”に戻ります。この場合のリードステータス

レジスタモードは、次にリードアレイコマンド(FF16)をライ

トするまで継続されます。
_____

RY/BY端子は、ステータスレジスタのビット7と同じく、

自動一括消去期間中は“0”、終了後は“1”となります。

自動一括消去終了後、ステータスレジスタを読み出すこと

により、自動一括消去の結果を知ることができます。詳しく

はステータスレジスタの節を参照してください。

図54.　自動書き込みフローチャート

ブロックイレーズ(2016/D016)

第1バスサイクルでコマンドコード“2016”、続く第2バス

サイクルで確認コマンドコード“D016”とブロックアドレス

をライトすると指定したブロックに対しブロックイレーズ動

作(消去前書き込み、消去、消去ベリファイ)を開始します。

ブロックイレーズの終了は、ステータスレジスタのリード

又はRY/BYB信号状態によって確認できます。ブロックイレー

ズ開始とともに自動的にリードステータスレジスタモードと

なり、ステータスレジスタの内容をデータ入出力端子(D0～

D7)から読み出すことができます。ステータスレジスタのビッ

ト7(SR7)はブロックイレーズの開始とともに“0”となり、終

了とともに“ 1”に戻ります。この場合のリードステータス

レジスタモードは、次にリードアレイコマンド(FF16)をライ

トするまで継続されます。
_____

RY/BY端子は、ステータスレジスタのビット7と同じく、

自動消去期間中は“0”、終了後は“1”となります。

ブロックイレーズ終了後、ステータスレジスタを読み出す

ことにより、ブロックイレーズの結果を知ることができます。

詳しくはステータスレジスタの節を参照してください。

図55. イレーズフローチャート
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表15. ステータスレジスタ

ステータスレジスタ

ステータスレジスタは、イレーズ、プログラムの正常／エ

ラー終了等の状態を示すレジスタで、以下の条件のとき読み

出すことができます。

(1) リードモードにおいて、リードステータスレジスタコ

マンド(7016)をライトした後、ブロックアドレスを読み

出したとき

(2)　プログラム開始又はブロックイレーズの自動消去開

始から、リードアレイコマンド(FF16)入力までの期間

また、ステータスレジスタは次の条件でクリアされます。

(1)　クリアステータスレジスタコマンド(5016)をライトし

たとき

(2)　ディープパワーダウンモードに入ったとき

(3)　電源をオフにしたとき

表15にステータスレジスタの各ビットの定義を示します。

ステータスレジスタは、電源投入時、又はディープパワー

ダウンモードからの復帰時には“8016”を出力します。

シーケンサステータス(SR7)

シーケンサステータスは、フラッシュメモリの動作状況を

示すもので、電源投入後は“1”(レディ)にセットされます。

プログラムやイレーズの動作中は“0”(ビジー)にセットされ、

動作終了とともに“1”にセットされます。

イレーズステータスイレーズステータスイレーズステータスイレーズステータスイレーズステータス(SR5)(SR5)(SR5)(SR5)(SR5)

イレーズステータスは、イレーズの動作状況を知らせるも

ので、イレーズエラーが発生すると“1”にセットされます。

イレーズステータスは、クリアされると“0”になります。

プログラムテータス(SR4)

プログラムステータスは、プログラムの動作状況を知らせ

るもので、プログラムエラーが発生すると“1”にセットさ

れます。プログラムステータスは、クリアされると“0”に

なります。

フルステータスチェック

フルステータスチェックを行うことによりイレーズ、プロ

グラムの実行結果を知ることができます。図56にフルステー

タスチェックのフローチャート及び各エラー発生時の対処方

法を示します。

_____

レディ／ビジー(RY/BY)端子
_____

RY/BY端子はステータスレジスタのシーケンサステータス

(SR7)と同じくフラッシュメモリの動作状況を知らせるための

出力端子(Nチャネルオープンドレイン出力)です。プログラム

やイレーズの動作中は“L”(ビジー)となり、これらの動作終

了とともにハイインピーダンス状態(レディ)となります。RY/
_____

BY端子は、外部でのプルアップが必要です。
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図56. フルステータスチェックフローチャート及び各エラー発生時の対処法

リードステータスレジスタ

SR4=1
and

SR5=1
?

NO

コマンドシーケンス
エラー

YES

SR5=0?

YES

ブロックイレーズ
エラー

NO

SR4=0?

YES

プログラムエラー
NO

クリアステータスレジスタコマンド (5016) を実行し、ステータスレジスタ
をクリアしてください。コマンドが正しく入力されているか確認の上、
もう一度動作させてみてください。

万一ブロックイレーズエラーが起こった場合、そのブロックは使用する
ことはできません。

終了
(ブロックイレーズ、プログラム)

注1.　SR5、SR4のいずれかが“1”にセットされている状態では、プログラムコマンド、イレーズ
 全ブロックコマンド、ブロックイレーズコマンドの各コマンドは受け付けません。これらのコマンド
 実行前にクリアステータスレジスタコマンド (5016) を実行してください。

万一プログラムエラーが起こった場合、そのブロックは使用することは
できません。
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標準シリアル入出力モード

標準シリアル入出力モードは、内蔵フラッシュメモリに対

する操作(リード、プログラム、イレーズなど)に必要なソフ

トウエアコマンド、アドレス、データをシリアルに入出力す

るモードで、専用のシリアルライタを使用します。

標準シリアル入出力モードは、パラレル入出力モードと異

なり、CPUがフラッシュメモリの書き替え(CPU書き換えモー

ド使用)と書き換えデータのシリアル入力等の制御を行います。

標準シリアル入出力モードは、P26(SCLK1)端子、P41(INT0)端

子を“H”、CNVSS端子を“H”(Vcc=4.5～5.5V時はVccに接

続、Vcc=2.7～4.5V時はVPP端子として外部からVPP=4.5～5.5V

を供給)に接続して、リセットを解除することで起動します。

(通常のマイコンモードでは、CNVSSは“L”に設定してくだ

さい。)　

この制御プログラムは当社からの出荷時にブートROM領域

に書き込まれています。したがって、パラレル入出力モード

でブートROM領域を書き換えた場合には、標準シリアル入出

力モードは使用できなくなりますので注意してください。図

57に標準シリアル入出力モード時の端子結線図を示します。

シリアルデータの入出力は、シリアルI/O1の端子SCLK1、RXD、

TXD、SRDY1の4本を使って行います。

SCLK1端子は転送クロックの入力端子で、外部から転送ク

ロックを転送します。TXD端子は CMOS出力です。SRDY1

(BUSY)端子は、受信準備が完了すれば“L”となり、受信動

作を開始すれば“H”を出力します。送受信データは8ビット

単位でシリアル転送します。

標準シリアル入出力モードでは、図52に示すユーザROM領

域のみ書き換えが可能で、ブートROM領域は書き換えできま

せん。

標準シリアル入出力モードでは、7バイトのIDコードを使

用します。フラッシュメモリの内容がブランクでない場合、

IDコードの内容が一致しなければシリアルライタから送られ

てくるコマンドを受け付けません。

機能概要(標準シリアル入出力モード)

標準シリアル入出力モードでは、4線式クロック同期形のシ

リアルI/O(シリアルI/O1)を用いて外部装置(シリアルライタ等)

との間でソフトウエアコマンド、アドレス、データ等の入出

力を行います。受信時には、ソフトウエアコマンド、アドレ

ス及びプログラムデータは、SCLK1端子に入力する転送クロッ

ク立ち上がりに同期して、RXD端子から内部に取り込みます。

送信時には、リードデータ及びステータスは、転送クロック

の立ち下がりに同期して、TXD端子から外部に出力します。

TXD端子は、CMOS出力です。転送は8ビット単位、LSB

ファーストで行います。

送信、受信中及びイレーズ、プログラム実行中等のビジー

期間中には、SRDY1(BUSY)端子が“H”となります。したがっ

て、次の転送は、必ずSRDY1(BUSY)端子が“L”となった後に

開始してください。

また、メモリ内のデータ、ステータスレジスタ等はソフト

ウエアコマンド入力後のリードで読み出すことができます。

フラッシュメモリの動作状態、プログラムやイレーズの正常

／エラー終了等の状態はステータスレジスタを読み出すこと

でチェックできます。以下、ソフトウエアコマンド、ステー

タスレジスタ等について説明します。



1-61

1
ハードウエア

3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

機能ブロック動作説明

表16. 端子の機能説明(フラッシュメモリ標準シリアル入出力モード)

端子名 名　　称 入出力 機　能

VCC,VSS 電源入力 VCC端子にはプログラム/イレーズの保証電圧を、VSSには0Vを印加してください。

CNVSS CNVSS VCC=4.5～5.5V時はVCCに接続してください。VCC=2.7～4.5V時はVPPに接続してください。入力

RESET リセット入力 リセット入力端子です。リセットが“L”の間、XIN端子には20サイクル以上のクロックが必要です。入力

XIN クロック入力
XIN端子とXOUT端子の間にはセラミック共振子、または水晶発振子を接続してください。外部で
生成したクロックを入力するときは、XINから入力しXOUTは開放してください。

入力

XOUT クロック出力 出力

AVSS アナログ電源入力

VREF 基準電圧入力 入力

VSSに接続してください。

ADの基準電圧を入力してください。

P00～P07 入力ポートP0 “H”を入力、“L”を入力、又は開放してください。入力

P10～P17 入力ポートP1 “H”を入力、“L”を入力、又は開放してください。入力

P20～P23 入力ポートP2 “H”を入力、“L”を入力、又は開放してください。入力

P40, P42～P44 入力ポートP4 “H”を入力、“L”を入力、又は開放してください。入力

SCLK1入力

シリアルデータの入力端子です。入力RxD入力

シリアルクロックの入力端子です。入力

TxD出力 シリアルデータの出力端子です。出力

P24

P25

P26

P27 BUSY出力 出力 BUSY信号の出力端子です。

P41 入力ポートP4 RESET解除時のみ“H”を入力してください。入力

P30～P34 入力ポートP3 “H”を入力、“L”を入力、又は開放してください。入力
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図57.　シリアル入出力モード時の端子結線図
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＊1.　発振回路を接続
＊2.　Vcc=4.5～5.5V時はVccに接続、
　　　Vcc=2.7～4.5V時はVPP(=4.5～5.5V)に接続。
＊3.　RESET解除時のみVccの印加が必要です。

モード設定方法

信号線名 値

CNVSS 4.5～5.5V

P41 VCC　＊3

VSS→VCCRESET
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ソフトウエアコマンド

表17にソフトウエアコマンドの一覧表を示します。標準シ

リアル入出力モードでは、RXD端子からソフトウエアコマン

ドを転送することにより、イレーズ、プログラム、リード等

の制御を行います。標準シリアル入出力モードのソフトウエ

表17. ソフトウエアコマンド一覧表(標準シリアル入出力モード)

アコマンドは、基本的にはパラレル入出力モードのものと同

じですが、ブロックイレーズ機能を削除し、IDチェック機能、

ダウンロード機能、バージョン情報出力機能の3コマンドを

追加しています。

1

2

3

4

5

6

7

8

制御コマンド名

ページリード

ページプログラム

　　　

イレーズ全ブロック

リードステータスレジスタ

クリアステータスレジスタ

IDチェック機能

ダウンロード機能

バージョン情報出力機能

～

～259バイト目

データ出力

～259バイト目

データ入力

～ID7

～9バイト目

バージョン

データ出力

ID未照合

受付不可

受付不可

受付不可

受付可

受付不可

受付可

受付不可

受付可

1バイト目
の転送

FF16

4116

A716

7016

5016

F516

FA16

FB16

3バイト目

アドレス

(上位)

アドレス

(上位)

SRD1出力

アドレス

(中位)

サイズ

(上位)

バージョン

データ出力

4バイト目

データ出力

データ入力

アドレス

(上位)

チェック

サム

バージョン

データ出力

5バイト目

データ出力

データ入力

IDサイズ

データ入力

バージョン

データ出力

6バイト目

データ出力

データ入力

ID1

～必要回数

バージョン

データ出力

注1. 網掛けは、フラッシュメモリ内蔵マイコン→シリアルライタへの転送です。

それ以外は、シリアルライタ→フラッシュメモリ内蔵マイコンへの転送です。

　2. SRDはステータスレジスタデータ、SRD1はステータスレジスタ1データです。

　3. ブランク品に対しては全コマンドの受付可能です。

　4. アドレス上位(A16～A23)は常に“0016”です。

2バイト目

アドレス

(中位)

アドレス

(中位)

D016

SRD出力

アドレス

(下位)

サイズ

(下位)

バージョン

データ出力
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以下に各ソフトウエアコマンドの内容を説明します。

ページリードコマンド

フラッシュメモリの指定したページ(256バイト)を1バイト

ずつ順番に読み出します。以下の手順でリードアレイコマン

ドを実行してください。

(1) 1バイト目の転送でコマンドコード“FF16”を転送しま

　   す。

図58. ページリードコマンド時のタイミング

リードステータスレジスタコマンド

ステータス情報を読み出します。1バイト目の転送でコマ

ンドコード“7016”を転送すると、2バイト目の転送でステー

タスレジスタ(SRD）、3バイト目の転送でステータスレジス

タ(SRD1)の内容を出力します。

(2) 2バイト、3バイト目の転送でアドレスA8～A15、アド

　レスA16～A23(“0016”)を転送します。

(3) 4バイト目以降に、クロックの立ち下がりに同期して

アドレスA8～A15、アドレスA16～A23で指定したページ

(256 バイト)のデータ(D0～D7)を最小のアドレスから順番

に出力します。

図59. リードステータスレジスタコマンド時のタイミング
図60. クリアステータスレジスタ時のタイミング

クリアステータスレジスタコマンド

ステータスレジスタのエラー終了を示すビット(SR4,5)がセッ

トされた後、これらをクリアするためのコマンドです。1バ

イト目の転送でコマンドコード“5016”を転送すると、上記

のビットをクリアします。クリアステータスレジスタが終了

すると、SRDY1(BUSY)信号は“H”から“L”に変化します。

FF16 A8～A15 A16～A23

data0 data255

SCLK1

RxD

TxD

SRDY1(BUSY)

7016

SRD出力 SRD1出力

SCLK1

RxD

TxD

SRDY1(BUSY)

5016

SCLK1

RxD

TxD

SRDY1(BUSY)
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ページプログラムコマンド

フラッシュメモリの指定したページ(256バイト)を1バイト

ずつ順番に書き込みます。以下の手順でページプログラムコ

マンドを実行してください。

(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“4116”を転送します。

(2)　2バイト目、3バイト目の転送でアドレスA8～A15、ア

ドレスA16～A23(“0016”)を転送します。

(3)　4バイト目以降、ライトデータ(D0～D7)を指定したペー

ジの最小のアドレスから順番に256バイト入力しすると、

自動的に指定したページに対し書き込み動作を開始します。

次の256バイトの受信準備が完了すればSRDY1(BUSY)信号が

“H”から“L”に変化します。ステータスレジスタを読み出

すことにより、プログラムの結果を知ることができます。詳

しくはステータスレジスタの節を参照してください。

図61. ページプログラムコマンド時のタイミング

イレーズ全ブロックコマンド

全ブロックの内容を消去するコマンドです。以下の手順で

イレーズ全ブロックコマンドを実行してください。

(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“A716”を転送し

ます。

(2)　2バイト目の転送で確認コマンド“D016”を転送する

と、全ブロックに対し、連続的にブロックイレーズ動作

を開始します。

イレーズ全ブロックが終了するとSRDY1(BUSY)信号が“H”

から“L”に変化します。イレーズの結果も、ステータスレ

ジスタの読み出しにより知ることができます。

図62.　イレーズ全ブロックコマンド時のタイミング

4116 A8～A15 A16～A23 data0 data255

SCLK1

RxD

TxD

SRDY1(BUSY)

…… D016A716

SCLK1

RxD

TxD

SRDY1(BUSY)
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ダウンロード機能

RAMに実行プログラムをダウンロードするコマンドです。

以下の手順でダウンロードを実行してください。

(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“FA16”を転送し

ます。

(2)　2バイト目、3バイト目の転送で、プログラムのサイズ

を転送します。

(3)　4バイト目の転送でチェックサムを転送します。

チェックサムは、5バイト目以降に転送するデータをすべ

て加算したものです。

(4)　5バイト目以降実行プログラムを転送します。

全データの転送が完了し、チェックサムが一致すれば転

送プログラムを実行します。転送プログラム容量は、内

蔵するRAMによって違います。

図63. ダウンロード機能のタイミング

バージョン情報出力機能

ブートROM領域に格納している制御プログラムのバージョ

ン情報を出力します。以下の手順でバージョン情報出力機能

を実行してください。

(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“FB16”を転送し

ます。

(2)　2バイト目以降バージョン情報を出力します。バージョ

ン情報はASCIIコード8文字で構成されています。

FA16
プログラム
データ

プログラム
データ

データサイズ
(上位)

データサイズ
(下位) チェックサム

SCLK1

RxD

TxD

SRDY1(BUSY)

図64. バージョン情報出力機能のタイミング

FB16

'X''V' 'E' 'R'

SCLK1

RxD

TxD

SRDY1(BUSY)
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IDチェック機能

IDコードを判断するコマンドです。以下の手順でIDチェッ

クを実行してください。

(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“F516”を転送し

ます。

(2)　2バイト目、3バイト目、4バイト目の転送で、それぞ

れIDコードの1バイト目のアドレスA0～A7、A8～A15、A16

～A23(“0016”)を転送してください。

(3)　5バイト目にIDコードのデータ数を転送してください。

(4)　6バイト目以降IDコードをIDコードの1バイト目から転

送してください。

図66. IDコードの格納アドレス

IDコード

フラッシュメモリの内容がブランクではない場合、シリア

ルライタから送られてくるIDコードとフラッシュメモリに書

かれているIDコードが一致するか判定します。コードが一致

しなければ、シリアルライタから送られてくるコマンドは受

け付けません。IDコードは各8ビットのデータで、その領域

はFFD416～FFDA16番地に割り付けられています。プログラ

ム中のこれらの番地にあらかじめIDコードを設定したプログ

ラムをフラッシュメモリに書き込んでください。

図65. IDチェック機能のタイミング

F516 IDサイズ ID1 ID7D416 FF16 0016

SCLK1

RxD

TxD

SRDY1(BUSY)

ID7

ID6

ID5

ID4

ID3

ID2

ID1

アドレス

ROMコードプロテクト

割り込みベクタ領域

FFD516

FFD416

FFD616

FFD716

FFD816

FFD916

FFDA16

FFDB16
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ステータスレジスタ(SRD)

ステータスレジスタは、フラッシュメモリの動作状態やイ

レーズ、プログラムの正常／エラー終了等の状態を示すレジ

スタで、リードステータスレジスタコマンド(7016)をライト

したとき読み出すことができます。また、ステータスレジス

タはクリアステータスレジスタコマンド(5016)をライトした

ときクリアされます。

ステータスレジスタを表18に各ビットの定義を以下に示す

ます。

リセット解除後、ステータスレジスタは、“8016”を出力

します。
シーケンサーステータス(SR7)

シーケンサーステータスはフラシュメモリの動作状況を示す

もので、電源投入時およびディープパワーダウンモードから

の復帰時は“1” (レディ)にセットされます。プログラムや

イレーズの動作中は“0” (ビジー)にセットされますが、こ

れらの動作終了とともに“1”にセットされます。

イレーズステータス(SR5)

イレーズステータスはイレーズの動作状況を知らせるもの

で、消去エラーが発生すると“1”にセットされます。

イレーズステータスはクリアされると“0”になります。

プログラムステータス(SR4)

プログラムステータスはプログラムの動作状況を知らせる

もので、書き込みエラーが発生すると“1”にセットされます。

プログラムステータスはクリアされると“0”になります。

表18. ステータスレジスタ(SRD)

SRDの

各ビット

SR7 (bits7)

SR6 (bits6)

SR5 (bits5)

SR4 (bits4)

SR3 (bits3)

SR2 (bits2)

SR1 (bits1)

SR0 (bits0)

シーケンサステータス

リザーブ

イレーズステータス

プログラムステータス

リザーブ

リザーブ

リザーブ

リザーブ

ステータス名
“1”

レディ

－

エラー終了

エラー終了

－

－

－

－

“0”

ビジー

－

正常終了

正常終了

－

－

－

－

定    義
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表19. ステータスレジスタ1(SRD1)

ステータスレジスタ1(SRD1)

ステータスレジスタ1は、シリアル通信の状態、IDコード

比較の結果、チェックサム比較の結果等を示すレジスタで、

リードステータスレジスタコマンド(7016)をライトしたとき

SRDに続いて読み出すことができます。また、ステータスレ

ジスタ1はクリアステータスレジスタコマンド(5016)をライト

したときクリアされます。

ステータスレジスタ1を表19に、各ビットの定義を以下に

示します。

電源投入時“0016”になります。フラグの状態はリセット

しても保持されます。

ブート更新済みビット(SR15)

ダウンロード機能を使用して制御プログラムをRAMにダウ

ンロードしたかどうか示すフラグです。

チェックサム一致ビット(SR12)

ダウンロード機能を使用して実行プログラムをダウンロード

したとき、チェックサムが一致したかどうか示すフラグです。

ID照合済みビット(SR11　SR10)

ID照合の結果を示すフラグです。ID照合しなければ、受け

付けないコマンドがあります。

データ受信タイムアウト(SR9)

データ受信中のタイムアウトエラーの発生を示すフラグで

す。データ受信中にこのフラグが立つと、受信したデータを

破棄し、コマンド待ちに戻ります。
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図67. フルステータスチェックフローチャート及び各エラー発生時の対処法

フルステータスチェック

フルステータスチェックを行うことにより、イレーズ、プ

ログラムの実行結果を知ることができます。図67にフルステー

タスチェックフロチャート及び各エラー発生時の対処方法を

示します。

図68.　標準シリアル入出力モード時の応用回路例

標準シリアル入出力モード時の応用回路(例)

標準シリアル入出力モードを使用する場合の応用回路を示

します。ライタによって制御するピン等が違いますので、詳

細はライタのマニュアルを参考にしてください。

ステータスレジスタリード

SR4=1
and

SR5=1
?

NO

コマンドシーケンス
エラー

YES

SR5=0?

YES

イレーズ
エラー

NO

SR4=0?

YES

プログラム
エラー

NO

終了
(イレーズ、プログラム)

クリアステータスレジスタコマンド (5016) を実行し、ステータ
スレジスタをクリアしてください。コマンドが正しく入力され
ているか確認の上、もう一度動作させてみてください。

万一イレーズエラーが起こった場合、そのブロックは使用する
ことはできません。

注1.　SR5、SR4のいずれかが“1”にセットされている状態では、プログラム、イレーズ、イレーズ全
 ブロックの各コマンドは受け付けません。これらのコマンド実行前にクリアステータスレジスタ
 コマンド (5016) を実行してください。

万一イレーズエラーが起こった場合、そのブロックは使用する
ことはできません。

SRDY1(BUSY)

SCLK1

RXD

TXD

CNVss

クロック入力

BUSY出力

データ入力

データ出力

M38507F8

注１．ライタによって制御する端子、外付け回路が違います。詳しくは、ライタのマニュアルを
参照してください。

　２．この例では、VPP電源をライタより供給しています。ユーザ電源を使用する場合は、4.5
～5.5Vに接続してください。

　３．SCLK端子にはRESET解除時、Vccを印加してください。

VPP電源入力

P41
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�記号

VCC

VI

VI

VI

VI

VO

VO

Pd

Topr

Tstg

フラッシュメモリモード電気的特性

絶対最大規格

表20．絶対最大定格

項　　　　目

電源電圧

入力電圧

P00～P07, P10～P17, P20, P21, P24～P27

P30～P34, P40～P44, VREF

入力電圧 P22, P23

入力電圧 RESET, XIN

入力電圧 CNVSS

出力電圧

P00～P07, P10～P17, P20, P21, P24～P27

P30～P34, P40～P44, XOUT

出力電圧 P22, P23

消費電力

動作周囲温度

保存温度

条　　件 定　格　値

－0.3～6.5

 －0.3～VCC＋0.3

 －0.3～5.8

－0.3～VCC＋0.3

－0.3～VCC＋0.3

－0.3～VCC＋0.3

－0.3～5.8

1000(注)

25±5

－40～125

単位

V

V

V

V

V

V

V

mW

℃

℃

VSS端子を基準にし
て測定する。

出力トランジスタは
遮断状態。

Ta＝25℃

表21．直流電気的特性(指定のない場合は、Ta= 25℃、Vcc=4.5～5.5V)

IPP1
IPP2
IPP3
VIL
VIH
VPP

�
VPP電源電流（リード時）
VPP電源電流（プログラム時）
VPP電源電流（イレーズ時）
“L”入力電圧（注1）
“H”入力電圧（注1）
VPP電源電圧

VPP =VCC
VPP =VCC
VPP =VCC

VCC = 2.7～5.5Vで
マイコンモードを
動作させるとき
VCC = 2.7～3.6Vで
マイコンモードを
動作させるとき

標 準 最 大
100
60
30
0.8
VCC
5.5

μA
mA
mA
V
V
V

記  号 項  目  条 件
規  格  値

最 小

0
2.0
4.5

単  位

注1．パラレル入出力モードの入力端子。

V

V

5.5

3.6

4.5

3.0

VCC Vcc電源電圧

注．42P2R-A/Eパッケージの場合は、300mWです。
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交流電気的特性(指定のない場合は、Ta=25℃、Vcc=4.5～5.5V)

表22. リードオンリーモード

表23.
______

リード／ライトモード(WEコントロール)
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機能ブロック動作説明

交流電気的特性(指定のない場合は、Ta=25℃、Vcc=4.5～5.5V)

表24.
_____

リード／ライトモード(CEコントロール)

表25. 消去及びプログラム動作

表26. Vccパワーアップ／ダウンタイミング

注．電源の投入／切断時にコントロール端子にノイズパルスが印加されると、誤消去／誤書き込みを起す恐れがあります。
電源の投入／切断時にはメモリデータの破壊を防止するため、ライトサイクルに入らないようにすることが必要です。
電源の投入時、VccがVcc min.に達してからリード又はライトの動作を開始するまでには、最小10μsの待ち時間が必
要です。電源の投入／切断時、RP端子をVIL に保つことにより、メモリデータは保護されます。電源の投入時には、
RP端子はVccがVcc min.に達してから最小10μsの間VILに保持されなければなりません。電源の切断時には、RP端子
はVccがGNDレベルに達するまでVIL に保持されなければなりません。
RP端子にはラッチモードはありませんので、リード、消去及びプログラムの動作中はRP端子はVIH以上に保持する必
要があります。
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図69. Vccパワーアップ／ダウンタイミング

5.0V

GND
VCC

VIH

VIL

RP

リード/ライト禁止

tVCS

VIH

VIL

CE

VIH

VIL
WE

tPS tPS

リード/ライト禁止 リード/ライト禁止



1-75

1
ハードウエア

3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

機能ブロック動作説明

図70. リード動作用AC波形

図71. リード動作用測定条件
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図72.
_____

プログラム動作用AC波形　(WEコントロール)

図73.
_____

プログラム動作用AC波形　(CEコントロール)
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図74.
_____

イレーズ動作用AC波形　(WEコントロール)

図75.
_____

イレーズ動作用AC波形　(CEコントロール)
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プププププロロロロログググググラララララミミミミミンンンンングググググ上上上上上ののののの注注注注注意意意意意事事事事事項項項項項

プロセッサステータスレジスタに関するもの

プロセッサステータスレジスタ(PS)は割り込み禁止フラグIが

“1”であることを除いて、リセット直後は不定です。このため、プログ

ラムの実行に影響を与えるフラグの初期化が必要です。

特に、演算そのものに影響を与えるTフラグ、Dフラグについて

は初期化が必須となります。

割り込みに関するもの

割り込み要求ビットの内容をプログラムで変更した直後に、

BBC、BBS命令を実行しても、変更前の内容に対して実行される

ので、変更後の内容に対して実行するためには、1命令以上後に

行ってください。

10進演算に関するもの

・10進演算を行う場合は、10進モードフラグDを“1”に設定して、

ADC命令又はSBC命令を実行しますが、その場合、SEC命

令、CLC命令又はCLD命令は、ADC命令又はSBC命令から1

命令以上後に行ってください。

・10進モードでは、N（ネガティブ）、V（オーバフロー）、Z（ゼロ）フ

ラグが無効となります。

タイマに関するもの

タイマラッチに値n（0～255）を書き込んだ場合の分周比は、1/

（n＋1）です。

乗除算命令に関するもの

・MUL、DIV命令は、T、Dフラグの影響を受けません。

・乗除算命令の実行ではプロセッサステータスレジスタの内容

は変化しません。

ポートに関するもの

ポート方向レジスタの値は読み出すことができません。すなわ

ち、LDA命令をはじめ、Tフラグが“1”の場合のメモリ演算命令、方

向レジスタの値を修飾値とするアドレッシングモード、BBC、BBS

などのビットテスト命令は使用できません。また、CLB、SEBなどの

ビット操作命令、RORなどの演算を始めとする方向レジスタのリー

ド・モディファイ・ライト命令も使用できません。方向レジスタの設

定はLDM命令、STA命令などを使用してください。

シリアルI/Oに関するもの

シリアルI/O1(クロック同期形モード)において、外部クロックを

用いて受信側がSRDY1出力を行う場合、受信許可ビット及び

SRDY1出力許可ビットとともに、送信許可ビットも“1”に設定してく

ださい。

また、シリアルI/O1では、送信終了後、TXD端子が最終ビットを

ラッチし出力し続けます。

シリアルI/O2では、送信終了後、SOUT2端子はハイインピーダン

プログラミング上の注意事項/使用上の注意事項

スとなります。

シリアルI/O1（クロック同期形モード）及びシリアルI/O2におい

て、同期クロックとし外部クロックを選択した場合、転送クロックの

入力レベルが“H”のときに、それぞれ送信バッファレジスタ、シリア

ルI/O2レジスタへ送信データを書き込んでください。

A-D変換に関するもの

比較器は容量結合で構成されており、クロック周波数が

低いと電荷が失われます。そのため、中速/高速モード時の

A-D変換中はf(XIN)500kHz以上にしてください。

また、A-D変換中はSTP命令を実行しないでください。

命令の実行時間に関するもの

命令の実行時間は機械語命令一覧表に記載されているサイク

ル数に内部クロックφの周期をかけることによって得られます。内

部クロックφの周期は高速モードではXIN周期の2倍です。

使用上の注意事項使用上の注意事項使用上の注意事項使用上の注意事項使用上の注意事項

3850グループ（標準品）と3850グループ（H仕様）の相違に関する

もの

(1) 3850グループ（H仕様）の絶対最大定格は、電源電圧Vcc=0.3

～6.5V、CNVss入力電圧VI=－0.3～Vcc+0.3Vと3850グルー

プ（標準品）と比べ、小さくなっています。

(2) XIN-XOUT、XCIN-XCOUTの発振回路定数が異なる場合があり

ます。

(3) 予約領域、予約ビットは、何もデータを書き込まないでくださ

い。（リセット後の状態を変更しないでください。）

(4) CPUモードレジスタのビット3は“1”に固定してください。

(5) 未使用端子の処理を確実に実施してください。

電電電電電源源源源源端端端端端子子子子子ののののの取取取取取扱扱扱扱扱いいいいいににににに関関関関関すすすすするるるるるもの

ご使用の際には、ラッチアップ現象防止のため、素子の

電源端子（Vcc端子）とGND端子（Vss端子）との間、及び

電源端子（Vcc端子）とアナログ電源入力端子（AVss端子）との

間に高周波特性の良いコンデンサをバイパスコンデンサ

として付加してください。バイパスコンデンサは0.01μF～

0.1μFのセラミックコンデンサを推奨いたします。

また、バイパスコンデンサは電源端子とGND端子との間、

電源端子とアナログ電源入力端子との間を最短距離で

付加してくださるようお願いいたします。
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EPROM版／ワンタイムPROM版／フラッシュメモリ版に関する

もの

CNVss端子は、プログラマブル電源端子（VPP端子）と兼用して

いるため、端子から低抵抗で内部メモリ回路ブロックに接続してい

ます。

ノイズ誤動作耐量向上の点から、CNVss端子の配線は1～10k

Ωの抵抗を介してVss又はVccに接続くださるようお願いいたしま

す。なお、マスクROM版のCNVss端子の配線が抵抗を介して接続

されていても、動作上支障はありません。

マスク化発注時の提出資料

　マスクROM版のマスク化発注時、次の資料を提出してくださ

い。

(1) マスク化確認書＊

(2) マーク指定書＊

(3) ROMのデータ ........................................ EPROM　3セット

又はフロッピーディスク　1枚

�

ROM書き込み発注時の提出資料

　ワンタイムPROM版の工場書き込み発注時、次の資料を提出

してください。

　・ROM書き込み確認書＊

　・マーク指定書(客先ロゴ入り特殊マークのみ)＊

　・ROMのデータ............................................ EPROM　3セット

又はフロッピーディスク　1枚

＊マスク化確認書、ROM書き込み確認書、マーク指定書に

つきましては、ルネサステクノロジホームページ ROM発注

（http://www.renesas.com/jp/rom）を参照してください。

ROM書き込み方法

　ワンタイムPROM版（ブランク品）及びEPROM内蔵版は、専用

の書き込みアダプタを使用することにより汎用のPROMライタ

で内蔵PROMの書き込み、読み出しを行うことができます。なお、

PROMライタのアドレス設定は、ユーザROM領域に設定してご

使用ください。

表27．専用書き込みアダプタ

図76．ワンタイムPROM版書き込みとテスト

書き込みアダプタ型名パッケージ

42P4B, 42S1B

42P2R-A/E

PCA4738S-42A

PCA4738F-42A

　ワンタイムPROM版（ブランク品）は、当社でのアセンブリ工程

以降PROMの書き込みテスト、スクリーニングを行っていません。

書き込み以降の信頼性を向上させるため、図76に示すフローで

書き込み、テストを行った後、使用されることを推奨いたします。

ス
 
ク

 
リ

 
ー

 
ニ

 
ン

 
グ

 
温

 
度

 
は

 
、

 
保

 
存

 
温

 
度

 
よ

 
り

高

 

く

 

な

 

っ

 

て

 

い

 

ま

 

す

 

の

 

で

 

、

 

1

 

5

 

0

 

℃

 

で

 

の

 

高

 

温
放

 

置

 

は

 

1

 

0

 

0

 

時

 

間

 

以

 

内

 

に

 

し

 

て

 

く

 

だ

 

さ

 

い

 

。

P
 
R

 
O

 
M

 
ラ

 
イ

 
タ

 
に

 
よ

 
る

 
書

 
き

 
込

 
み

ス
 
ク

 
リ

 
ー

 
ニ

 
ン

 
グ

 
（

 
注

 
）

(

 

1

 

5

 

0

 

℃

 

，

 

4

 

0

 

時

 

間

 

の

 

高

 

温

 

放

 

置

 

)

P
 
R

 
O

 
M

 
ラ

 
イ

 
タ

 
に

 
よ

 
る

ベ

 

リ

 

フ

 

ァ

 

イ

 

テ

 

ス

 

ト

実
 
機

 
に

 
よ

 
る

 
機

 
能

 
チ

 
ェ

 
ッ

 
ク

注
 
．

使用上の注意事項/マスク化発注時の提出資料/ROM書き込み発注時の提出資料/ROM書き込み方法

http://www.renesas.com/jp/rom
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 補足説明

A-D変換器

A-D変換器は、AD変換終了ビットを“0”にするこ
とによって開始されます。
A-D変換中の内部動作を以下に示します。

1. A-D変換が開始されると、A-D変換レジスタは
“0016”になります。
2. A-D変換レジスタの最上位ビットが“1”になり、
比較電圧Vrefがコンパレータに入力されます。
ここで、Vrefとアナログ入力電圧VINとの比較
が行われます。

3. 比較の結果がVref＜VINならば、A-D変換レジ
スタの最上位ビットを“1”の状態で保持しま
す。Vref＞VINならば最上位ビットを“0”にしま
す。

A-D変換器は、以上の動作をA-D変換レジスタの
最下位ビットまで行うことによって、アナログ値をデ
ジタル値に変換します。A-D変換は、開始後61ク
ロックサイクル(f(XIN) = 8 MHzのとき、15.25μs)
で終了し、変換結果がA-D変換レジスタに格納され
ます。A-D変換終了と同時にA-D変換割り込み要求
が発生し、AD変換割り込み要求ビットが“1”になり
ます。

表28．VrefとA-D変換器の基準電圧VREFの関係式

n = 0の時 Vref = 0

n = 1～1023の時 Vref = × n
VREF

1024

n: A-D変換レジスタの値(10進表記)

VREF

2

VREF
2

VREF

4
±

VREF

2
VREF
4

± VREF

8
±

… …

表29．A-D変換中のA-D変換レジスタの変化

A-D変換レジスタの変化 比較電圧(Vref)値

変換開始時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1回目比較 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2回目比較 *1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

3回目比較 *1 *2 1 0 0 0 0 0 0 0

10回目の比較終了後 A-D変換結果

*1 *2 *3 *4 *5 *6 *7 *8 *9 *10

…

VREF

2
VREF
4

± ± VREF
1024

±…

*1～*10: 1～10回目の比較結果
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A-D変換器の等価回路を図77、A-D変換タイミン
グチャートを図78に示します。

図77．A-D変換器等価回路

図78．A-D変換タイミングチャート
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2.1　入出力ポート

本節では入出力ポートに関するレジスタの設定方法、注意事項などを説明します。

2.1.1　メモリ配置図

図2.1.1 入出力ポート関連レジスタのメモリ配置

2.1.2　関連レジスタ

図2.1.2 ポートPiの構成(i = 0～4）
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図2.1.3 ポートPi方向レジスタの構成(i = 0～4）

2.1.3　未使用端子の処理

表2.1.1 未使用端子の処理
端子/ポート名 処理方法

P0、P1、P2、P3、P4 ・入力モードに設定し、各端子ごとに1 kΩ～10 kΩの抵抗を介してVCC又はVSSに
　接続
・出力モードに設定し、“L”又は“H”出力状態で開放

VREF端子  VSS（GND）に接続
AVSS端子  VSS（GND）に接続
XOUT端子  開放（外部クロック使用時のみ）
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2.1.4　入出力ポートに関する注意事項

(1)　スタンバイ状態での使用

スタンバイ状態*1で使用する場合は、入出力ポートの入力レベルを不定の状態にしないでください。
特にNチャネルオープンドレインの入出力ポートでは注意が必要です。また、Nチャネルオープン
ドレインの入出力ポートでは、出力に設定している場合でも、同様の注意が必要です。
この場合、抵抗を介してポートをプルアップ（Vccに接続）又はプルダウン（Vssに接続）してくだ
さい。
抵抗値を決定する際は、以下の2点に留意してください。
・外付け回路
・通常動作時の出力レベルの変動

●理由
方向レジスタで入力ポートに設定している場合はトランジスタがOFF状態になるため、ポートは
ハイインピーダンス状態になります。このとき、入力レベルを不定の状態にすると、マイコン内部
の入力バッファに入力される電位が不安定となるため、電源電流が流れることがあります。
また、Nチャネルオープンドレインの入出力ポートではポートラッチの内容が“1”の場合、方向
レジスタで出力ポートに設定していても、入力ポートと同様の現象がおこります。

*1スタンバイ状態：STP命令実行によるストップモード
WIT命令実行によるウエイトモード

(2)　ビット処理命令による出力データの書き替え

入出力ポートのポートラッチをビット処理命令*を用いて書き替える場合、指定していないビットの
値が変化することがあります。

●理由
ビット処理命令はリード・モディファイ・ライト形式の命令で、バイト単位で読み出し及び書き
込みを行います。したがって入出力ポートのポートラッチの、あるビットに対してこの命令を実行
した場合、そのポートラッチの全ビットに対して以下の処理が行われます。
・入力に設定されているビット：
端子の値がCPUに読み込まれ、ビット処理後、このビットに書き込まれる。
・出力に設定されているビット：
ポートラッチのビットの値がCPUに読み込まれ、ビット処理後、このビットに書き込まれる。
ただし、以下の点に注意してください。
・出力に設定されているポートを入力ポートに変更しても、ポートラッチには出力データが保持
される構成になっています。
・入力に設定されているポートラッチのビットについては、ビット処理命令で指定していない場
合にも、端子とポートラッチの内容が異なる場合、ビットの値が変化します。

*ビット処理命令：SEB命令、CLB命令
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2.1.5　未使用端子の処理に関する注意事項

(1)　未使用端子の適切な処理

①出力専用端子
開放してください。

②入力専用端子
各端子ごとに1～10kΩの抵抗を介して、VCC又はVSSに接続してください。また、電圧レベルが
動作モードに影響を与える端子（CNVSS端子、INT端子など）は、モードを検討の上、VCC又はVSS

を選択してください。
③入出力ポート

入力モードに設定し、1～10kΩの抵抗を介してVCC又はVSSに接続してください。出力モードに
設定する場合は、“L”又は“H”出力状態で開放してください。
・出力モードに設定して開放する場合、リセット後プログラムによってポートを出力モードに
切り替えるまでは、初期状態の入力モードのままです。そのため端子の電圧レベルが不定とな
り、ポートが入力モードになっている間、電源電流が増加する場合があります。システムへの
影響については、ユーザサイドで十分なシステム評価を行ってください。
・ノイズやノイズによって引き起こされる暴走などにより方向レジスタが変化する場合を考慮
し、定期的に方向レジスタをプログラムで再設定することによって更にプログラムの信頼度が
高まります。

④A-D変換器を使用しない場合のA-D変換用電源端子AVSS

A-D変換器を使用しない場合、A-D変換用電源端子AVSSは以下のように処理してください。
・AVSS : VSSに接続

(2)　処理上の留意事項

①入力ポート及び入出力ポート
入力モードで開放しないでください。
理由：
・初段回路によっては電源電流が増加する場合があります。
・上記適切な処理(1)の②③に比べ、ノイズの影響を受け易くなります。

②入出力ポート
入力モードに設定した場合、VCC又はVSSに直結しないでください。
理由：
暴走、ノイズなどによって、方向レジスタが出力モードに変化した場合、短絡する可能性が
あります。

③入出力ポート
入力モードに設定した場合、複数ポートをまとめて抵抗を介し、VCC又はVSSに接続しないでく
ださい。
理由：
暴走、ノイズなどによって、方向レジスタが出力モードに変化した場合、ポート間で短絡す
る可能性があります。

・未使用端子処理はマイコンの端子からできるだけ 短い配線(20mm以内)で処理してください。
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2.2　割り込み

本節では割り込みに関するレジスタの設定方法、注意事項などを説明します。

2.2.1　メモリ配置図

図2.2.1 割り込み関連レジスタのメモリ配置

003A16

003C16

003D16

003E16

003F16

割り込み要求レジスタ1(IREQ1)

割り込み要求レジスタ2(IREQ2)

割り込み制御レジスタ1(ICON1)

割り込み制御レジスタ2(ICON2)

割り込みエッジ選択レジスタ (INTEDGE)
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図2.2.2 割り込みエッジ選択レジスタの構成

2.2.2　関連レジスタ

b7 b6 b5 b4 b3

AA
AAb2 b1 b0

割り込みエッジ選択レジスタ(INTEDGE) 【3A16番地】

割り込みエッジ選択レジスタ

INT0割り込みエッジ
選択ビット

0:立ち下がりエッジアクティブ
1:立ち上がりエッジアクティブ

0 ○ ○

INT1割り込みエッジ
選択ビット

0:立ち下がりエッジアクティブ
1:立ち上がりエッジアクティブ

INT2割り込みエッジ
選択ビット

0:立ち下がりエッジアクティブ
1:立ち上がりエッジアクティブ

これらのビットには何も配置されていません。書き込み不
可で、読み出した場合、その内容は“0”です。

0 ○ ×

INT3割り込みエッジ
選択ビット

0:立ち下がりエッジアクティブ
1:立ち上がりエッジアクティブ

シリアルI/O2/INT3
割り込み要因ビット

0:INT3割り込み
1:シリアルI/O2割り込み

0 ○ ×

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

0

1

5
6

2

3

4

0 ○ ○

0 ○ ○

0 ○ ○

0 ○ ○

7 0 ○ ×
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図2.2.3 割り込み要求レジスタ1の構成

図2.2.4 割り込み要求レジスタ2の構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み要求レジスタ1(IREQ1) 【3C16番地】

割り込み要求レジスタ1

INT0割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

書き込む際は“0”を書き込んでください。 0 ○ ＊
INT1割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

INT2割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

INT3/シリアルI/O2割り
込み要求ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

0 ○ ＊
タイマX割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

タイマY割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

0

1
2

3

4

5
6

7

＊ソフトウエアによって“0”にできますが、“1”にはできません。

書き込む際は“0”を書き込んでください。

A
Ab7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み要求レジスタ2(IREQ2) 【3D16番地】

このビットには何も配置されていません。書き込み
不可で、読み出した場合、その内容は“0”です。

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ×

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

0

1

2

3

4

5

6

7

割り込み要求レジスタ2

タイマ1割り込み要求ビ
ット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

タイマ2割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

シリアルI/O1受信割り
込み要求ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

シリアルI/O1送信割り
込み要求ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

＊ソフトウエアによって“0”にできますが、“1”にはできません。

CNTR0割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

CNTR1割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

A-D変換割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり
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図2.2.5 割り込み制御レジスタ1の構成

図2.2.6 割り込み制御レジスタ2の構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み制御レジスタ1(ICON1) 【3E16番地】

割り込み制御レジスタ1

0 INT0割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

2 INT1割り込み許可ビッ
ト

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

3 INT2割り込み許可ビ
ット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

4 INT3/シリアルI/O2割
り込み許可ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

5 0 ○ ○
6 タイマX割り込み許可

ビット
0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

7 タイマY割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

1 このビットは“0”に固定してください。 0 ○ ○

このビットは“0”に固定してください。

0 0

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み制御レジスタ2(ICON2) 【3F16番地】

割り込み制御レジスタ2

タイマ1割り込み許可ビ
ット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

 タイマ2割り込み許可
 ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

シリアルI/O1受信割り
込み許可ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

シリアルI/O1送信割り
込み許可ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

CNTR0割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

CNTR1割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

A-D変換割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

このビットは“0”に固定してください。 0 ○ ○

0

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

0

1

2

3

4

5

6

7
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2.2.3　割り込み要因

3850グループでは、15要因で割り込みをかけることができます。固定優先度方式のベクトル割り込みで
すので、同一サンプリング時に2つ以上の割り込み要求がある場合は、優先順位の高い割り込みから受け
付けます。この優先順位は、ハードウエアで決められていますが、割り込み許可ビット、割り込み禁止フ
ラグを用いることによって、多様な優先処理をソフトウエアで行うことが可能です。割り込み要因とベク
トル番地（注1）、割り込み優先順位は表2.2.1を参照してください。

表2.2.1　割り込みベクトル番地と優先順位

割り込み要求発生条件割り込み要因
優先
順位

ベクトル番地（注1）

下位上位
備　考

リセット（注2） 1 FFFD16 FFFC16 リセット時 ノンマスカブル

INT0 2 FFFB16 FFFA16 INT0入力の立ち上がり又は 外部割り込み
立ち下がりエッジ検出時 （極性プログラマブル）

予約 3 FFF916 FFF816 予約

INT1 4 FFF716 FFF616 INT1入力の立ち上がり又は 外部割り込み
立ち下がりエッジ検出時 （極性プログラマブル）

INT2 5 FFF516 FFF416 INT2入力の立ち上がり又は 外部割り込み
立ち下がりエッジ検出時 （極性プログラマブル）

INT3 6 FFF316 FFF216 INT3入力の立ち上がり又は立ち下がり 外部割り込み
エッジ検出時 （極性プログラマブル）

シリアルI/O2 シリアルI/O2送受信完了時 シリアルI/O2/INT3割り込み
要因ビットにより切り替え

予約 7 FFF116 FFF016 予約

タイマＸ 8 FFEF16 FFEE16 タイマＸアンダフロー時

タイマＹ 9 FFED16 FFEC16 タイマＹアンダフロー時

タイマ１ 10 FFEB16 FFEA16 タイマ１アンダフロー時 STP解除タイマアンダフロー

タイマ２ 11 FFE916 FFE816 タイマ２アンダフロー時

シリアルI/O1受信 12 FFE716 FFE616 シリアルI/O1データ受信完了時 シリアルI/O1選択時のみ有効

シリアルI/O1送信 13 FFE516 FFE416 シリアルI/O1送信シフト終了時 シリアルI/O1選択時のみ有効
又は送信バッファ空き時

CNTR0 14 FFE316 FFE216 CNTR0入力の立ち上がり又は 外部割り込み
立ち下がりエッジ検出時 （極性プログラマブル）

CNTR1 15 FFE116 FFE016 CNTR1入力の立ち上がり又は 外部割り込み
立ち下がりエッジ検出時 （極性プログラマブル）

A-D変換 16 FFDF16 FFDE16 A-D変換終了時

BRK命令 17 FFDD16 FFDC16 BRK命令実行時 ノンマスカブルソフトウエア割り込み

注1．ベクトル番地とは、割り込み飛び先番地の格納番地を示します。
　2．リセットは最上位の優先順位を持つ割り込みとして処理されます。
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2.2.4　割り込み動作

割り込み要求が受け付けられると、次に示すレジスタの割り込み要求受付直前の状態が➀ →➁ →➂ と順
次、自動的にスタック領域に退避されます。

➀ プログラムカウンタ上位(PCH)
➁ プログラムカウンタ下位(PCL)
➂ プロセッサステータスレジスタ(PS)

上記のレジスタが退避された後、受け付けられた割り込みの飛び先番地へ分岐します。割り込み処理
ルーチンの最後でRTI命令を実行すると、スタック領域に退避されていた上記レジスタの内容が➂ →➁ →➀

と順次それぞれのレジスタに復帰し、割り込み要求受付前の処理が継続されます。
図2.2.7に割り込み動作図を示します。

図2.2.7 割り込み動作図
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(1)　割り込み要求受付時の処理

割り込み要求を受け付けると以下の動作が自動的に行われます。
➀ 現在実行中の処理が中断されます。
➁ プログラムカウンタ、及びプロセッサステータスレジスタの内容がスタック領域へ退避されます。
　図2.2.8に割り込み要求受付時のスタックポインタとプログラムカウンタの変化を示します。
➂ 退避と同時に、割り込みベクトル領域に格納されている、発生した割り込みの飛び先番地（割り込
み処理ルーチンの先頭番地）がプログラムカウンタに設定され、割り込み処理ルーチンが実行され
ます。

➃ 割り込み処理ルーチンに入ると、対応する割り込み要求ビットが自動的に“0”になります。また、
割り込み禁止フラグが“1”になり、多重割り込みが禁止されます。

したがって、割り込み処理ルーチンを実行するためには、飛び先番地を各割り込みに対応したベク
トル領域内に設定しておく必要があります。

図2.2.8 割り込み要求受付時のスタックポインタとプログラムカウンタの変化
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(2)　割り込み要求受付後のタイミング

割り込み処理ルーチンは、現在実行中の命令終了後のマシンサイクルから始まります。図2.2.9に割
り込み処理ルーチンを実行するまでの時間、図2.2.10に割り込み要求受付後のタイミングを示します。

図2.2.9 割り込み処理ルーチンを実行するまでの時間

図2.2.10 割り込み要求受付後のタイミング
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2.2.5　割り込み制御

BRK命令を除く割り込みは、割り込み要求ビット、割り込み許可ビット、及び割り込み禁止フラグに
よって割り込み要求の受付を制御できます。この節ではBRK命令を除く割り込みの制御について説明しま
す。図2.2.11に割り込み制御図を示します。

図2.2.11 割り込み制御図

割り込み要求ビット、割り込み許可ビット、及び割り込み禁止フラグは独立して機能し、お互いに影響
を与えることはありません。割り込み要求は以下の条件をすべて満たされると受け付けられます。

●割り込み要求ビット･･････“1”
●割り込み許可ビット･･････“1”
●割り込み禁止フラグ･･････“0”
割り込みの優先順位は、ハードウエアで決められていますが、上記のビット及びフラグを用いることに
よって、多様な優先処理をソフトウエアで行うことができます。表2.2.2に各割り込み要因に対する割り込
み制御ビット一覧を示します。

(1)　割り込み要求ビット

割り込み要求ビットは、割り込み要求レジスタ1（3C16番地）、割り込み要求レジスタ2（3D16番地）
に割り当てられています。
割り込み要求が発生すると、対応する割り込み要求ビットが“1”になります。“1”にセットされた割
り込み要求ビットは、割り込み要求が受け付けられるまで“1”の状態で保持されます。割り込み要求
が受け付けられると、自動的に“0”になります。
割り込み要求ビットは、ソフトウエアで“0”にできますが、ソフトウエアで“1”にすることはできま
せん。

割
 
り

 
込

 
み

 
要

 
求

 
ビ

 
ッ

 
ト

割
 
り

 
込

 
み

 
許

 
可

 
ビ

 
ッ

 
ト

割
 
り

 
込

 
み

 
禁

 
止

 
フ

 
ラ

 
グ

B
 
R

 
K

 
命

 
令

リ
 
セ

 
ッ

 
ト

割
 
り

 
込

 
み

 
要

 
求



3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

応用

2.2　割り込み2

2-15

(2)　割り込み許可ビット

割り込み許可ビットは、割り込み制御レジスタ1（3E16番地）及び割り込み制御レジスタ2（3F16番地）
に割り当てられています。
割り込み許可ビットは、対応する割り込み要求の受付を制御するビットです。
このビットが“0”のとき、対応する割り込み要求が禁止されます。このビットが“0”の状態で割り込
み要求が発生すると、対応する割り込み要求ビットが“1”になるだけで、その割り込み要求は受け付
けられません。この場合、ソフトウエアで割り込み要求ビットを“0”にするまで、割り込み要求ビッ
トは“1”のままです。
このビットが“1”のとき、対応する割り込み要求が許可されます。このビットが“1”の状態で割り込
み要求が発生すると、その割り込み要求が受け付けられます（割り込み禁止フラグ＝“0”の場合）。
割り込み許可ビットはソフトウエアで“0”、又は“1”にすることができます。

(3)　割り込み禁止フラグ

割り込み禁止フラグは、プロセッサステータスレジスタのb2に割り当てられています。割り込み禁
止フラグは、BRK命令を除く割り込み要求の受付を制御するフラグです。
このフラグが“1”のとき、割り込み要求の受付が禁止されます。“0”のとき、割り込み要求の受付が
許可されます。“1”にする命令はSEI命令、“0”にする命令はCLI命令です。
割り込み処理ルーチンへの分岐時、このフラグは自動的に“1”になり、多重割り込みを禁止します。
多重割り込みを使用する場合は、割り込み処理ルーチン内でCLI命令を用いて、このフラグを“0”にし
てください。図2.2.12に多重割り込みの例を示します。

表2.2.2 各割り込み要因に対する割り込み制御ビット一覧

INT0
INT1
INT2
INT3/シリアルI/O2
タイマX
タイマY
タイマ1
タイマ2
シリアルI/O1受信
シリアルI/O1送信
CNTR0

CNTR1

AD変換

割り込み要求ビット
ビット
b0
b2
b3
b4
b6
b7
b0
b1
b2
b3
b4
b5
b6

番地
003C16

003C16

003C16

003C16

003C16

003C16

003D16

003D16

003D16

003D16

003D16

003D16

003D16

割り込み許可ビット
番地
003E16

003E16

003E16

003E16

003E16

003E16

003F16
003F16
003F16
003F16
003F16
003F16
003F16

ビット
b0
b2
b3
b4
b6
b7
b0
b1
b2
b3
b4
b5
b6

割り込み要因



3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

応用

2.2　割り込み2

2-16

図2.2.12 多重割り込みの例
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2.2.6　INT割り込み

INT割り込みは、各INT端子（INT0～INT3）のレベル変化を検出して、割り込み要求が発生します。

(1)　有効エッジの選択

 INT0～INT3は有効エッジとして、立ち下がりエッジ、又は立ち上がりエッジのどちらを検出するか
を、割り込みエッジ選択レジスタによってそれぞれ選択できます。“0”にすると対応する端子の立ち
下がりエッジ、“1”にすると対応する端子の立ち上がりエッジが検出されます。

(2)　 INT3割り込み要因の選択

 シリアルI/O2/INT3割り込み要因を使用する場合、シリアルI/O2/INT3割り込み要因ビット（3A16番地
のビット4）で、どちらの割り込み要因を使用するかを選択してください（INT3を使用する場合は“0”に
設定）。
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2.2.7　割り込みに関する注意事項

(1)　関連レジスタの設定変更

割り込みエッジ選択レジスタ（3A16番地）及びタイマXYモードレジスタ（2316番地）の設定を変更する
場合、これらの設定に同期した割り込み発生が不要なら、以下の手順で設定してください。

図2.2.13　関連レジスタの設定変更手順

●理由
次の場合、割り込み要求ビットが　“1”になる場合があります。
・外部割り込みのアクティブエッジを設定する際
　対象レジスタ：割り込みエッジ選択レジスタ（3A16番地）

タイマXYモードレジスタ（2316番地）
・同一割り込みベクトルに複数の割り込み要因が割り当てられたベクトルの割り込み要因を切り
替える際
　対象レジスタ：割り込みエッジ選択レジスタ（3A16番地）
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(2)　割り込み要求ビットの判定

データ転送命令を使用して割り込み要求レジスタの割り込み要求ビットを“0”にした直後、BBC命
令又はBBS命令をこの割り込み要求ビットに対して実行する場合は、BBC命令又はBBS命令を実行す
る前に、1命令実行してください。

図2.2.14 割り込み要求ビットの判定手順

●理由
割り込み要求レジスタの割り込み要求ビットを“0”にした直後にBBC命令又はBBS命令を実行す
ると、“0”になる前の割り込み要求ビットの値を判定します。
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2.3　タイマ

本節ではタイマに関するレジスタの設定方法、注意事項などを説明します。

2.3.1　メモリ配置図

図2.3.2 プリスケーラ12、プリスケーラX、プリスケーラYの構成

図2.3.1 タイマ関連レジスタのメモリ配置

2.3.2　関連レジスタ

002016

002116

002216

002316

002416

002516

002616

002716

プリスケーラ12 (PRE12)

タイマ1 (T1)

タイマ2 (T2)

タイマXYモードレジスタ (TM)

プリスケーラX (PREX)

タイマX (TX)

プリスケーラY (PREY)

タイマY (TY)

003C16

003D16

003E16

003F16

割り込み要求レジスタ1 (IREQ1)

割り込み要求レジスタ2 (IREQ2)

割り込み制御レジスタ1 (ICON1)

割り込み制御レジスタ2 (ICON2)

002816 タイマカウントソース設定レジスタ(TCSS)

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

プリスケーラ12(PRE12)、プリスケーラX(PREX)、プリスケーラY(PREY)
　　【2016,2416,2616番地】

プリスケーラ12、プリスケーラX、プリスケーラY

●各プリスケーラのカウント値を設定します。
●このレジスタに設定した値は、各プリスケーラと
対応するプリスケーララッチの両方へ同時に書き
込まれます。

●このレジスタを読み出した場合、対応するプリス
ケーラのカウント値が読み出されます。

1 ○ ○

b 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

0
1

2
3
4

5
6
7

1

1
1
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1
1
1
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○ ○
○ ○
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図2.3.3 タイマ1の構成

図2.3.4 タイマ2の構成

b
 
7 b
 
6 b
 
5 b
 
4 b
 
3 b
 
2 b
 
1 b
 
0

タ
 
イ

 
マ

 
1

 
(

 
T

 
1

 
)

 
【

 
2

 
11

 
6番

 
地

 
】

タ
 
イ

 
マ

 
1

●タ
 

イ
 

マ
 

1
 

の
 

カ
 

ウ
 

ン
 

ト
 

値
 

を
 

設
 

定
 

し
 

ま
 

す
 

。
●こ

 

の

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

に

 

設

 

定

 

し

 

た

 

値

 

は

 

、

 

タ

 

イ

 

マ

 

1

 

と

 

タ

 

イ

 

マ

 

1

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

ラ

 

ッ

 

チ

 

の

 

両

 

方

 

へ

 

同

 

時

 

に

 

書

 

き

 

込

 

ま

 

れ

 

ま

 

す

 

。
●こ

 

の

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

を

 

読

 

み

 

出

 

し

 

た

 

場

 

合

 

、

 

タ

 

イ

 

マ

 

1

 

の
 

 

 

 

 

 

カ

 

ウ

 

ン

 

ト

 

値

 

が

 

読

 

み

 

出

 

さ

 

れ

 

ま

 

す

 

。

1 ○ ○

b 機
 

　
 

　
 

　
 

能 ﾘ
 
ｾ

 
ｯ

 
ﾄ

 
時 R W

0
1
2
3
4
5
6
7

0
0
0
0
0
0
0

○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

b
 
7 b
 
6 b
 
5 b
 
4 b
 
3 b
 
2 b
 
1 b
 
0

タ
 
イ

 
マ

 
2

 
(

 
T

 
2

 
)

 
【

 
2

 
21

 
6番

 
地

 
】

タ
 
イ

 
マ

 
2

●タ
 

イ
 

マ
 

2
 

の
 

カ
 

ウ
 

ン
 

ト
 

値
 

を
 

設
 

定
 

し
 

ま
 

す
 

。
●こ

 

の

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

に

 

設

 

定

 

し

 

た

 

値

 

は

 

、

 

タ

 

イ

 

マ

 

2

 

と

 

タ

 

イ

 

マ
ラ

 

ッ

 

チ

 

の

 

両

 

方

 

へ

 

同

 

時

 

に

 

書

 

き

 

込

 

ま

 

れ

 

ま

 

す

 

。
●こ

 

の

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

を

 

読

 

み

 

出

 

し

 

た

 

場

 

合

 

、

 

タ

 

イ

 

マ

 

2

 

の

 

カ

 

ウ

 

ン
ト

 

値

 

が

 

読

 

み

 

出

 

さ

 

れ

 

ま

 

す

 

。

0 ○ ○

b 機
 

　
 

　
 

　
 

能 ﾘ
 
ｾ

 
ｯ

 
ﾄ

 
時 R W

0
1
2
3
4
5
6
7

0
0
0
0
0
0
0

○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○



3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

応用

2.3　タイマ2

2-22

図2.3.5 タイマX、タイマYの構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
タイマX(TX)、タイマY(TY)
　　【2516,2716番地】

タイマX、タイマY

●各タイマのカウント値を設定します。
●このレジスタに設定した値は、各タイマと対応す  
   るタイマラッチの両方へ同時に書き込まれます。
●このレジスタを読み出した場合、対応するタイマ
   のカウント値が読み出されます。
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図2.3.6 タイマXYモードレジスタの構成

表2.3.1 CNTR0/CNTR1極性切り替えビットの機能

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

タイマXYモードレジスタ(TM)【2316番地】

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

タイマXYモードレジスタ

0

1

タイマX動作モード
ビット

0 0：タイマモード
0 1：パルス出力モード
1 0：イベントカウンタモード
1 1：パルス幅測定モード

0

0

b1 b0

3

4

5

7

0：カウント開始
1：カウント停止

 0 0：タイマモード
 0 1：パルス出力モード
 1 0：イベントカウンタモード
 1 1：パルス幅測定モード

0：カウント開始
1：カウント停止

0

0

0

0

b5 b4タイマY動作モード
ビット

タイマYカウント停止
ビット

タイマXカウント停止
ビット

2 タイマXの動作モードによって
異なります(表2.3.1を参照)。

0CNTR0極性切り替え
ビット

○○

○

○

○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○6 タイマYの動作モードによって
異なります(表2.3.1を参照)。

0CNTR1極性切り替え
ビット

タイマX／Y
動作モード
タイマモード

パルス出力
モード

イベント
カウンタ
モード

パルス幅
測定モード

設定値

“0”

“1”

“0”

“1”

“0”

“1”

“0”

“1”

タイマの機能の選択

-

-

“H”レベルからパルス
出力
“L”レベルからパルス
出力
立ち上がりエッジ
をカウント
立ち下がりエッジ
をカウント
“H”レベル幅を測定

“L”レベル幅を測定

CNTR0/CNTR1割り込み要求発生要因

CNTR0/CNTR1入力信号の立ち下がりエッジ

CNTR0/CNTR1入力信号の立ち上がりエッジ

出力信号の立ち下がりエッジ

出力信号の立ち上がりエッジ

入力信号の立ち下がりエッジ

入力信号の立ち上がりエッジ

入力信号の立ち下がりエッジ

入力信号の立ち上がりエッジ
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図2.3.7 タイマカウントソース設定レジスタの構成
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図2.3.8 割り込み要求レジスタ1の構成

図2.3.9 割り込み要求レジスタ2の構成

AAAAAAAAAAAAA
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AA
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AAAAAAAAA
AAAAAAAAA

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み要求レジスタ1(IREQ1) 【3C16番地】

割り込み要求レジスタ1

INT0割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

書き込む際は“0”を書き込んでください。 0 ○ ＊
INT1割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

INT2割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

INT3/シリアルI/O2割り
込み要求ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

0 ○ ＊
タイマX割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

タイマY割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

ﾘｾｯﾄ時

AA

AA
AA

b ビット名 機　　　能 R W

0

1
2

3

4

5
6

7

＊ソフトウエアによって“0”にできますが、“1”にはできません。

書き込む際は“0”を書き込んでください。

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み要求レジスタ2(IREQ2) 【3D16番地】

AA
AA
AA
AA

AAAAAA
AAAAAA

AAAAA
AAAAA

AA
AA
AA
AA

AAAAAA
AAAAAA

AAAAA
AAAAA

このビットには何も配置されていません。書き込み
不可で、読み出した場合、その内容は“0”です。

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ＊

A
A0

A
A○
AA
AA＊

A
A0

A
A○
AA
AA＊

0 ○ ＊

0 ○ ×

ﾘｾｯﾄ時

AA
AA

AA
AA

b ビット名 機　　　能 R W

0

1

2

3

A
A4

A
A5
6

7

割り込み要求レジスタ2

タイマ1割り込み要求ビ
ット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

タイマ2割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

シリアルI/O1受信割り
込み要求ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

シリアルI/O1送信割り
込み要求ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

＊ソフトウエアによって“0”にできますが、“1”にはできません。

AAAAA
AAAAACNTR0割り込み要求

ビット AAAAA
AAAAA0：割り込み要求なし

1：割り込み要求あり

AAAAA
AAAAACNTR1割り込み要求

ビット
AAAAA
AAAAA0：割り込み要求なし

1：割り込み要求あり
A-D変換割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり
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図2.3.10 割り込み制御レジスタ1の構成

図2.3.11 割り込み制御レジスタ2の構成

AA

AA
AA

AA

AA
AA

AAA
AAA

AAAAAAAAA
AAAAAAAAA

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み制御レジスタ1(ICON1) 【3E16番地】

割り込み制御レジスタ1

0 INT0割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

2 INT1割り込み許可ビッ
ト

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

3 INT2割り込み許可ビ
ット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

4 INT3/シリアルI/O2割
り込み許可ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

5 0 ○ ○
6 タイマX割り込み許可

ビット
0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

7 タイマY割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

AAAAAAAAAAAA1 このビットは“0”に固定してください。 0 ○ ○

このビットは“0”に固定してください。

0 0

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み制御レジスタ2(ICON2) 【3F16番地】

割り込み制御レジスタ2

タイマ1割り込み許可ビ
ット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

 タイマ2割り込み許可
 ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

シリアルI/O1受信割り
込み許可ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

シリアルI/O1送信割り
込み許可ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

CNTR0割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

CNTR1割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

A-D変換割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

このビットは“0”に固定してください。 0 ○ ○

0

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

0

1

2

3

4

5

6

7
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2.3.3　タイマの応用例

(1)　基本的な機能と用途

［機能1］イベント間隔の管理（タイマX、タイマY、タイマ1、タイマ2）
タイマにカウント値を設定すると、一定時間後にタイマの割り込み要求が発生します。
〈用途〉
・出力信号のタイミング生成
・ウエイト時間の生成

［機能2］周期的な動作の管理（タイマX、タイマY、タイマ1、タイマ2）
タイマがアンダフローするごとに、自動的にタイマラッチの値を対応するタイマに書き込み、
周期的にタイマの割り込み要求が発生します。
〈用途〉
・周期的な割り込みの発生
・時計機能（250msの測定）→応用例1
・メインルーチンの周期管理

［機能3］方形波の出力（タイマX、タイマY）
タイマがアンダフローするごとに、CNTR端子の出力レベルを反転します（パルス出力モード）。
〈用途〉
・圧電ブザー出力→応用例2
・リモコン搬送波の発生

［機能4］外部パルスのカウント（タイマX、タイマY）
タイマのカウントソースとして、CNTR端子に入力される外部パルスをカウントします(イベント
カウンタモード)。
〈用途〉
・周波数の測定→応用例3
・外部パルスの分周
・外部パルスをカウントソースとする周期の割り込み発生(リールパルスのカウント)

［機能5］外部パルス幅の測定（タイマX、タイマY）
CNTR端子に入力される外部パルスの“H”レベル幅又は“L”レベル幅を測定します(パルス幅測定
モード)。
〈用途〉
・外部パルスの周波数の測定(モータのFGパルス(注)のパルス幅測定)→応用例4
・外部パルスのデューティの測定(周波数が固定されている場合)

注. FGパルス：モータの速度制御を行うためモータの速度を検出するパルス
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(2)　タイマの応用例1：時計機能(250 msの測定)

ポイント：クロックをタイマで分周し、250 msごとに時計をカウントアップします。
仕　　様：・クロックf(XIN) = 4.19 MHz (222 Hz)をタイマXで分周。

・タイマX割り込み(250 msごとに発生)処理ルーチンで、時計をカウントアップ。

タイマの接続と分周比の設定を図2.3.12、関連レジスタの設定を図2.3.13、制御手順を図2.3.14に
示します。

図2.3.12 タイマの接続と分周比の設定

図2.3.13 関連レジスタの設定
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割り込み制御レジスタ1 (3E16番地)

ICON1

タイマX割り込み：許可

1

割り込み要求レジスタ1 (3C16番地)

IREQ1

タイマX割り込み要求
(250msごとに“1”になる)

タイマXYモードレジスタ (2316番地)

TM 00

タイマX動作モード：タイマモード

タイマXカウント：停止
カウント開始時に“0”にする

1

プリスケーラX (2416番地)

PREX 255

タイマX (2516番地)

TX 255

(分周比－1)を設定

b0b7

b0b7

b0b7

b0b7

b0b7

タイマカウントソース設定レジスタ (2816番地)

TCSS

タイマXカウントソース：f(XIN)/16

b0b7

0

0
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図2.3.14 制御手順

RESET

初期設定
SEI

TM
IREQ1
ICON1

TCSS
PREX
TX

TM

CLI

XXXX1X002
0
1

.....
.....

.....
.....

0
256－1
256－1

0

・すべての割り込み：禁止

・タイマX：タイマモード
・タイマX割り込み要求ビットクリア
・タイマX割り込み：許可

・タイマXカウントソース：f(XIN)/16
・プリスケーラX、タイマXに(分周比－1)を設定

・タイマXカウント：開始

メイン処理

TM
PREX
TX
IREQ1
TM

注1. 時計設定終了処理は、時計設定終了時に
　　だけ行います。

.....

1
256－1
256－1
0
0

〈時計設定終了処理〉(注1) ・時計設定終了処理後に再度0秒からカウントを
　開始させるため、タイマを再設定する

・時計が停止しているかを判定時計停止？

N

Y

時計カウントアップ
1/4秒　～　年

RTI

・時計をカウントアップ

・割り込み：許可

（2316番地), bit3
（2416番地）
（2516番地)
（3C16番地), bit6
（2316番地), bit3

(2316番地)
(3C16番地), bit6
(3E16番地), bit6

(2816番地), bit0
(2416番地)
(2516番地)

(2316番地), bit3

CLT　　(注2)
CLD　　(注3)
レジスタ退避

レジスタ復帰

タイマX割り込み処理ルーチン

注2. X修飾演算モードフラグを使用している場合
　3. 10進演算モードフラグを使用している場合
・割り込み処理ルーチン内で使用するレジスタ　  
    の退避

・退避したレジスタの復帰

X：この応用では使用しないビットです。
      適宣“0”又は“1”に設定してください。
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(3)　タイマの応用例2：圧電ブザー出力

ポイント：タイマの方形波出力機能を圧電ブザー出力に応用します。
仕　　様：・クロックf(XIN) = 4.19MHz (2   Hz)を約2kHz(2048Hz)まで分周した方形波を、P27/

CNTR0端子から出力。
・圧電ブザー出力停止中はP27/CNTR0端子のレベルを“H”に固定。

周辺回路例を図2.3.15、タイマの接続と分周比の設定を図2.3.16に示します。また、関連レジスタ
の設定を図2.3.17、制御手順を図2.3.18に示します。

  22

図2.3.15 周辺回路例

図2.3.16 タイマの接続と分周比の設定

3850グループ

P27/
CNTR0

PiPiPi.....

244μs 244μs

タイマXのアンダフロー出力周期が
244μsになるように分周比を設定

圧電ブザー出力停止中は“H”レベルを出力

CNTR0出力
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図2.3.18 制御手順

図2.3.17 関連レジスタの設定

タイマXYモードレジスタ (2316番地)

TM

タイマX動作モード：パルス出力モード

CNTR0極性切り替え：“H”レベルから出力

タイマX (2516番地)

TX 63

（分周比－1）を設定

1001

タイマXカウント：停止
カウント開始時に“0”にする

プリスケーラX (2416番地)

PREX 0

b0b7

b0b7

b0b7

割り込み制御レジスタ1 (3E16番地)

ICON1

タイマX割り込み禁止

b0b7

0

タイマカウントソース設定レジスタ (2816番地)

TCSS

タイマXカウントソース：f(XIN)/16

b0b7

0

RESET

初期設定

P2
P2D

TCSS
ICON1
TM
TX
PREX

1
1XXXXXXX2

.....
.....

.....

0
0
XXXX10012
64－1
1－1

・タイマXカウントソース：f(XIN)/16
・タイマX割り込み：禁止
・この時点ではCNTR0出力は停止(ブザー出力停止)
・タイマX、プリスケーラXに(分周比－1)を設定

メイン処理.....

・メイン処理中に発生したブザー要求を出力部　
で処理

ブザー要求？

なし

あり
出力部

TM (2316番地), bit3　　　　0

圧電ブザー出力停止

(0416番地),bit7
(0516番地)

(2816番地), bit0
(3E16番地), bit6
(2316番地)
(2516番地)
(2416番地)

TM (2316番地), bit3　　　　1
TX (2516番地)　　　　   　  64－1

圧電ブザー出力開始

    X：この応用では使用しないビットです。
          適宣“0”又は“1”に設定してください。
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(4)　タイマの応用例3：周波数の測定

ポイント：周波数が有効範囲内にあるかを判定するために、以下に示す2つの値を比較します。
・P40/CNTR1端子に入力されるパルスをタイマでカウントした値
・基準値

仕　　様：・クロックf(XIN) = 4.19MHz(2 22 Hz)
・P40/CNTR1端子にパルスを入力し、タイマYでカウント。
・約2 ms(タイマ1割り込み間隔)ごとにカウント値を読み出し、28～40カウントの場合
   を有効と判断。
・タイマがダウンカウンタであるため、227～215(注)とカウント値を比較。
注. 227～215 = 255(カウンタの初期値) － 28～40(有効カウント数)

入力パルスの有効又は無効の判定方法を図2.3.19、関連レジスタの設定を図2.3.20、制御手順を図
2.3.21に示します。

図2.3.19 入力パルス有効又は無効の判定方法
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図2.3.20 関連レジスタの設定

タイマカウントソース設定レジスタ (2816番地)

TCSS

タイマ1カウントソース：f(XIN)/16

プリスケーラ12 (2016番地)

PRE12 63

タイマ1 (2116番地)

T1 （分周比－1）を設定

プリスケーラY (2616番地)

PREY

タイマY (2716番地)

TY

7

0

255

割り込み制御レジスタ1 (3E16番地)

ICON1

タイマY割り込み：禁止

0

パルスのカウント直前に255を設定
（一定時間の経過後、この値は入力されたパルスの数
　だけ減算されている）

割り込み要求レジスタ1 (3C16番地)

IREQ1

タイマY割り込み要求ビットの判定
　（カウント値の読み出し時、このビットが“1”の場合、
　　256（タイマYに255設定時）以上のパルスが入力され   
       ている）

0

割り込み制御レジスタ2 (3F16番地)

ICON2

タイマ1割り込み：許可

1

b0b7

b0b7

b0b7

b0b7

b0b7

b0b7

b0b7

b0b7

タイマXYモードレジスタ (2316番地)

TM

タイマY動作モード：イベントカウンタモード

CNTR1極性切り替え：立ち下がりエッジをカウント

1 01

タイマYカウント：停止
カウント開始時に“0”にする

1

b0b7

0
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図2.3.21 制御手順

RESET

初期設定
SEI

TM
TCSS
PRE12
T1
PREY
TY
ICON1
ICON2

TM　　   (2316番地), bit7

CLI

1110XXXX2

XXXXX0XX2

64－1
8－1
1－1
256－1
　0
　1

.....
.....

0

・すべての割り込み：禁止

・タイマY：イベントカウンタモード
　(CNTR1端子からの入力パルスの立ち下がりエッジをカウント）

・タイマ1割り込みが2msごとに発生するように分周比を設定

・タイマY初期値設定
・タイマY割り込み：禁止
・タイマ1割り込み：許可

・タイマYカウント：開始

タイマ1割り込み処理ルーチン

・カウント値が256以上の場合は範囲外として処理IREQ1(3C16番地), bit7？

0

1

RTI

・カウント値の読み出し
・アキュムレータ(A)にカウント値を格納

・割り込み：許可

.....

TY (2716番地)(A)

214 ＜ (A) ＜ 228

範囲外

範囲内

0Fpulse 1Fpulse

TY       (2716番地)
IREQ1 (3C16番地), bit7

256－1
0

判定結果の処理

・読み出したカウント値
   と基準値を比較
・比較結果をフラグ
　Fpulseに格納

・カウント値の初期化
・タイマY割り込み要求ビットを“0”にする

(2316番地)
(2816番地)
(2016番地)
(2116番地)
(2616番地)
(2716番地)
(3E16番地), bit7
(3F16番地), bit0

CLT　　(注1)
CLD　　(注2)
レジスタ退避

 注1. X修飾演算モードフラグを使用している場合
　 2. 10進演算モードフラグを使用している場合
・割り込み処理ルーチン内で使用するレジスタの退避

・退避したレジスタの復帰レジスタ復帰

●X：この応用例では使用しないビットです。
          適宣“0”又は“1”に設定してください。
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(5)　タイマの応用例4：モータのFGパルスのパルス幅測定

ポイント：CNTR0端子に入力されるパルスの“H”レベル幅をタイマXでカウントします。アンダフ
ローはタイマX割り込みで検出され、入力パルスの“H”レベルの終了はCNTR0割り込み
で検出されます。

仕　　様：CNTR0端子から入力されるFGパルスの“H”レベル幅をタイマXでカウント
例：4.19 MHzの場合、16分周された3.8μsがカウントソースとなる。FFFF16～000016の範
囲で250 msまで測定可能。

タイマの接続と分周比の設定を図2.3.22、関連レジスタの設定を図2.3.23、制御手順を図2.3.24に
示します。

図2.3.22 タイマの接続と分周比の設定
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図2.3.23 関連レジスタの設定

タイマXYモードレジスタ (2316番地)

TM

タイマX動作モード：パルス幅測定モード

CNTR0極性切り替え：“H”レベル幅カウント

プリスケーラX (2416番地)

PREX 255

タイマX (2516番地)

TX

0 11

タイマXカウント：停止
カウント開始時に“0”にする

1

255

割り込み制御レジスタ1 (3E16番地)

ICON1

タイマX割り込み：許可

割り込み要求レジスタ1 (3C16番地)

IREQ1

1

タイマX割り込み要求
　（タイマXがアンダフローすると、“1”になる）

割り込み制御レジスタ2 (3F16番地)

ICON2

CNTR0割り込み：許可

割り込み要求レジスタ2 (3D16番地)

IREQ2

1

CNTR0割り込み要求
　（“H”レベルの入力が終了すると、“1”になる）

0

0

（分周比－1）を設定

b0b7

b0b7

b0b7

b0b7

b0b7

b0b7

b0b7
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図2.3.24 制御手順

RESET

初期設定
SEI

TM
PREX
TX
IREQ1
ICON1
IREQ2
ICON2

TM       (2316番地), bit3

CLI

XXXX10112
256―1
256―1
0
1
0
1

.....
.....

0

・すべての割り込み：禁止

・タイマXをパルス幅測定モードにする（CNTR0端子
　からの入力パルスの“H”レベル幅をカウント）
・タイマX割り込みが250msごとに発生するように
　分周比を設定
・タイマX割り込み要求ビットクリア
・タイマX割り込み：許可
・CNTR0割り込み要求ビットクリア
・CNTR0割り込み：許可

・タイマXカウント：開始

・割り込み：許可

.....
CNTR0割り込み処理ルーチン

RTI

タイマX割り込み処理ルーチン

RTI

・エラー発生エラー処理

(2316番地)
(2416番地)
(2516番地)
(3C16番地), bit6
(3E16番地), bit6
(3D16番地), bit4
(3F16番地), bit4

CLT　　(注1)
CLD　　(注2)
レジスタ退避

レジスタ復帰

 注1. X修飾演算モードフラグを使用している場合
　 2. 10進演算モードフラグを使用している場合
・割り込み処理ルーチン内で使用するレジスタ　  
    の退避

・退避したレジスタの復帰

PREX

(A)の反転

TX

(A)の反転

256―1
256―1

(A)
パルス幅測定の結果
下位8ビット
(A)
パルス幅測定の結果
上位8ビット
PREX
TX

(2416番地)
(2516番地)

・タイマX割り込みが250msごとに発生するように
　分周比を設定

・カウント値を読み出してRAMに格納

●X：この応用では使用しないビットです。
          適宣“0”又は“1”に設定してください。
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2.3.4　タイマに関する注意事項

● タイマラッチに値n(“0”～“255”)を書き込んだ場合の分周比は、1/(n+1)です。
● タイマ12カウントソース選択ビット及びタイマXカウントソース選択ビット、タイマYカウントソー
ス選択ビットによりタイマのカウントソースを切り替えるとき、タイマのカウント入力に細かいパル
スが生じてタイマのカウント値が大きく変わることがあります。したがって、タイマのカウントソー
スを設定した後、プリスケーラ及びタイマに値を設定してください。
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2.4　シリアルI/O

本節ではシリアルI/Oに関するレジスタの設定方法、注意事項などを説明します。

2.4.1 メモリ配置図

図2.4.1 シリアルI/O関連レジスタのメモリ配置

001816

001916

001A16

001B16

001C16

003A16

003D16

送信/受信バッファレジスタ (TB/RB)

シリアルI/O1ステータスレジスタ (SIOSTS)

シリアルI/O1制御レジスタ (SIOCON)

UART制御レジスタ (UARTCON)

ボーレートジェネレータ (BRG)

割り込みエッジ選択レジスタ (INTEDGE)

割り込み要求レジスタ2 (IREQ2)

003F16 割り込み制御レジスタ2 (ICON2)

001716

001616

001516

シリアルI/O2レジスタ (SIO2)

シリアルI/O2制御レジスタ2 (SIO2CON2)

シリアルI/O2制御レジスタ1 (SIO2CON1)

003C16 割り込み要求レジスタ1 (IREQ1)

003E16 割り込み制御レジスタ1 (ICON1)
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2.4.2　関連レジスタ

図2.4.2 シリアルI/O2制御レジスタ1の構成

SRDY2出力許可ビット

A
b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

シリアルI/O2制御レジスタ1 (SIO2CON1)【1516番地】

ﾘｾｯﾄ時

AA
AA

b ビット名 機　　　能 R W

シリアルI/O2制御レジスタ1

0

1

2

3

4

5

6

内部同期クロック選択
ビット

b2  b1  b0

0：入出力ポート(P01,P02)
1：SOUT2,SCLK2出力端子

0：入出力ポート(P03)
1：SRDY2  出力端子

0：LSBファースト
1：MSBファースト

0：外部クロック
1：内部クロック

0  0  0：f(XIN)/8
0  0  1：f(XIN)/16
0  1  0：f(XIN)/32
0  1  1：f(XIN)/64
1  1  0：f(XIN)/128
1  1  1：f(XIN)/256

0

0

0

0

0

0

0

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

転送方向選択ビット

シリアルI/O2ポート選択
ビット

シリアルI/O2同期
クロック選択ビット

0 ○ ○7 P01/SOUT2、P02/SCLK2

Pチャネル出力禁止ビット
0：CMOS出力
1：Ｎチャネルオープンドレイン出力

図2.4.3 シリアルI/O2制御レジスタ2の構成

A
b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

シリアルI/O2制御レジスタ2 (SIO2CON2)【1616番地】

ﾘｾｯﾄ時

AA

b ビット名 機　　　能 R W

シリアルI/O2制御レジスタ2

0

1

2

3
4
5
6

任意転送ビット b2  b1  b0

0：P43入出力
1：SCMP2出力

0  0  0：1ビット
0  0  1：2ビット
0  1  0：3ビット
0  1  1：4ビット
1  0  0：5ビット
1  0  1：6ビット
1  1  0：7ビット
1  1  1：8ビット

1

1

1

0
0

0
0

○ ○

○ ○

○ ○

○
○
○

○ ○シリアルI/O2入出力
比較信号制御ビット

0 ○ ○7

×これらのビットには何も配置されていません。
書き込み不可で、読み出した場合、その内容は
“0”です。

×
×

SOUT2端子制御ビット
 (P01)

0：出力アクティブ
1：出力ハイインピーダンス
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図2.4.5 送信/受信バッファレジスタの構成
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0
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図2.4.4 シリアルI/O2レジスタの構成

シリアルI/O2レジスタ (SIO2)【1716番地】

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

シリアルI/O2レジスタ

不定 ○ ○
○
○

○
○

○
○

○

シリアル送受信を行うシフトレジスタです。
●送信時：送信データを設定します。
●受信時：受信データが格納されます。

○
○

○
○

○
○

○

不定

不定
不定
不定

不定
不定
不定

b 機　　　能 ﾘｾｯﾄ時 R W

0

1
2
3

4
5
6

7
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図2.4.7 シリアルI/O1制御レジスタの構成

図2.4.6 シリアルI/O1ステータスレジスタの構成

このビットには何も配置されていません。書き込み
不可で、読み出した場合、その内容は“1”です。

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

シリアルI/O1ステータスレジスタ(SIOSTS) 【1916番地】

シリアルI/O1ステータスレジスタ

0

0

0

0

0

0

0

1

○ ×

○ ×

○ ×

○ ×

×○

○ ×

○ ×

○ ×

送信バッファエンプ
ティフラグ(TBE)

0:バッファフル状態
1:バッファエンプティ状態

受信バッファフル
フラグ(RBF)

0:バッファエンプティ状態
1:バッファフル状態

送信シフトレジスタ
シフト終了フラグ(TSC)

0:送信シフト中
1:送信シフト終了

オーバランエラー
フラグ(OE)

0:オーバランエラーなし
1:オーバランエラー発生

パリティエラー
フラグ(PE)

0:パリティエラーなし
1:パリティエラー発生

フレーミングエラー
フラグ(FE)

0:フレーミングエラーなし
1:フレーミングエラー発生

サミングエラー
フラグ(SE)

0:(OE)∪(PE)∪(FE)＝0
1:(OE)∪(PE)∪(FE)＝1

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

0

1

2

3

4

5

6

7

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

シリアルI/O1制御レジスタ(SIOCON) 【1A16番地】

シリアルI/O1制御レジスタ

0

0

0

0

0

0

0

0

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○○

○ ○

○ ○

○ ○

BRGカウントソース選
択ビット(CSS)

0：f(XIN)
1：f(XIN)/4

シリアルI/O1同期
クロック選択ビット
(SCS)

クロック同期形シリアルI/O選択時
　0:BRG出力の4分周
　1:外部クロック入力
UART選択時
　0:BRG出力の16分周
　1:外部クロック入力の16分周

送信割り込み要因
選択ビット(TIC)

0：送信バッファエンプティ
1：送信シフト動作終了

送信許可ビット(TE) 0：送信禁止
1：送信許可

受信許可ビット(RE) 0：受信禁止
1：受信許可

シリアルI/O1許可
ビット(SIOE)

シリアルI/O1モード
選択ビット(SIOM)

0：UART
1：クロック同期形シリアルI/O

SRDY1出力許可ビット
(SRDY)

0：シリアルI/O1禁止
  (P24～P27：入出力ポート)
1：シリアルI/O1許可
  (P24～P27：シリアルI/O機能端子)

0：入出力ポート (P27) 
1：SRDY1出力端子

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

0

1

2

3

4

5

6

7
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図2.4.8 UART制御レジスタの構成

図2.4.9 ボーレートジェネレータの構成
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図2.4.10 割り込みエッジ選択レジスタの構成

b7 b6 b5 b4 b3

AA
AAb2 b1 b0

割り込みエッジ選択レジスタ(INTEDGE) 【3A16番地】

割り込みエッジ選択レジスタ

INT0割り込みエッジ
選択ビット

0:立ち下がりエッジアクティブ
1:立ち上がりエッジアクティブ

0 ○ ○

INT1割り込みエッジ
選択ビット

0:立ち下がりエッジアクティブ
1:立ち上がりエッジアクティブ

INT2割り込みエッジ
選択ビット

0:立ち下がりエッジアクティブ
1:立ち上がりエッジアクティブ

これらのビットには何も配置されていません。書き込み不
可で、読み出した場合、その内容は“0”です。

0 ○ ×

INT3割り込みエッジ
選択ビット

0:立ち下がりエッジアクティブ
1:立ち上がりエッジアクティブ

シリアルI/O2/INT3
割り込み要因ビット

0:INT3割り込み
1:シリアルI/O2割り込み

0 ○ ×

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

0

1

5
6

2

3

4

0 ○ ○

0 ○ ○

0 ○ ○

0 ○ ○

7 0 ○ ×
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図2.4.11 割り込み要求レジスタ1の構成

図2.4.12 割り込み要求レジスタ2の構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み要求レジスタ1(IREQ1) 【3C16番地】

割り込み要求レジスタ1

INT0割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

書き込む際は“0”を書き込んでください。 0 ○ ＊
INT1割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

INT2割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

INT3/シリアルI/O2割り
込み要求ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

0 ○ ＊
タイマX割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

タイマY割り込要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0 ○ ＊

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

0

1
2

3

4

5
6

7

＊ソフトウエアによって“0”にできますが、“1”にはできません。

書き込む際は“0”を書き込んでください。

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み要求レジスタ2(IREQ2) 【3D16番地】

このビットには何も配置されていません。書き込み
不可で、読み出した場合、その内容は“0”です。

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ×

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

0

1

2

3

4

5

6

7

割り込み要求レジスタ2

タイマ1割り込み要求ビ
ット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

タイマ2割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

シリアルI/O1受信割り
込み要求ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

シリアルI/O1送信割り
込み要求ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

＊ソフトウエアによって“0”にできますが、“1”にはできません。

CNTR0割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

CNTR1割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

A-D変換割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり
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図2.4.13 割り込み制御レジスタ1の構成

図2.4.14 割り込み制御レジスタ2の構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み制御レジスタ1(ICON1) 【3E16番地】

割り込み制御レジスタ1

0 INT0割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

2 INT1割り込み許可ビッ
ト

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

3 INT2割り込み許可ビ
ット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

4 INT3/シリアルI/O2割
り込み許可ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

5 0 ○ ○
6 タイマX割り込み許可

ビット
0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

7 タイマY割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

1 このビットは“0”に固定してください。 0 ○ ○

このビットは“0”に固定してください。

00

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み制御レジスタ2(ICON2) 【3F16番地】

割り込み制御レジスタ2

タイマ1割り込み許可ビ
ット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

 タイマ2割り込み許可
 ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

シリアルI/O1受信割り
込み許可ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

シリアルI/O1送信割り
込み許可ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

CNTR0割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

CNTR1割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

A-D変換割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

このビットは“0”に固定してください。 0 ○ ○

0

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

0

1

2

3

4

5

6

7
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2.4.3　シリアルI/Oの接続例

(1)　CS端子を備えている周辺ICの制御

CS端子を備えている周辺ICとの接続例を図2.4.15に示します。
いずれもクロック同期形シリアルI/Oモードを使用した接続例です。

図2.4.15 シリアルI/Oの接続例1

Port

SCLK1

TXD

RXD

➂ 送受信を行う(RXDとTXDを接続している)場合
　 (周辺ICにおいてINとOUTを接続している場合)

＊1. TXD端子の出力制御には、Nチャネルオープンドレイン出力を選択してく
　  　ださい。
　2. 周辺ICのOUT端子はNチャネルオープンドレイン出力で、データ受信中
         は ハイインピーダンス状態になるものを使用します。

注.1.「Port」は、ソフトウエアで制御される出力ポートです。
 　 2.  シリアルI/O2の場合は、TXD及びRXDではなく、SOUT2及びSIN2を使用します。

Port

SCLK1

TXD

CS

CLK

DATA

➀ 送信のみ行う場合
　(RXD端子は入出力ポートとして使用)

周辺IC
(OSDコントローラなど)

3850グループ

➁ 送受信を行う場合

Port

SCLK1

TXD

RXD

CS

CLK

IN

OUT

3850グループ

Port

SCLK1

TXD

RXD

Port

➃ 複数のICを接続する場合

3850グループ

CS

CLK

IN

OUT

3850グループ 

CS

CLK

IN

OUT

周辺IC1

CS

CLK

IN

OUT

周辺IC2

周辺IC
(E  PROMなど)2

周辺IC
(E  PROMなど)2

＊1 ＊2
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(2)　マイコンとの接続

他のマイコンとの接続例を図2.4.16に示します。

図2.4.16 シリアルI/Oの接続例2

SCLK1

TXD

RXD

CLK

IN

OUT

➀ 内部クロック選択時 ➁ 外部クロック選択時

SCLK1

TXD

RXD

CLK

IN

OUT

SRDY

SCLK1

TXD

RXD

RDY

CLK

IN

OUT

➂ SRDY信号出力機能を使用する場合
　  (外部クロック選択)

➃ UART時＊

3850グループ マイコン

3850グループ マイコン 3850グループ マイコン

TXD

RXD

3850グループ マイコン

RXD

TXD

＊   シリアルI/O2の場合、UARTは使用できません。
注.  シリアルI/O2の場合は、TXD及びRXDではなく、SOUT2及びSIN2を使用します。
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2.4.4　シリアルI/O転送データフォーマット

シリアルI/O1はクロック同期形、非同期形(UART)が選択できます。
シリアルI/O2はクロック同期形で動作します。
シリアルI/O転送データフォーマットを図2.4.17に示します。

図2.4.17 シリアルI/O転送データフォーマット

1ST-8DATA-1SP
ST LSB

シリアルI/O1

UART

クロック同期形
シリアルI/O

1ST-7DATA-1SP

ST LSB

1ST-8DATA-1PAR-1SP
ST LSB

1ST-7DATA-1PAR-1SP
ST LSB

1ST-8DATA-2SP
ST LSB

1ST-7DATA-2SP
ST LSB

1ST-8DATA-1PAR-2SP

ST LSB

1ST-7DATA-1PAR-2SP
ST LSB

MSB SP

MSB SP

MSB PAR SP

MSB PAR SP

MSB 2SP

MSB 2SP

MSB PAR 2SP

MSB PAR 2SP

LSBファースト

ST：スタートビット
SP：ストップビット
PAR：パリティビット

シリアルI/O2 クロック同期形
シリアルI/O

LSBファースト（1～8ビット任意転送）

MSBファースト（1～8ビット任意転送）
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2.4.5　シリアルI/Oの応用例

(1)　クロック同期形シリアルI/Oを使用した通信(送信/受信)

ポイント：クロック同期形シリアルI/Oを使用して2バイトデータの送受信を行います。
通信制御には、SRDY1信号を使用します。

接続図を図2.4.18、タイミング図を図2.4.19、送信側関連レジスタの設定を図2.4.20、受信側関連
レジスタの設定を図2.4.21に示します。

図2.4.18 接続図

仕 様：・シリアルI/O(クロック同期形シリアルI/Oを選択)を使用。
・同期クロック周波数：125 kHz (f(XIN) = 4 MHzの32分周)
・SRDY1 (受信可能信号)を使用。
・2 ms間隔 (タイマにより生成)で受信側からSRDY1信号を出力し、2バイトのデータを
送信側から受信側へ転送。

図2.4.19 タイミング図

送信側

P41/INT0

SCLK1

TXD

3850グループ

SRDY1

SCLK1

RXD

3850グループ

受信側

SRDY1

SCLK1

TXD D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D0 D1

2ms

●　●　●　●

●　●　●　●

●　●　●　●
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図2.4.20 送信側関連レジスタの設定

シリアルI/O1ステータスレジスタ (1916番地)

SIOSTS

ボーレートジェネレータ (1C16番地)

BRG 7 （分周比－1）を設定

送信バッファエンプティフラグ
・送信バッファレジスタから送信シフトレジスタへデータ
　が転送されたことを確認
・“1”になると、次の送信データを送信バッファレジスタ
    へ書き込み可能

送信側

送信シフトレジスタシフト終了フラグ
　このフラグで、１バイト単位の送信終了を確認
　“1”：送信シフト終了

シリアルI/O1制御レジスタ (1A16番地)

SIOCON

BRGカウントソース：f(XIN)

同期クロック：BRG/4

送信許可

受信禁止

クロック同期形シリアルI/O

シリアルI/O許可

1 1 0 1 0 0

割り込みエッジ選択レジスタ (3A16番地)

INTEDGE

INT0立ち下がりエッジ選択

0

b0b7

b0b7

b0b7

b0b7
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図2.4.21 受信側関連レジスタの設定

受信バッファフルフラグ
　このフラグで、１バイトの受信終了を確認
　　“1”：受信終了時
　　“0”：受信バッファ読み出し時
　　

シリアルI/O1ステータスレジスタ (1916番地)

SIOSTS

受信側

b7 b0

シリアルI/O1制御レジスタ (1A16番地)

SIOCON

同期クロック：外部クロック

SRDY1出力を使用

送信許可
   SRDY1出力を使用する場合、このビットを“1”にする
受信許可

クロック同期形シリアルI/O

シリアルI/O許可

1 1 1 1 1 1

b7 b0
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図2.4.22に送信側の制御手順、図2.4.23に受信側の制御手順を示します。

図2.4.22 送信側の制御手順

RESET

初期設定

SIOCON
BRG
INTEDGE

1101XX002
8―1
0

.....

TB/RB（1816番地）
１バイト目の送信
データ

・送信データの書き込み
　この書き込み処理によって送信バッファエンプ
　ティフラグが“0”になる

・INT0立ち下がりエッジ検出IREQ1 (3C16番地), bit0？

1

0

・送信バッファレジスタから送信シフトレジスタ
　への転送の確認
　（送信バッファエンプティフラグ）

SIOSTS(1916番地), bit0？

1

0

TB/RB（1816番地）
・送信データの書き込み
　この書き込み処理によって送信バッファエンプ
　ティフラグが“0”になる

２バイト目の送信
データ

・送信バッファレジスタから送信シフトレジスタ
　への転送の確認
　（送信バッファエンプティフラグ）

SIOSTS(1916番地), bit0？

1

0

・送信シフトレジスタのシフト終了の確認
　（送信シフトレジスタシフト終了フラグ）

SIOSTS(1916番地), bit2？

1

0

IREQ1（3C16番地), bit0 0

(1A16番地)
(1C16番地)
(3A16番地), bit0

　X：この応用では使用しないビットです。
　      適宣“0”又は“1”に設定してください。
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図2.4.23 受信側の制御手順

RESET

初期設定

SIOCON  (1A16番地) 1111X11X2

.....

TB/RB（1816番地） ダミーデータ
・SRDY1出力
　　TBに対してダミーデータ書き込みを行うと、
　　SRDY1信号が出力される
　　SRDY1を使用する場合、SIOCONの送信許可
　　ビット（ビット４）を“1”にする

・タイマによって2msの間隔を生成2ms経過？

Y

N

・受信終了の確認
　（受信バッファフルフラグ）

SIOSTS (1916番地), bit1？

1

0

TB/RB (1816番地)から
受信データの読み出し

・１バイト目のデータ受信
　この読み出し処理によって、受信バッファ
　フルフラグは“0”になる

・受信終了の確認
　（受信バッファフルフラグ）

SIOSTS (1916番地), bit1？

1

0

TB/RB (1816番地)から
受信データの読み出し

・２バイト目のデータ受信
　この読み出し処理によって、受信バッファ
　フルフラグは“0”になる

　X：この応用では使用しないビットです。
　      適宣“0”又は“1”に設定してください。
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(2)　シリアルデータ出力(周辺I/Cの制御)

ポイント：クロック同期形シリアルI/Oを使用して4バイトデータの送受信を行います。
ポートP43を使用して、周辺ICに対するCS信号を出力します。

接続図を図2.4.24、タイミング図を図2.4.25に示します。

図2.4.24 接続図

仕 様：・クロック同期形シリアルI/Oを使用。
・同期クロック周波数：125 kHz (f(XIN) = 4 MHzの32分周)
・転送方向：LSBファースト
・シリアルI/O割り込みは使用しない。

_____

・ポートP43 を周辺ICのCS端子 (“L”アクティブ)に接続して、送信を制御(ポートP43 の
出力レベルはソフトウエアで制御)。

図2.4.25 タイミング図（シリアルI/O1）

P43

SCLK1

TXD

CS

CLK

DATA

周辺IC3850グループ

(1)シリアルI/O1使用例

DATA

CS

CLK

P43

SCLK2

SOUT2

CS

CLK

DATA

周辺IC3850グループ

(2)シリアルI/O2使用例

DATA

CS

CLK

CS

DO0 DO1 DO2 DO3

CLK

DATA

注.　シリアルI/O1を使用した場合、最終ビットのレベルが保持されます。
　　 シリアルI/O2を使用した場合、SOUT2端子は転送終了後ハイインピーダンス
　　 状態になります。
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図2.4.26にシリアルI/O1関連レジスタの設定、図2.4.27にシリアルI/O1送信データの設定を示しま
す。

図2.4.26 シリアルI/O1関連レジスタの設定

図2.4.27 シリアルI/O1送信データの設定

ボーレートジェネレータ (1C16番地)

BRG 7 （分周比－1）を設定

割り込み制御レジスタ2 (3F16番地)

ICON2

シリアルI/O送信割り込み：禁止

0

UART制御レジスタ (1B16番地)

UARTCON

P25/TXD端子：CMOS出力

0

割り込み要求レジスタ2 (3D16番地)

IREQ2

シリアルI/O送信割り込み要求
　このビットで１バイト単位の送信終了を確認
　“１”：送信シフト終了

0

シリアルI/O1制御レジスタ (1A16番地)

SIOCON

BRGカウントソース：f(XIN)

同期クロック：BRG/4

SRDY1出力は使用しない

送信割り込み要因：送信シフト動作終了

シリアルI/O許可

00 011 011

送信許可

受信禁止

クロック同期形シリアルI/O
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シリアルI/O1使用例

図2.4.26に示すレジスタ設定において、送信バッファレジスタにデータを書き込むことによって、
シリアルI/O1は1バイトの送信を行える状態になります。
したがって、CS信号を“L”にした後、送信データを1バイトごとに送信バッファレジスタへ書き込
み、4バイトのデータ送信が終了した時点でCS信号を“H”に戻します。図2.4.28にシリアルI/O制御手
順を示します。

図2.4.28 シリアルI/O制御手順

RESET

初期設定

110110002
0
8ー1
0
1
XXXX1XXX2

...

TB/RB（1816番地） 送信データ ・送信データの書き込み（１バイトの送信開始）

・１バイトの送信終了を判定IREQ2(3D16番地), bit3？

1

0

・シリアルI/O1送信割り込み：禁止

・CS信号出力ポートの設定
  （“Ｈ”レベル出力）

SIOCON
UARTCON
BRG
ICON2
P4
P4D

P4（0816番地), bit3 0 ・CS信号の出力レベルを“Ｌ”にする

IREQ2（3D16番地), bit3 0 ・シリアルI/O1送信割り込み要求ビットを“0”にする

・RAMにカウンタを設けて送信バイト数をカウント
・4バイトのデータの送信が終了したかを判定4バイトデータ送信終了？

Y

N

P4（0816番地), bit3 1
・4バイトの送信が終了した時点でCS信号の
　出力レベルを“Ｈ”に戻す

(1A16番地)
(1B16番地), bit4
(1C16番地)
(3F16番地), bit3
(0816番地), bit3
(0916番地)...

・シリアルI/O1の設定

　X：この応用では使用しないビットです。
          適宣“0”又は“1”に設定してください。
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図2.4.29にシリアルI/O2関連レジスタの設定、図2.4.30にシリアルI/O2送信データの設定を示しま
す。

図2.4.29　シリアルI/O2関連レジスタの設定

図2.4.30　シリアルI/O2送信データの設定

シリアルI/O2制御レジスタ2(1616番地)

SIO2CON2

転送ビット：8ビット

割り込み制御レジスタ1 (3E16番地)

ICON1

シリアルI/O2割り込み：禁止

0

0 11

割り込み要求レジスタ1 (3C16番地)

IREQ1

シリアルI/O2割り込み要求
　このビットで１バイト単位の送信終了を確認
　“１”：送信終了

0

割り込みエッジ選択レジスタ (3A16番地)

INTEDGE 1

シリアルI/O2 / INT3割り込み要因選択：シリアルI/O2割り込み

シリアルI/O2制御レジスタ1 (1516番地)

SIO2CON1

同期クロック：f(XIN)/32

シリアルI/O2を使用

00 110 01

SRDY2出力は使用しない

LSBファースト

内部クロック

P01/SOUT2、P02/SCLK2端子：CMOS出力

0

1

P43は入出力ポート

シリアルI/O2レジスタ (1716番地)

SIO2 送信データを設定
前のデータの送信終了を確認後（割り込み要求レジ
スタ1のビット4＝“1”）、データを書き込む
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シリアルI/O2使用例

図2.4.29に示すようにレジスタを設定し、シリアルI/O2レジスタにデータを書き込むことによって、
シリアルI/O2は1バイトの送信を行える状態になります。
CS信号を“L”にした後、送信データを1バイトずつシリアルI/O2に書き込み、4バイトのデータ送信
が終了した時点でCS信号を“H”に戻してください。図2.4.31にシリアルI/O2制御手順を示します。

図2.4.31　シリアルI/O2制御手順

RESET

初期設定

010010102
X0XXX1112
XXX0XXXX2

0
1
XXXX1XXX2

.....

SIO2（1716番地） 送信データ ・送信データの書き込み（１バイトの送信開始）

・１バイトの送信終了を判定IREQ1 (3C16番地), bit4？

1

0

・シリアルI/O2制御レジスタの設定

・シリアルI/O2/INT3割り込み要因選択：シリアルI/O2割り込み
・シリアルI/O2割り込み：禁止
・CS信号出力ポートの設定
　（“Ｈ”レベル出力）

SIO2CON1
SIO2CON2
INTEDGE
ICON1
P4
P4D

.....

P4（0816番地), bit3 0 ・CS信号の出力レベルを“Ｌ”にする

IREQ1（3C16番地), bit4 0 ・シリアルI/O2割り込み要求ビットを“0”にする

・RAMにカウンタを設けて送信バイト数をカウント
・4バイト数のデータの送信が終了したかを判定4バイトデータ送信終了？　

Y

N

P4（0816番地), bit3 1
・4バイト数の送信が終了した時点でCS信号の
　出力レベルを“Ｈ”に戻す

(1516番地)
(1616番地)
(3A16番地)
(3E16番地), bit4
(0816番地), bit3
(0916番地)

　X：この応用では使用しないビットです。
　　　適宜“0”又は“1”に設定してください。
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(3)　2つのマイコン間におけるブロックデータ(決められたバイト数のデータ)の周期的な送受信

ポイント：クロック同期形シリアルI/Oを用いて通信を行う場合、同期クロックに含まれたノイズに
よって送信側と受信側でクロックとデータ間の同期がずれることがあります。そのずれ
を補正する「頭合わせ」を利用し、常に正常な動作をさせます。この例ではブロック間隔を
利用して頭合わせを行っています。

図2.4.32に接続図を示します。

図2.4.32 接続図

仕 様：・シリアルI/O(クロック同期形シリアルI/O選択)を使用。
・同期クロック周波数：131 kHz (f(XIN) = 4 .19MHzの32分周)
・バイト周期：488μs
・送受信バイト数：8バイト/各ブロック
・ブロックの転送周期：16 ms
・ブロックの転送期間：3.5 ms
・ブロック間隔：12.5 ms
・頭合わせ時間：8 ms

仕様の制限事項：
・「バイト周期 － 1バイトの転送時間」の時間内で、受信データの読み込みと、次の送信
データの設定が行えること。
注.この例ではシリアルI/O受信割り込み要求発生から次の同期クロックの入力までの
　 時間は431μs。

・「頭合わせ時間 ＜ ブロック間隔」であること。

SCLK1 

RXD 

TXD 

スレーブ側マスタ側

SCLK1

TXD

RXD
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通信は図2.4.33に示すタイミングで行います。スレーブ側では一定時間(頭合わせ時間)以上同期ク
ロックが入力されていない場合、次に入力されたクロックをブロックの初め(頭)として処理します。
1ブロック(8バイト)受信後に入力されたクロックは無視されます。図2.4.34に関連レジスタの設定
を示します。

図2.4.33 タイミング図

図2.4.34 関連レジスタの設定

頭合わせ処理

DO0 DO1 DO2 DO7 DO0

バイト周期

ブロックの転送期間 ブロック間隔

ブロックの転送周期

頭合わせ時間

マスタ側 スレーブ側
シリアルI/O1制御レジスタ (1A16番地)

SIOCON

外部クロックでは影響しない

同期クロック:外部クロック

SRDY1出力は使用しない

シリアルI/O送信割り込みは
使用しない

シリアルI/O許可

01 1111

送信許可

受信許可

クロック同期形シリアルI/O

シリアルI/O1制御レジスタ (1A16番地)

SIOCON

BRGカウントソース：f(XIN)

同期クロック：BRG/4

送信割り込み要因：
送信シフト動作終了

シリアルI/O許可

01 011 011

送信許可

受信許可

クロック同期形シリアルI/O

SRDY1出力は使用しない

b7 b0 b0b7

ボーレートジェネレータ (1C16番地)

BRG 7 （分周比－1）を設定

UART制御レジスタ (1B16番地)

UARTCON

P25/TXD端子：CMOS出力

0

マスタ側、スレーブ側共通

b7

b7

b0

b0
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ソフトウエアによる制御：
●マスタ側の制御
図2.4.34に示す関連レジスタの設定終了後、マスタ側は送信バッファレジスタに送信データを書
き込むことによって1バイトデータの送受信を開始します。
したがって、図2.4.33に示すタイミングで通信を行うために、送信データの書き込みはタイミン
グを測って行い、以下に示すいずれかの場合に受信データを読み出します。
・シリアルI/O送信割り込み要求ビットが“1”の場合
・次の送信データを送信バッファレジスタに書き込む前
タイマ割り込みを用いた場合のマスタ側の制御を図2.4.35に示します。

図2.4.35 マスタ側の制御手順
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●スレーブ側の制御
図2.4.34に示す関連レジスタの設定終了後、スレーブ側は常に同期クロックを受け付けられる状
態になり、8ビットの同期クロックを受信するごとにシリアルI/O受信割り込みが発生します。
シリアルI/O受信割り込み処理ルーチンでは、受信データを読み出した後、次に送信するデータ
を送信バッファレジスタに書き込みます。
ただし、一定時間(頭合わせ時間)以上、シリアルI/O受信割り込みが発生しない場合は、以下の
処理を行います。
1. ブロックの1バイト目の送信データを送信バッファレジスタに書き込む
2. 次に受信するデータをブロックの第1バイト目の受信データとして処理する
シリアルI/O受信割り込みとタイマ割り込み(頭合わせ用)を使用したスレーブ側の制御を図2.4.36
に示します。

図2.4.36 スレーブ側の制御手順
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(4)　非同期形シリアルI/O(UART)を使用した通信(送信/受信)

ポイント：非同期形シリアルI/Oを使用して2バイトデータの送受信を行います。
通信制御には、ポートP40を使用します。

接続図を図2.4.37、タイミング図を図2.4.38に示します。

図2.4.37 接続図

仕 様：・シリアルI/O1(UART選択)を使用。
・転送ビットレート：9600 bps (f(XIN) = 4.9152 MHzの512分周)
・ポートP40 を使用する通信制御(ポートP40 の出力レベルはソフトウエアで制御する)。
・10 ms間隔(タイマにより生成)で、2バイトのデータを送信側から受信側へ転送。

図2.4.38 タイミング図

送信側

P40

TXD

3850グループ

P40

RXD

3850グループ

受信側

P40

TXD

10ms

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST SP(2) D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST SP(2) D0ST

●　●　●　●

●　●　●　●
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表2.4.1、表2.4.2にボーレートジェネレータの設定値と転送ビットレート選択例、図2.4.39に送信側
関連レジスタの設定、図2.4.40に受信側関連レジスタの設定を示します。

表2.4.1 ボーレートジェネレータ(BRG)の設定値と転送ビットレート選択例1

BRGカウント 転送ビットレート(bps)(注2)
ソース(注1) BRG設定値 f(XIN) = 4.9152 MHz時 f(XIN) = 8 MHz時
f(XIN)/4 255(FF16) 300 488.28125
f(XIN)/4 127(7F16) 600 976.5625
f(XIN)/4 63(3F16) 1200 1953.125
f(XIN)/4 31(1F16) 2400 3906.25
f(XIN)/4 15(0F16) 4800 7812.5
f(XIN)/4 7(0716) 9600 15625
f(XIN)/4 3(0316) 19200 31250
f(XIN)/4 1(0116) 38400 62500
f(XIN) 3(0316) 76800 125000
f(XIN) 1(0116) 153600 250000
f(XIN) 0(0016) 307200 500000

表2.4.2 ボーレートジェネレータ(BRG)の設定値と転送ビットレート選択例2
BRGカウント　　　　　　　　　　　　転送ビットレート(bps)(注2)
ソース(注1) BRG設定値 f(XIN) = 7.9872 MHz時
f(XIN)/4 207(CF16) 600
f(XIN)/4 103(6716) 1200
f(XIN)/4 51(3316) 2400
f(XIN)/4 25(1916) 4800
f(XIN)/4 12(0C16) 9600
f(XIN) 25(1916) 19200
f(XIN) 12(0C16) 38400

注1. BRGカウントソースはシリアルI/O1制御レジスタ(1A16番地)のビット0で選択します。
2. 転送ビットレートの算出式

f(XIN)
転送ビットレート(bps) =

(BRG設定値 + 1) ×16 ×m

m: シリアルI/O制御レジスタのビット0 = “0”の場合、m = 1
シリアルI/O制御レジスタのビット0 = “1”の場合、m = 4
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図2.4.39 送信側関連レジスタの設定

シリアルI/O1ステータスレジスタ (1916番地)

SIOSTS

送信バッファエンプティフラグ
・送信バッファレジスタから送信シフトレジスタへデータ
　が転送されたことを確認
・“1”になると、次の送信データを送信バッファレジスタ
 　へ書き込み可能

送信側

送信シフトレジスタシフト終了フラグ
　このフラグで、１バイト単位の送信終了を確認
　“1”：送信シフト終了

ボーレートジェネレータ (1C16番地)

BRG 7

シリアルI/O1制御レジスタ (1A16番地)

SIOCON

BRGカウントソース：f(XIN)/4

同期クロック：BRG/16

送信許可

受信禁止

非同期(UART)形シリアルI/O

シリアルI/O1許可

1 0 0 1 0 10

SRDY1出力は使用しない

UART制御レジスタ (1B16番地)

UARTCON 00 1 0

キャラクタ長：8ビット

パリティ禁止

TXD：CMOS出力

ストップビット：2ビット

を設定
f(XIN)

転送ビットレート×16×m＊ －1

＊SIOCON(001A16番地)のビット0＝“0”の場合、m＝1
　SIOCON(001A16番地)のビット0＝“1”の場合、m＝4

b0b7

b0b7

b0b7

b0b7
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図2.4.40 受信側関連レジスタの設定

オーバランエラーフラグ
　    “1”：受信バッファレジスタにデータが格納されてい
                    る状態で、受信シフトレジスタにデータが揃っ
                    た場合

フレーミングエラーフラグ
　  “1”：ストップビットが設定されたタイミングで受信
                  できなかった場合

サミングエラーフラグ
“1”：オーバーランエラー、又はフレーミングエラーの

うち、いずれか１つでもエラーが発生した場合

受信バッファフルフラグ
　このフラグで、１バイトの受信終了を確認する
　　“1”：受信終了時
　　“0”：受信バッファ読み出し時

受信側 シリアルI/O1ステータスレジスタ (1916番地)

SIOSTS

ボーレートジェネレータ (1C16番地)

BRG 7

シリアルI/O1制御レジスタ (1A16番地)

SIOCON

BRGカウントソース：f(XIN)/4

同期クロック：BRG/16

送信禁止

受信許可

非同期(UART)形シリアルI/O

シリアルI/O1許可

1 0 01 0 10

SRDY1出力は使用しない

UART制御レジスタ (1B16番地)

UARTCON 01 0

キャラクタ長：8ビット

パリティ禁止

ストップビット：2ビット

を設定
f(XIN)

転送ビットレート×16×m＊ －1

＊SIOCON(001A16番地)のビット0＝“0”の場合、m＝1
　SIOCON(001A16番地)のビット0＝“1”の場合、m＝4

b0b7

b0b7

b0b7

b0b7
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図2.4.41に送信側の制御手順、図2.4.42に受信側の制御手順を示します。

図2.4.41 送信側の制御手順

RESET

P4 (0816番地), bit0 1 ・通信開始

・タイマによって10msの間隔を生成10ms　経過？

Y

N

・送信バッファレジスタから送信シフトレジ
　スタへの転送の確認
　（送信バッファエンプティフラグ）

・送信データの書き込み
　この書き込み処理によって送信バッファエン
　プティフラグが“0”になる

TB/RB（1816番地）
２バイト目の送信
データ

・送信バッファレジスタから送信シフトレジ
　スタへの転送の確認
　（送信バッファエンプティフラグ）

SIOSTS (1916番地), bit0？

1

0

・送信シフトレジスタのシフト終了の確認
　（送信シフトレジスタシフト終了フラグ）

SIOSTS (1916番地), bit2？

1

0

・通信制御用ポートP40の設定

初期設定

SIOCON
UARTCON
BRG
P4
P4D

1001X0012
XXX01X002
8―1
0
XXXXXXX12

.....

TB/RB（1816番地）
１バイト目の送信
データ

・送信データの書き込み
　この書き込み処理によって送信バッファエン
　プティフラグが“0”になる

P4 (0816番地), bit0 0 ・通信終了

SIOSTS (1916番地), bit0？

1

0

(1A16番地)
(1B16番地)
(1C16番地)
(0816番地), bit0
(0916番地)

   X：この応用では使用しないビットです。
          適宣“0”又は“1”に設定してください。
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図2.4.42 受信側の制御手順

RESET

・受信終了の確認
　（受信バッファフルフラグ）

SIOSTS (1916番地), bit1？

1

0

RB (1816番地)から
受信データの読み出し

・１バイト目のデータ受信
　この読み出し処理によって、
　受信バッファフルフラグは
　“0”になる

・受信終了の確認
　（受信バッファフルフラグ）

SIOSTS (1916番地), bit6？

0

1

RB (1816番地)から
受信データの読み出し

・２バイト目のデータ受信
　この読み出し処理によって、
　受信バッファフルフラグは
　“0”になる

初期設定

SIOCON
UARTCON
BRG
P4D

1010X0012
XXXX1X002
8―1
XXXXXXX02

.....
SIOSTS (1916番地), bit1？

1

0

・エラーフラグの確認

SIOSTS (1916番地), bit6？

0

1

P4 (0816番地), bit0？

0

1

SIOCON (1A16番地)
SIOCON (1A16番地)

0000X0002
1010X0012

エラー処理

・エラーフラグの確認

・ビットずれ対策

(1A16番地)
(1B16番地)
(1C16番地)
(0916番地)

   X：この応用では使用しないビットです。
          適宣“0”又は“1”に設定してください。
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2.4.6　シリアルI/Oに関する注意事項

(1)　クロック同期形の選択時（シリアルI/O1）

①送信動作の停止
シリアルI/O1許可ビット及び送信許可ビットを“0”(シリアルI/O及び送信禁止)にしてください。

●理由
シリアルI/O1許可ビットだけを“0”(シリアルI/O1禁止)にしても、送信動作の停止及び送信回路の

__________

初期化は行われず、内部の送信動作は継続して行われます(TxD､RxD､SCLK1､SRDY1各端子の機能
は入出力ポート機能となるため、送信データが外部へ出力されることはありません)。この状態で、
送信バッファレジスタにデータを書き込むと、データは送信シフトレジスタに転送されマイコン内
部のシフト動作が開始されます。この時点でシリアルI/O許可ビットを“1”にすると、内部でシフト
中のデータが途中からTxD端子に出力され、不具合の原因となります。

②受信動作の停止
受信許可ビットを“0”(受信禁止)、又はシリアルI/O1許可ビットを“0”(シリアルI/O禁止）にしてく
ださい。

③送受信動作の停止
送信許可ビット、及び受信許可ビットの両方を同時に“0”(送受信禁止)にしてください。
（クロック同期形シリアルI/Oモードのデータ送受信時、送信動作又は受信動作のいずれか一方だ
けを停止することはできません。）

●理由
クロック同期形シリアルI/Oモードでは、送信及び受信に同一のクロックを使用しているため、
いずれか一方だけを禁止した場合、送信と受信の同期がとれなくなり、ビットずれが生じます。
クロック同期形シリアルI/Oモードでは、受信のためにも送信回路のクロック回路が動作してい
ます。そのため、送信許可ビットだけを“0”（送信禁止）にしても送信回路は止まらない構成になっ
ています。また〈(1)の① 送信動作の停止〉と同様に、シリアルI/O1許可ビットを“0”（シリアルI/O禁
止）にしても送信回路を初期化できません。

(2)　非同期形の選択時（シリアルI/O1）

①送信動作の停止
送信許可ビットを“0”(送信禁止)にしてください。

●理由
シリアルI/O1許可ビットだけを“0”(シリアルI/O1禁止)にしても、送信動作の停止及び送信回路の

__________

初期化は行われず、内部の送信動作は継続して行われます(TxD､RxD､SCLK1､SRDY1各端子の機能
は入出力ポート機能となるため、送信データが外部へ出力されることはありません)。この状態で、
送信バッファレジスタにデータを書き込むと、データは送信シフトレジスタに転送されマイコン内
部のシフト動作が開始されます。この時点でシリアルI/O許可ビットを“1”にすると、内部でシフト
中のデータが途中からTxD端子に出力され、不具合の原因となります。

②受信動作の停止
受信許可ビットを“0”(受信禁止)にしてください。
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③送受信動作の停止
送信のみの停止

送信許可ビットを“0”(送信禁止)にしてください。

●理由
シリアルI/O1許可ビットだけを“0”(シリアルI/O1禁止)にしても、送信動作の停止及び送信回路の

__________

初期化は行われず、内部の送信動作は継続して行われます(TxD､RxD､SCLK1､SRDY1各端子の機能
は入出力ポート機能となるため、送信データが外部へ出力されることはありません)。この状態で、
送信バッファレジスタにデータを書き込むと、データは送信シフトレジスタに転送されマイコン内
部のシフト動作が開始されます。この時点でシリアルI/O許可ビットを“1”にすると、内部でシフト
中のデータが途中からTxD端子に出力され、不具合の原因となります。

受信のみの停止
受信許可ビットを“0”(受信禁止)にしてください。

(3)　受信側のSRDY1出力

クロック同期形シリアルI /Oモードにおいて、外部クロックを用いて受信側がSRDY1出力を行う
場合、受信許可ビット及びSRDY1出力許可ビットとともに、送信許可ビットも“1”（送信許可）にしてく
ださい。

(4)　シリアルI/O1制御レジスタの再設定（シリアルI/O1)

シリアルI/O1制御レジスタを再設定する場合は、送信許可ビット及び受信許可ビットの両方を“0”に
して、送信及び受信回路をリセットした後、設定し直してください。

図2.4.43 シリアルI/O1制御レジスタの再設定手順

送信許可ビット(TE)、受信許可ビット(RE)の両方を
“0”にする。

シリアルI/O1制御レジスタのビット0～ビット3、及び
ビット6を設定する。

送信許可ビット(TE)、受信許可ビット(RE)の両方、又は
どちらか一方を“1”にする。

LDM命令で
同時に設定可
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(5)　送信シフトレジスタシフト終了フラグを使用したデータ送信制御（シリアルI/O1）

送信シフトレジスタシフト終了フラグは、シフトクロックの0.5～1.5クロック分遅れて“1”から“0”
へ変化します。したがって送信バッファに送信データを書き込んだ後、送信シフトレジスタ終了フラ
グを参照してデータ送信を制御する場合、この遅れに注意してください。

(6)　外部クロック選択時の送信制御（シリアルI/O1）

データ送信時、同期クロックとして外部クロックを選択している場合、SCLK1が“H”の状態で送信許
可ビットを“1”にしてください。また、送信バッファレジスタへの書き込みも、SCLK1が“H”の状態で
行ってください。

(7)　送信許可ビットセット時の送信割り込み要求（シリアルI/O1）

送信割り込みを使用する場合は、以下の手順で送信許可ビットを許可状態にしてください。
①CLB命令により、割り込み許可ビットを“0”（禁止状態）にする。
②シリアルI/Oの送受信準備を行う。
　③一命令以上おいてからCLB命令により割り込み要求ビットを“0”にする。
　④割り込み許可ビットを“1”（許可状態）にする。

●理由
送信許可ビットを“1”に設定すると、送信バッファエンプティフラグ、及び送信シフトレジスタ
シフト終了フラグは“1”に設定されます。送信割り込みの発生するタイミングに以下どちらかの
フラグが“1”に設定されたタイミングを選択しても、割り込み要求が発生し、送信割り込み要求
ビットがセットされます。
・送信バッファエンプティフラグを“1”に設定
・送信シフトレジスタシフト終了フラグを“1”に設定

(8)　送信データの書き込み（シリアルI/O2）

クロック同期シリアルI/Oでは、同期クロックとして外部クロックを選択した場合、転送クロック
の入力レベルが“H”の時に、シリアルI/O2レジスタ（シリアルI/Oシフトレジスタ）へ送信データを書き
込んでください。
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2.5　PWM

本節ではPWMに関するレジスタの設定方法、注意事項などを説明します。

2.5.1　メモリ配置図

図2.5.1 PWM関連レジスタのメモリ配置

2.5.2　関連レジスタ

図2.5.2 PWM制御レジスタの構成
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図2.5.3 PWMプリスケーラの構成

図2.5.4 PWMレジスタの構成
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2.5.3　PWM出力回路の応用例

モータの制御

ポイント：PWM(パルス幅変調)出力を使用して、モータの回転速度を制御します。

接続図を図2.5.5、PWM出力タイミングを図2.5.6、関連レジスタの設定を図2.5.7に示します。

図2.5.5 接続図

仕 様：・8ビット分解能のPWM出力機能を使用したモータ制御。
・クロックf(XIN) = 5MHz
・PWM周期“T”：102 μs
・出力パルスの“H”レベル幅“t”：40 μs(速度固定*)
＊出力パルス“H”レベル幅を変化させることにより、モータの速度を変更できる。

図2.5.6 PWM出力タイミング図

3850グループ

P44/PWM

モータドライバ

DｰA変換器

M

t
 
＝
 

4
 

0
 

μ
 

s

T
 
＝

 
1

 
0

 
2

 
μ

 
s

P
 
W

 
M

 
出

 
力



3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

応用

2.5　PWM2

2-76

図2.5.7 関連レジスタの設定

PWM出力について

1. PWM機能許可ビットに“1”を設定
P44/PWM端子をPWM端子として使用します。“H”から始まるパルスを出力します。

2. PWM機能許可ビットに“0”を設定
P44/PWM端子をポートP44として使用します。したがって、出力レベルを固定する場合は以下の
処理を順に行ってください。
・ポートP4レジスタのビット6に出力値を書き込む
・ポートP4方向レジスタに“000100002”を書き込む

3. PWMプリスケーラ、及びPWMレジスタにデータを設定後、次の繰り返し周期から新しいデータ
に対応するPWM波形が出力されます。

図2.5.8 PWM出力

P
 
W

 
M

 
プ

 
リ

 
ス

 
ケ

 
ー

 
ラ

 
 

 
(

 
1

 
E1

 
6番

 
地

 
)

P
 
R

 
E

 
P

 
W

 
M n

P
 
W

 
M

 
制

 
御

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
 

 
(

 
1

 
D1

 
6番

 
地

 
)

P
 
W

 
M

 
C

 
O

 
N 1

P
 
W

 
M

 
出

 
力

 
：

 
許

 
可（

 
注

 
）

カ
 
ウ

 
ン

 
ト

 
ソ

 
ー

 
ス

 
：

 
f

 
(

 
XI

 
N)

0

P
 
W

 
M

 
周

 
期

 
“

 
T

 
”

 
を

 
設

 
定

n

 

 

 

=

 

 

 

1

［
 
設

 
定

 
算

 
出

 
式

 
］

2
 
5

 
5

 
 

 
×

 
 

 
(

 
n

 
+

 
1

 
)

f

 

(

 

XI

 

N)

P
 
W

 
M

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
 

 
(

 
1

 
F1

 
6番

 
地

 
)

P
 
W

 
M m P

 
W

 
M

 
“

 
H

 
”

 
レ

 
ベ

 
ル

 
幅

 
“

 
t

 
”

 
を

 
設

 
定

m

 

 

 

=

 

 

 

1

 

0

 

0

［
 
設

 
定

 
算

 
出

 
式

 
］

T
 

 
 

×
 

 
 

m
2

 

5

 

5

注．
 

ポ
 

ー
 

ト
 

P
 

4
 

方
 

向
 

レ
 

ジ
 

ス
 

タ
 

の
 

P
 

44端
 

子
 

に
 

対
 

応
 

す
 

る
 

ビ
 

ッ
 

ト
 

を
 

“
 

0
 

”
 

（
 

入
 

力
 

モ
 

ー
 

ド
 

）
 

に
 

し
 

て
 

い
 

る
 

場
 

合
 

も
 

、
 

P
 

W
 

M
 

出
 

力
　

 

　

 

 

 

機

 

能

 

が

 

優

 

先

 

さ

 

れ

 

ま

 

す

 

。

T
 
 

 
=

t
 
 
 
=

b
 
0b

 
7

b
 
0b

 
7

b
 
0b

 
7

P
 
W

 
M

 
出

 
力

P
 
W

 
M

 
出

 
力

 
デ

 
ー

 
タ

を

 

変

 

更
次
 
の

 
繰

 
り

 
返

 
し

 
周

 
期

 
か

 
ら

 
変

 
更

 
後

 
の

デ

 

ー

 

タ

 

を

 

出

 

力



3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

応用

2.5　PWM2

2-77

図2.5.7に示す関連レジスタの設定を行うとPWM波形が外部に出力されます。このPWM出力をロー
パスフィルタで積分して直流信号に変換し、モータの制御に使用します。図2.5.9に制御手順を示しま
す。

図2.5.9 制御手順

2.5.4　PWMに関する注意事項

PWM機能許可ビットが許可に設定され、PWM端子から“L”レベルが出力された後、PWMは開始しま
す。この“L”レベルの出力時間は次のとおりです。
・カウントソース選択ビット＝“0”、n＝プリスケーラ設定値

・カウントソース選択ビット＝“1”、n＝プリスケーラ設定値

n + 1
2 ✕  f(XIN)

（秒）

n + 1
f(XIN)

（秒）

P4
P4D

0
XXX1XXXX2

・P44/PWM端子から“L”レベル出力

PREPWM
PWM
PWMCON

1
100
XXXXXX012

・PWM周期の設定
・PWM“H”レベル幅の設定
・PWMカウントソースの選択、PWM出力許可

(0816番地), bit4
(0916番地)

（1E16番地）
（1F16番地)
（1D16番地）

　X：この応用では使用しないビットです。
          適宣“0”又は“1”に設定してください。
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2.6　A-D変換器

本節ではA-D変換器に関するレジスタの設定方法、注意事項などを説明します。

2.6.1　メモリ配置図

図2.6.2 A-D制御レジスタの構成

図2.6.1 A-D変換器関連レジスタのメモリ配置

2.6.2　関連レジスタ
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A-D制御レジスタ(ADCON) 【3416番地】

A-D制御レジスタ

0

0

0

○ ○

○ ○

○ ○

アナログ入力端子選択
ビット

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

0

1

2

0 ○ ×3 このビットには何も配置されていません。書き込み
不可で、読み出した場合、その内容は“0”です。

0 0 0 ：P30/AN0

0 0 1 ：P31/AN1

0 1 0 ：P32/AN2

0 1 1 ：P33/AN3

1 0 0 ：P34/AN4

b2 b1 b0

0 ○ ×5
6

これらのビットには何も配置されていません。
書き込み不可で、読み出した場合、その内容は“0”
です。

0 ○ ×

1 ○ ○4 AD変換終了ビット 0：A-D変換中
1：A-D変換終了

7 0 ○ ×

b7
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図2.6.3 A-D変換上位レジスタの構成

図2.6.4 A-D変換下位レジスタの構成
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図2.6.5 割り込み要求レジスタ2の構成

図2.6.6 割り込み制御レジスタ2の構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み要求レジスタ2(IREQ2) 【3D16番地】

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ＊

0 ○ ×

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

0

1

2

3

4

5

6

7

割り込み要求レジスタ2

タイマ1割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

タイマ2割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

シリアルI/O1受信
割り込み要求ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

シリアルI/O1送信
割り込み要求ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

＊ソフトウエアによって“0”にできますが、“1”にはできません。

CNTR0割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

CNTR1割り込み要求
ビット

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

AD変換割り込み要求
ビット

このビットには何も配置されていません。書き込み
不可で、読み出した場合、その内容は“0”です。

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

割り込み制御レジスタ2(ICON2) 【3F16番地】

割り込み制御レジスタ2

タイマ1割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

タイマ2割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

シリアルI/O1受信
割り込み許可ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

シリアルI/O1送信
割り込み許可ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

CNTR0割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

CNTR1割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

AD変換割り込み許可
ビット

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

0 ○ ○

このビットは“0”に固定してください。 0 ○ ○

0

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W
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2.6.3　A-D変換応用例

アナログ信号の読み込み

ポイント：センサからのアナログ入力電圧をデジタル値に変換します。

接続図を図2.6.7、関連レジスタの設定を図2.6.8に示します。

図2.6.7 接続図

仕 様：・センサからアナログ入力電圧をデジタル値に変換。
・アナログ入力端子にはP30/AN0端子を使用。

図2.6.8 関連レジスタの設定

注. Ａ-D変換結果はADCONのビット4が“1”になった後、読み出してください。
　　10ビット長のデータを読み出す場合は003616番地, 003516番地の順に読み、
　　8ビット長のデータを読み出す場合は003516番地のみ読み出してください。

A-D制御レジスタ (3416番地)

ADCON 0

アナログ入力端子：P30/AN0を選択

A-D変換開始

000

b0b7

A-D変換上位レジスタ (3616番地)

（読み出し専用）ADH

A-D変換下位レジスタ (3516番地)

ADL

A-D変換結果が格納される（注）

（読み出し専用）

b0b7

b0b7

P30/AN0

3850グループ

センサ
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図2.6.8に示す関連レジスタの設定を行うとセンサからのアナログ入力信号をデジタル値に変換します。
図2.6.9に8ビット読み出し時の制御手順を、図2.6.10に10ビット読み出し時の制御手順を示します。

図2.6.10 制御手順(10ビット読み出し時)

図2.6.9 制御手順(8ビット読み出し時)

ADCON (3416番地) XXX0X0002 ・アナログ入力端子：P30/AN0端子を選択
・A-D変換開始

ADL(3516番地)を読み出す ・変換結果の読み出し

ADCON (3416番地), bit4？

1

0
・A-D変換の終了を判定

　X：この応用では使用しないビットです。
          適宣“0”又は“1”に設定してください。

・アナログ入力端子：P30/AN0端子を選択
・A-D変換開始

ADL(3516番地)を読み出す ・下位桁(b7～b0)の変換結果を読み出し

ADCON (3416番地), bit4

1

0

ADH(3616番地)を読み出す ・上位桁(b9, b8)の変換結果を読み出し

　X：この応用では使用しないビットです。
          適宣“0”又は“1”に設定してください。

ADCON (3416番地) XXX0X0002
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2.6.4　A-D変換器に関する注意事項

(1)　アナログ入力端子

アナログ入力の信号源インピーダンスは小さくしてください。又は、アナログ入力端子に、0.01
μF～1μFの外付けのコンデンサを付加してください。更に、ユーザサイドで応用製品の十分な動作
確認を行ってください。

●理由
アナログ入力端子には、アナログ電圧比較用のコンデンサが内蔵されています。そのため、イン
ピーダンスの高い信号源からの信号をアナログ入力端子に入力した場合、充放電ノイズが発生し、
十分なA-D変換精度が得られない場合があります。

(2)　A-D変換器用電源端子

A-D変換機能の使用又は不使用にかかわらず、A-D変換器用電源端子AVSSは以下のように処理して
ください。
・AVSS：VSSに接続

●理由
AVSS端子を開放すると、ノイズなどの影響を受けるためマイコンが誤動作をすることがありま
す。

(3)　A-D変換中のクロック周波数

比較器は容量結合で構成されており、クロック周波数が低いと電荷が失われます。そのため、A-D
変換中は以下の2点に留意してください。
・中速/高速モード時のf(XIN)は500kHz以上にしてください。
・STP命令を実行しないでください。
・低速モードでA-D変換を実行する場合は、内蔵の自己発振回路を使用してA-D変換を行いますの
　　で、f(XIN)の下限周波数の制限はありません。
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2.7　ウオッチドッグタイマ

本節ではウオッチドッグタイマに関するレジスタの設定方法、制御手順などを説明します。

2.7.1　メモリ配置図

図2.7.1 ウオッチドッグタイマ関連レジスタのメモリ配置

図2.7.2 ウオッチドッグタイマ制御レジスタの構成

2.7.2　関連レジスタ

003916 ウオッチドッグタイマ制御レジスタ (WDTCON)

003B16 CPUモードレジスタ(CPUM)

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ウオッチドッグタイマ制御レジスタ(WDTCON)【3916番地】

ウオッチドッグタイマ制御レジスタ

○ ×

○ ×
○ ×

○○STP命令禁止ビット 0：STP命令許可
1：STP命令禁止

ウオッチドッグタイマH(読み出し専用)

0

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W
0

6

1
1
1
1
1
1

○ ×

○ ×
○ ×

1

2
3
4

5

○○ｳｵｯﾁﾄﾄﾞｯｸﾞﾀｲﾏHｶｳﾝﾄｿｰｽ
選択ﾋﾞｯﾄ

0：ｳｵｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾀｲﾏLｱﾝﾀﾞﾌﾛｰ
1：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16

07
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図2.7.3 CPUモードレジスタの構成

このビットは“1”に固定してください。

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CPUモードレジスタ(CPUM) 【3B16番地】

CPUモードレジスタ

0

0

0

0

0

1

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○○

○ ○

プロセッサモードビット b1 b0
  0  0 :ｼﾝｸﾞﾙﾁｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ
  0  1 
  1  0 　　:使用禁止
  1  1 

スタックページ選択
ビット

0:0ページ
1:1ページ

ポートXC切り替え
ビット

0:I/Oポート機能
　(発振停止)
1:XCIN-XCOUT発振機能

メインクロック
(XIN-XOUT)停止ビット

0:発振
1:停止

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

0

1

2

4

5

3

1

0

○ ○

○ ○

メインクロック分周比
選択ビット

b7 b6
 0  0:φ =f(XIN)/2(高速ﾓｰﾄﾞ)
 0  1:φ =f(XIN)/8(中速ﾓｰﾄﾞ)
 1  0:φ =f(XCIN)/2(低速ﾓｰﾄﾞ)
 1  1:使用禁止

6

7

1
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2.7　ウオッチドッグタイマ

2.7.3　ウオッチドッグタイマの応用

(1)　ウオッチドッグタイマの応用例：暴走検出

ポイント：プログラムが暴走した場合に、内部暴走検知タイマでマイコンをリセット状態に復帰さ
　　　　　せる手段を与えます。
仕様：
・ウオッチドッグタイマHのアンダフローによって、プログラムの異常と判断し、マイコンをリセッ
　　ト状態に復帰
・ウオッチドッグタイマがアンダフローする前に、メインルーチン1周ごとにウオッチドッグ
　　タイマ制御レジスタのビット6,7へ“0”を設定
・メインクロック分周比は高速モードを使用
・ウオッチドッグタイマHのカウントソースにはウオッチドッグタイマLのアンダフローを接続

ウオッチドッグタイマの接続と分周比の設定を図2.7.4、関連レジスタの設定を図2.7.5、及び制御
手順を図2.7.6に示します。

図2.7.4 ウオッチドッグタイマの接続と分周比の設定

f(XIN)=8MHz 1/16

固定

1/256

ウオッチドッグ
タイマL

1/256

ウオッチドッグ
タイマH

RESET

内部リセット

AA
AAA
A

AA
AA
AA
AA
AAA

リセット
回路

STP命令禁止ビット

STP命令
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図2.7.5 関連レジスタの初期設定

図2.7.6 制御手順

2.7.4　ウオッチドッグタイマに関する注意事項

●ストップ解除の待ち時間の間もウオッチドッグタイマはカウントするため、この間にウオッチドッ
　グタイマがアンダフローしないようにしてください。
●ウオッチドッグタイマ制御レジスタのSTP命令禁止ビットを“1”にすると、プログラムにより“0”に
　書き替えることはできません。

CPUモードレジスタ (3B16番地)

CPUM 0

プロセッサモード：シングルチップモード

b0b7

000

メインクロック(XIN-XOUT)：発振

メインクロック分周比：f(XIN)/2(高速モード)

ウオッチドッグタイマ制御レジスタ (3916番地)

WDTCON

ウオッチドッグタイマH(上位6ビット読み出し専用)

b0b7

0

STP命令許可

0

0

ウオッチドッグタイマHカウントソース：ウオッチドッグタイマL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のアンダフロー

1

初期設定
　SEI
　CLT
　CLD
　CPUM (3B16番地)

　CLI

000X1X002

すべての割り込みを禁止

プロセッサモード：シングルチップモード
メインクロックf(XIN)発振
メインクロック分周比に高速モードを選択

割り込みを許可

WDTCON (3916番地)、bit7、bit6 002 ・ウオッチドッグタイマLのアンダフローを
　ウオッチドッグタイマHのカウントソースとする
・STP命令許可
　（ウオッチドッグタイマH,Lに“FF16”,“FF16”が設定さ
れる）

RESET

メイン処理
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2.8　リセット

2.8.1　リセットICを用いた接続例

図2.8.1 パワーオンリセット回路例

INT割り込みでシステム電源の低下を検出することによって、RAMバックアップモードに切り替えるシ
ステム例を図2.8.2に示します。

図2.8.2 RAMバックアップシステム

VCC

RESET

VSS

M62022L

電源

GND

遅延容量

1

3

4

5 出力

3850グループ

0.1μF

VCC

RESET

1

5RESET

INT

Cd

VCC1

VCC2

V1 GND

2

6

3

7

システム電源
＋5V

M62009L,M62009P,M62009FP

4

3850グループ

＋

INT

VSS
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2.8.2　リセット端子に関する注意事項

　(1)　コンデンサの接続
_____________

リセット信号が緩やかに立ち上がる場合は、RESET端子とVSS端子の間に、セラミックコンデンサ
などの高周波特性の良い1000pF以上のコンデンサを接続してください。コンデンサを使用する際は、
以下の2点に留意してください。
・コンデンサの配線長は最短にしてください。
・ユーザサイドで応用製品の動作確認を十分行ってください。

　　●理由
_____________

RESET入力端子に数nsから数十nsのインパルス性のノイズが乗った場合、マイコンが誤動作をする
ことがあります。

　(2)　電源投入後のリセット解除

パワーオンリセット等、電源投入後リセットを解除する場合は、電源電圧が2.7V以上に達し、XIN
が安定発振している状態でXINが20サイクル以上経過した後に解除してください。

　　●理由

リセット解除には電源電圧が2.7～5.5Vにあり、XINが安定発振しているときにXINの20サイクル以
上の期間“L”レベルにする必要があります。
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2.9　クロック発生回路

本節ではクロック発生回路に関するレジスタの設定方法、応用例などを説明します。

2.9.1　関連レジスタ

　

図2.9.1 CPUモードレジスタの構成
　

このビットは“1”に固定してください。

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CPUモードレジスタ(CPUM) 【3B16番地】

CPUモードレジスタ

0

0

0

0

0

1

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○○

○ ○

プロセッサモードビット b1 b0
  0  0 :ｼﾝｸﾞﾙﾁｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ
  0  1 
  1  0       :使用禁止
  1  1 

スタックページ選択
ビット

0:0ページ
1:1ページ

ポートXC切り替え
ビット

0:I/Oポート機能
　(発振停止)
1:XCIN-XCOUT発振機能

メインクロック
(XIN-XOUT)停止ビット

0:発振
1:停止

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

0

1

2

4

5

3

1

0

○ ○

○ ○

メインクロック分周比
選択ビット

b7 b6
 0  0:φ =f(XIN)/2(高速ﾓｰﾄﾞ)
 0  1:φ =f(XIN)/8(中速ﾓｰﾄﾞ)
 1  0:φ =f(XCIN)/2(低速ﾓｰﾄﾞ)
 1  1:使用禁止

6

7

1
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2.9.2　クロック発生回路の応用例

（1）　停電時の状態遷移

ポイント：停電時にタイマ割り込みを使用して、1秒ごとに時計をカウントアップします。
　

図2.9.2 接続図

仕　　様：●時計機能を維持しながら可能な限り消費電力を抑制。
●クロック：f(XIN)=8MHz、f(XCIN)=32.768kHzを使用
●ポート処理
入力ポート：外部で“H”又は“L”レベルに固定
出力ポート：外部に電流が流れ出さない出力レベルに固定
（例：出力レベル“L”時に電流が流れてLEDが点灯するような回路の場合、出力レベル“H”に固定）

入出力ポート：入力ポート→外部で“H”又は“L”レベルに固定
　　　　　　　出力ポート→電流を消費しないデータを出力
　VREF端子：A-D変換動作を終了させることにより、VREF電流消費を止める。

図2.9.3に停電時の状態遷移図、図2.9.4に関連レジスタの設定を示します。
　

図2.9.3 停電時の状態遷移図

3850グループ

停電検出信号入力ポート
　　　(注)

注．　各入力ポート、割り込み入力端子、
　　　アナログ入力端子への入力によって信号を検出

XIN

XCIN

内部システム
クロック

内部システムクロックを
高速モードに変更

停電検出後、内部システムクロックを
低速モードに切り替え、XIN-XOUTの発振を停止

中速モード 高速モード 低速モード

XCIN-XCOUTの発振機能選択

リセット解除 停電検出
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図2.9.4 関連レジスタの設定
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図2.9.5 制御手順

制御手順：
下記の順に関連レジスタを設定することによって停電に対応します。
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●X：この応用では使用しないビットです。
　　　適宜“0”又は“1”に設定してください。
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2.10　スタンバイ機能

3850グループはソフトウエアでCPUの動作を停止させ、低消費電力でCPUを待機させるスタンバイ機能
を持ちます。
スタンバイ機能には次の2種類があります。

●STP命令によるストップモード
●WIT命令によるウエイトモード

2.10.1　関連レジスタ

図2.10.1　MISRGの構成

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

MISRG(MISRG) 【3816番地】

MISRG

STP命令解除後の発振
安定時間設定ビット

0:タイマ1に0116、プリスケーラ
12 にFF16を自動設定

1:自動設定しない

0 ○ ○

中速モード自動切り替
え設定ビット

0:禁止
1:自動切り替え許可（注）

中速モード自動切り替
え開始ビット
(ソフトウエアに依存)

0:無効
1:自動切り替え開始（注）

これらのビットには何も配置されていません。書き込み不
可で、読み出した場合、その内容は“0”です。

0 ○ ×
0 ○ ×

ﾘｾｯﾄ時b ビット名 機　　　能 R W

0

1

4

5

3

0 ○ ○

0 ○ ○

中速モード自動切り替
え待ち時間設定ビット

0:4.5～5.5サイクル
1:6.5～7.5サイクル

2 0 ○ ○

6
7

0 ○ ×
0 ○ ×

注. 低速モードから中速モードに自動切り替えが行われた場合、
　  CPUモードレジスタ（003B16番地)の値も変化します。
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2.10.2　ストップモード

STP命令の実行によって、ストップモードの状態になります。ストップモードではメインクロック（XIN-
XOUT）、サブクロック（XCIN-XCOUT）とも発振が停止し、内部クロックφは“H”レベルで停止します。
CPUは停止し、周辺機能の動作も停止します。その結果、消費電力の低減を実現できます。

(1)　ストップモード時の状態

ストップモード時の状態を表2.10.1に示します。

表2.10.1　ストップモード時の状態

項目
発振
CPU
内部クロックφ
入出力ポートP0～P4
タイマ

PWM
ウオッチドッグタイマ
シリアルI/O1、シリアルI/O2

A-D変換器

ストップモード時の状態
停止
停止
“H”レベルで停止
STP命令実行時の状態を保持
停止（タイマ1､2､X､Y）
ただし、タイマX、タイマYではイベントカウンタモードが使用できます。
停止
停止
停止
ただし、外部クロックモードで動作できます。
停止
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（2）　ストップモードの解除

ストップモードはリセット入力、又は割り込み要求の発生によって解除されます。リセット入力を
使用する場合と、割り込みを使用する場合では、ストップモードからの復帰処理が異なります。

■リセット入力による復帰
ストップモード中にRESET端子の入力レベルを“L”にすると、ストップモードは解除されます。
すべてのポートが入力状態となり、メインクロック（XIN-XOUT）のストップモードが解除されると、
発振が開始します。
発振開始時の発振は不安定であり、発振が安定するまでの時間（発振安定時間）(注)が必要です。
発振が安定するまでRESET端子の入力レベルを“L”にしておく必要があります。
安定発振しているときに、RESET端子をXINの20サイクル以上“L”レベルに保つと内部がリセッ
ト状態になります。リセット状態はRESET端子の入力を“H”レベルに戻した後、XIN入力の約10.5
～18.5サイクル後に解除されます。
図2.10.2にリセット入力による復帰時の発振安定時間を示します。
リセット入力によるストップモードの解除では、STP命令実行前の内部RAMの内容が保持され
ます。ただし、CPUレジスタ、SFRの内容は保持されません。
リセットについては「2.8　リセット」を参照してください。
注. 発振安定時間の設定については、MISRG（003816番地）を参照してください。

図2.10.2 リセット入力による復帰時の発振安定時間

RESET

XIN

VCC

STP命令実行

発振安定時間ストップモード

内部リセット状態の保持=XIN入力の約10.5～18.5サイクル

注．XINに波形が入力されていない場合もあります（低速モード時）。

(注)

動作モードXINの20サイクル以上
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■割り込みによる復帰

ストップモード中に割り込み要求が発生すると、ストップモードは解除され、発振が再開しま
す。復帰に使用できる割り込み要因は、下記のとおりです。
・INT0～INT3
・CNTR0, CNTR1

・外部クロック使用のシリアルI/O（1, 2）
・外部クロック使用のタイマ（X, Y）
ただし、上記の割り込み要因をストップモードからの復帰に使用する場合は、使用する割り込み
を許可するため、次の設定を行った後、STP命令を実行してください。

【必要なレジスタ設定】
➀ 割り込み禁止フラグI＝“0”（許可）
➁ タイマ1の割り込み許可ビット＝“0”（禁止）
➂ 復帰に用いる割り込み要因の割り込み要求ビット＝“0”（要求なし）
➃ 復帰に用いる割り込み要因の割り込み許可ビット＝“1”（許可）

割り込みについては、「2.2　割り込み」を参照してください。

発振開始時の発振は不安定であり、発振が安定するまでの時間（発振安定時間）が必要です。割り
込みによる復帰時には、プリスケーラ12、タイマ1＊1がCPUへの内部クロックφの供給を待機する
時間を生成します＊2。この待機する時間で、システムクロック側の発振安定時間を確保します。
CPUへの内部クロックφの供給は、タイマ1のアンダフロー時から開始されます。

図2.10.3にINT0割り込み要求の発生による復帰時の実行シーケンス例を示します。

＊1：STP命令解除後の発振安定時間設定ビット（3816番地のビット0）が“0”のときにSTP命令を
実行すると、プリスケーラ12のカウンタ/ラッチに“FF16”が、タイマ1のカウンタ/ラッチに
“0116”が自動的に設定されます。STP命令解除後の発振安定時間設定ビットが“1”のとき
は自動設定が行われませんので、STP命令実行前に発振安定時間に適した値を任意にプリ
スケーラ12、タイマ1に設定できます。

＊2：発振開始直後からカウントソースはプリスケーラ12カウンタへ供給され、カウント動作が
開始します。
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図2.10.3　INT0割り込み要求の発生による復帰時の実行シーケンス例

（3）　ストップモード使用上の注意事項

■レジスタ設定
ストップモードからの復帰時、プリスケーラ12、タイマ1の値は自動的に書き換えられています
ので、それぞれ再設定してください。（STP命令解除後の発振安定時間設定ビットが“0”のとき）

■復帰後のクロック
割り込みによってストップモードから復帰すると、STP命令実行前のCPUモードレジスタの内容
が保持されています。そのためSTP命令実行前にメインクロック、サブクロックとも発振させてい
た場合は、割り込みによってストップモードから復帰するとメインクロック、サブクロックとも発
振を再開します。
上記においてメインクロック側がシステムクロックに設定されていた場合、ストップモードから
の復帰時にXIN入力の約8000サイクル分の発振安定時間が確保されます。このとき、メインクロッ
ク側の発振安定時間経過後でもサブクロック側の発振は安定していないことがありますので、注意
してください。
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2.10.3　ウエイトモード

WIT命令の実行によって、ウエイトモードの状態になります。ウエイトモードでは発振は継続しますが、
内部クロックφは“H”レベルで停止します。
CPUは停止しますが、大部分の周辺機能は動作します。

(1)　ウエイトモード時の状態

周辺機能へのクロックは供給され続けています。ウエイトモード時の状態を表2.10.2に示します。

表2.10.2　ウエイトモード時の状態
項目

発振
CPU
内部クロックφ
入出力ポートP0～P4
タイマ
PWM
ウオッチドッグタイマ
シリアルI/O1、シリアルI/O2
A-D変換器

ウエイトモード時の状態
動作
停止
“H”レベルで停止
WIT命令実行時の状態を保持
動作
動作
動作
動作
動作
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（2）　ウエイトモードの解除

ウエイトモードはリセット入力、又は割り込み要求の発生によって解除されます。リセット入力を
使用する場合と、割り込みを使用する場合では、ウエイトモードからの復帰処理が異なります。
ウエイトモードでは発振は継続されていますので、ウエイトモードが解除されるとただちに命令を
実行できます。

■リセット入力による復帰
ウエイトモード中にRESET端子の入力レベルを“L”にすると、ウエイトモードは解除されます。
ウエイトモードが解除されると、すべてのポートが入力状態になり、CPUへの内部クロックφの
供給が開始します。RESET端子をXINの20サイクル以上“L”レベルに保つと内部がリセット状態に
なります。リセット状態はRESET端子の入力を“H”レベルに戻した後、XIN入力の約10.5～18.5サ
イクル後に解除されます。
ウエイトモードの解除では、リセット前の内部RAMの内容が保持されます。ただし、CPUレジ
スタ、SFRの内容は保持されません。
図2.10.4にリセット入力時間を示します。
リセットについては「2.8　リセット」を参照してください。

図2.10.4 リセット入力時間

RESET

XIN

VCC

WIT命令実行

ウエイトモード

XINの20サイクル 内部リセット状態の保持=XINの10.5～18.5サイクル

動作モード

注．XINに波形が入力されていない場合もあります（低速モード時）。

(注)
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■割り込みによる復帰

ウエイトモード中に割り込み要求が発生すると、ウエイトモードは解除され、CPUへの内部ク
ロックφの供給が開始します。同時に復帰に使用した割り込み要因の要求が受け付けられて、その
割り込み処理ルーチンが実行されます。
ただし、割り込み要因をウエイトモードからの復帰に使用する場合は、使用する割り込みを許可
するため、次の設定を行った後、WIT命令を実行してください。

【必要なレジスタ設定】
➀ 割り込み禁止フラグI＝“0”（許可）
➁ 復帰に用いる割り込み要因の割り込み要求ビット＝“0”（要求なし）
➂ 復帰に用いる割り込み要因の割り込み許可ビット＝“1”（許可）

割り込みについては、「2.2　割り込み」を参照してください。

（3）　ウエイトモード使用上の注意事項

■復帰後のクロック
WIT命令実行時にXCINをシステムクロックとして設定し、XINの発振を停止させていた場合に、
リセットによってウエイトモードから復帰すると、XCINの発振が停止し、XINが発振を開始し、XIN
がシステムクロックになります。
上記においてXINの発振が安定するまで、RESET端子に“L”レベルを入力しておく必要がありま
す。
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2.11　フラッシュメモリモード

本節ではフラッシュメモリに関するレジスタの設定方法、注意事項などを説明します。

2.11.1　概要

フラッシュメモリ版は、フラッシュメモリを内蔵していることを除いて、マスクROM版と同じ機能を持
ちます。ただし、SFR領域の一部がマスクROM版と異なります（「2.11.2メモリ配置」参照）。
フラッシュメモリ版では、パラレル入出力モード、標準シリアル入出力モード、及びCPU書き換えモー
ドの3つの書き換えモードで内蔵フラッシュメモリを操作できます。

2.11.2　メモリ配置

M38507F8FP/SPは32Kバイトのフラッシュメモリを内蔵しています。
図2.11.1にフラッシュメモリ版のメモリ配置を示します。

図2.11.1　3850グループフラッシュメモリ版のメモリ配置

ＳＦＲ領域

内部RAM領域
（1Ｋバイト）

未使用領域

内蔵フラッシュメモリ領域
　　　（32Kバイト）

000016

004016

043F16
044016

0FF016

100016

FFFF16

RAM

800016

FFFF16

32Kバイト

ユーザROM領域

ＳＦＲ領域

ブートROM領域

FFFF16

F00016
4Kバイト

注．ブートROM領域へのアクセス
　パラレル入出力モード　　　読み出し・書き込み可
　CPU書き換えモード
　標準シリアルモード 読み出しのみ可

0FFF16

未使用領域

予約ROM領域
800016

808016



3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

応用

2.11　フラッシュメモリモード2

2-103

図2.11.2　フラッシュ関連レジスタのメモリ配置
　

2.11.3　関連レジスタ

図2.11.3　フラッシュメモリ制御レジスタの構成

0FFE16 フラッシュメモリ制御レジスタ(FMCR)

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

フラッシュメモリ制御レジスタ(FMCR) 【0FFE16番地】

フラッシュメモリ制御レジスタ

b ビット名

RY/BYステータス
フラグ

0

CPU書き換えモード
選択ビット（注1）

1

CPU書き換えモード
エントリフラグ

2

フラッシュメモリ
リセットビット（注2）

3

ユーザ領域/ブート領域
選択ビット

4

機　　　能

0：ビジー（書き込み、消去実行中）
1：レディ

0：通常モード
（ソフトウエアコマンド無効）
1：CPU書き換えモード
（ソフトウエアコマンド受付可能）

0：通常モード
1：CPU書き換えモード

0：通常動作
1：リセット

0：ユーザROM領域
1：ブートROM領域

5

6

7

ﾘｾｯﾄ時 R W

1 ○

0 ○ ○

0 ○

0 ○ ○

0 ○ ○

× × ×

× × ×

× × ×

これらのビットには何も配置されていません。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。読み出した
場合、その値は不定です。

×

×

注1．“1”を設定するためには、このビット１への“0”書き込み→“1”書き込みを連続　
して行う必要があります。

　2．このビットの設定によってフラッシュメモリリセットを実行するためには、CPU書き
換えモード選択ビットが“1”の状態でこのビットに“1”を書き込み、次に“0”を
書き込んでリセットを解除してください。



3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

応用
2

2-104

2.11　フラッシュメモリモード

2.11.4　パラレル入出力モード

パラレル入出力モードは、プログラマ（EFP-Ⅰ）を使用することによって、内蔵フラッシュメモリ領域へ
のプログラム/イレーズを行うことができます。プログラム/イレーズのメモリ領域は、ブートROM領域：
0F00016～0FFFF16番地、ユーザROM領域：0800016～0FFFF16番地となります。特にイレーズを行うと
きにメモリ領域の設定を間違えると、製品の永久的なダメージにつながりますので注意が必要です。
表2.11.1にパラレル入出力モードでプログラムを行う場合のプログラマの設定を示します。
・EFP-I：（株）彗星電子システム社製

表2.11.1　パラレル書き込み時のプログラマ設定
　

2.11.5　標準シリアル入出力モード

シリアル入出力モードで書き込みを行う場合の、プログラマ（E F P -Ⅰ ;別途シリアルユニット
EF1SRP-01Uが必要）とマイコンの端子接続例（４線式）について表2.11.2に示します。
・EFP-Ⅰ： (株)彗星電子システム社製

表2.11.2　シリアル書き込み時のプログラマとの接続例（４線式）
　

品種名

M38507F8FP

M38507F8SP

パラレルユニット ユーザROM領域

EF3850F-42E

EF3850F-42S

ブートROM領域

0F00016～0FFFF16 0800016～0FFFF16

EFP-Ⅰ(EF1SRP-01U) 3850グループフラッシュマイコン

信号名
EF1RP-01U側
コネクタ　PIN　No.

端子名 ピン番号

T_SCLK1

T_RXD

T_TXD

T_BUSY

T_VPP

T_RESET

T_VDD

GND

9

11

10

12

3

14

4

1,2,15,16

10

12

11

 9

15

 1

21, 3

P27/CNTR0/SRDY1

CNVSS

VCC

P26/SCLK1

P24/RXD

RESET

VSS, AVSS

注1． 書き込みベリファイ後のリセット解除は行われないため、書き込み後、MCUを動作させるとき
は、ターゲット接続ケーブルを切り離してください。

　2．EFP-I側で使用する出力バッファの電源電圧を、ユーザ側電源電圧(Vcc)と合わせるために、
Vccをユーザ側から供給してください。

　3．GND信号にはEF1SRP-01U側コネクタの1、2、15、16番の4端子を用意しています。ターゲッ
ト基板に接続する場合、1端子のみの接続でも問題はありませんが、2端子以上で接続すること
を推奨します。

　　　

(注1)

(注3) (注3)

(注2) (注2)

 18

機　　能

転送クロック入力

シリアルデータ入力

シリアルデータ出力

送受信許可出力

5V入力

リセット入力

ターゲットボード
電源モニタ入力

GND

P25/TXD
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2.11.6　CPU書き換えモード

CPU書き換えモードでは、中央演算処理装置（CPU）がソフトウエアコマンドを実行することにより、内
蔵フラッシュメモリ領域を書き換えることができます。したがってROMライタなどを使用せずに、マイク
ロコンピュータを基板に実装した状態で、内蔵フラッシュメモリ領域の内容を書き換えることができま
す。
書き換えプログラムは、あらかじめ内蔵フラッシュメモリ領域に書き込んでください。ただし、CPU書
き換えモードでは、内蔵フラッシュメモリからの読み出しができません。したがって、書き換え制御プロ
グラムは、内蔵フラッシュメモリ以外の領域（内部RAM領域など）に転送した後、その領域上で実行してく
ださい。
CPU書き換えモードでは、リードアレイコマンド、リードステータスレジスタコマンド、クリアステー
タスレジスタコマンド、プログラムコマンド、イレーズ全ブロックコマンド、ブロックイレーズコマンド
が使用できます。各コマンドの詳細については「1章　フラッシュメモリモード(CPU書き換えモード)」を参
照してください。

(1)　CPU書き換えモード設定/解除方法

内蔵フラッシュメモリの書き換えモードでの操作手順を示します。
制御例については「2.11.7　(2)CPU書き換えモード時の制御例」を参照してください。

＜開始手順＞
①CNVSS/VPP端子に5V±10%を印加する。（ブートROM領域へエントリの場合）
②リセットを解除する。
③CPUモードレジスタのビット6,7（メインクロック分周比選択ビット）を設定する。
④CPU書き換えモード制御プログラムを内蔵RAMに転送した後、RAM上のこの制御プログラムへ
　　ジャンプする（この制御プログラムで、以下の動作を制御してください）。
⑤CNVSS/VPP端子に5V±10%を印加する。（シングルチップモードの場合）
⑥CPU書き換えモード選択ビット（0FFE16番地のビット1）に“1”を設定する。
　このビットに“1”を設定するには“0”書き込み、“1”書き込みを連続して行う必要があります。
⑦CPU書き換えモードエントリフラグ（0FFE16番地のビット2）を読み出し、CPU書き換えモードが
　　“1”になっていることを確認する。
⑧ソフトウエアコマンドを用いて、フラッシュメモリの操作を実施する。
　注. これ以外に、フラッシュメモリに書き込むデータを外部（例えばシリアルI/O）から入力する

ための制御、ポート等の初期設定、ウオッチドッグタイマへの書き込み等が必要です。

＜解除手順＞
①読み出しコマンドを実行又は、フラッシュメモリリセットビット（0FFE16番地のビット3）設定に
　　よるセットを実行する。
②CPU書き換えモード選択ビット（0FFE16番地のビット1）を“0”に設定する。
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また、CPU書き換えモード中に割り込みが発生しないように、CPU書き換えモードを選択する前に、以
下の処理を実施してください。
・割り込み禁止フラグ(I)＝“1”にする。
既にウオッチドッグタイマが起動している場合は、CPU書き換えモード中、ウオッチドッグタイマ制御
レジスタ(3916番地)には定期的に書き込みを行い、ウオッチドッグタイマHのアンダフローによるリセット
が発生しないようにしてください。
なお、プログラム又はイレーズ中は、ウオッチドッグタイマは自動的にクリアされるため、アンダフ
ローによる内部リセットは発生しません。
CPU書き換えモード時に、割り込み及びリセットが発生した場合は、以下のようになります。

・割り込み：プログラムが暴走します。割り込みベクトル領域のあるフラッシュメモリの読み出しがで
きないためです。

・ウオッチドッグタイマHアンダフロー、リセット
：内蔵フラッシュメモリ制御回路、及びフラッシュメモリ制御レジスタがリセットされ、マ
イクロコンピュータがリセットされます。リセット解除時、CNVss=“H”の場合はブート
モードで起動されます。

また、プログラム/イレーズ中に上記割り込み及びリセットが発生した場合、フラッシュメモリの書き換
えが完了していないため、リセット解除後も正常に動作しないデータになっている可能性が高く、注意が
必要です。この場合には、パラレルモード又はシリアルモードでフラッシュメモリを再度正しくプログラ
ムしてください。
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2.11.7　フラッシュメモリモードの応用例

シリアル入出力モード使用時のシステム基板上での制御端子処理例、及びCPU書き換えモード時の制御
例について示します。

(1)　シリアル入出力モード使用時のシステム基板上での制御端子処理例

図2.11.4に示すように、シリアル入出力モードでは、マイクロコンピュータを基板に実装した状態
で、内蔵フラッシュメモリの内容を書き換えることができます。シリアル入出力モード時、制御端子
となるP24/RXD、P25/TXD、P26/SCLK1、P27/SRDY1、P41、CNVSS、及びRESET端子の処理例を以
下に示します。
　

図2.11.4　シリアル入出力モードによる内蔵フラッシュメモリ書き換え例

RS-232C シリアルプログラマ

　

M38507F8FP/SP
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① 制御信号がユーザシステム回路に影響しない場合

シリアル入出力モード時の制御信号が、ユーザシステム回路で使用されていない、あるいはユー
ザシステム回路に影響しない場合は、図2.11.5に示すように結線できます。
　

図2.11.5　シリアル入出力モード時の基板上の端子処理例（1）

② 制御信号がユーザシステム回路に影響する場合①

図2.11.6はシリアル入出力モード時、ジャンパスイッチによりユーザシステム回路へ供給される制
御信号を遮断する例です。

図2.11.6　シリアル入出力モード時の基板上の端子処理例（2）

M38507F8FP/SP

ターゲットボード

RESET

VPP(CNVSS)

TXD(P25)
SCLK1(P26)
RXD(P24)

XIN XOUT

BUSY(P27)

ユーザリセット信号(負論理)

未使用   又は、ユーザシステム回路へ＊1

＊1：未使用の場合は、入力モードに設定しプルアップ又はプルダウン、又は出力モードに設定し開放して
ください。

＊2：シリアル入出力モードのRESET解除時、SCLK(P26)端子にはVccを印加してください。

VSS

VCC

AVSS(P41)

＊2

M38507F8FP/SP

ターゲットボード

RESET

VPP(CNVSS)

XIN XOUT

ユーザリセット信号(負論理)

ユーザシステム回路へ

TXD(P25)

SCLK1(P26)
RXD(P24)
BUSY(P27)

VSS

VCC

AVSS(P41)

＊：シリアル入出力モードのRESET解除時、SCLK(P26)端子にはVccを印加してください。

＊
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③ 制御信号がユーザシステム回路に影響する場合②

図2.11.7はシリアル入出力モード時、アナログスイッチ（74HC4066）によりユーザシステム回路へ供
給される制御信号を遮断する例です。
　

図2.11.7　シリアル入出力モード時の基板上の端子処理例（3）

M38507F8FP/SP

RESET

VPP(CNVss)

TXD(P25)
SCLK1(P26)
RXD(P24)

XIN XOUT

BUSY(P27)

ユーザリセット信号(負論理)

ターゲットボード

ユーザシステム回路へ

74HC4066

VSS

VCC

AVSS
(P41)

＊：シリアル入出力モードのRESET解除時、SCLK(P26)端子にはVccを印加してください。

＊
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(2)　CPU書き換えモード時の制御例

この例では、シリアルI/Oを用いてデータを受信し、そのデータをCPU書き換えモードで内蔵フラッ
シュメモリへ書き込みます。
図2.11.8にCPU書き換えモードによる内蔵フラッシュメモリ書き換えシステム例、図2.11.9にCPU
書き換えモードの設定／解除のフローチャートを示します。
　

図2.11.8　CPU書き換えモードによる内蔵フラッシュメモリ書き換えシステム例

VCC

AVSS

VSS

RESET

M38507F8FP/SP

CNVSS
ユーザリセット信号

SRDY1(BUSY)

RXD

TXD

SCLK1

注1．VPP電源には、4.5～5.5Vを印加してください。

クロック入力
BUSY出力
データ入力
データ出力

VPP電源入力
（注1）

P41
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図2.11.9　CPU書き換えモードの設定／解除フローチャート

スタート

シングルチップモード又はブートモード（注1）

注1．シングルチップモードでスタートした場合はCPU書き換えモードエントリフラグの確認までに
　　  CNVss端子に5V±10%を印加する必要があります。
　2．CPUモードレジスタ(003B16番地)のビット6,7（メインクロック分周比選択ビット）を設定してください。
　3．イレーズ、プログラムが完了し、CPU書き換えモードを解除する前には、必ず読み出しコマンド又は
　　  フラッシュメモリリセットを行ってください。

CPUモードレジスタ設定（注2）

CPU書き換えモード制御プログラムを内蔵RAMに転送

転送したRAM上の制御プログラムへジャンプ
（以下の動作はこのRAM上の制御プログラムで実行）

CPU書き換えモード選択ビット=“1”を設定
（“0”書き込み→“1”書き込み）

CPU書き換えモードエントリフラグの確認

ソフトウエアコマンドを用いてイレーズ、
プログラム等の操作実行

読み出しコマンド実行、又はフラッシュメモ
リリセットビット設定によるリセット実行
（“1”書き込み→“0”書き込み）（注3）

CPU書き換えモード選択ビットに“0”書き込み

終了
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2.11.8　CPU書き換えモードに関する注意事項

(1)　動作速度

CPU書き換えモード中は、メインクロック分周比選択ビット(003B16番地のビット6,7)によって、
内部クロックφが4.0MHz以下になるように設定してください。

(2)　使用禁止命令

CPU書き換えモード中、フラッシュメモリ内部のデータを参照する命令は使用できません。

(3)　割り込み

CPU書き換えモード中、割り込みはフラッシュメモリ内部のデータを参照するため使用できませ
ん。

(4)　ウオッチドッグタイマ

すでにウオッチドッグタイマが起動されている場合は、プログラム又はイレーズ中、ウオッチドッ
グタイマは常にクリアされるので、アンダフローによる内部リセットは発生しません。

(5)　リセット

常に受け付けます。リセット解除時、CNVss=Hの場合、ブートモードで起動されるので、ブート
ROM領域のFFFC16、FFFD16番地に格納されたアドレスからプログラムがスタートします。
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3.1　電気的特性

3.1　電気的特性

3.1 .13 .1 .13 .1 .13 .1 .13 .1 .1　絶対最大定格　絶対最大定格　絶対最大定格　絶対最大定格　絶対最大定格

表3.1.1　絶対最大定格
�記号

VCC

VI

VI

VI

VI

VO

VO

Pd

Topr

Tstg

項　　　　目

電源電圧

入力電圧

P00～P07, P10～P17, P20, P21, P24～P27

P30～P34, P40～P44, VREF

入力電圧 P22～P23

入力電圧 RESET, XIN

入力電圧 CNVSS

出力電圧

P00～P07, P10～P17, P20, P21, P24～P27

P30～P34, P40～P44, XOUT

出力電圧 P22, P23

消費電力

動作周囲温度

保存温度

条　　件 定　格　値 単位

注．42P2R-A/Eパッケージの場合は300mWです。

－0.3～6.5

 －0.3～VCC＋0.3

 －0.3～5.8

－0.3～VCC＋0.3

－0.3～VCC＋0.3

－0.3～VCC＋0.3

－0.3～5.8

1000（注）

－20～85

－40～125

V

V

V

V

V

V

V

mW

℃

℃

VSS端子を基準にして測
定する。

出力トランジスタは遮断
状態。

Ta＝25℃
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3.1.2　推奨動作条件

表3.1.2　推奨動作条件（1）� (指定のない場合はVCC=2.7～5.5V，Ta=－20～85℃)

VIL

ΣIOH(peak)

ΣIOH(peak)

ΣIOL(peak)

VIL

注．出力総平均電流は該当するポートすべてに流れる電流の総和です。総平均電流は100msの期間内での平均値で、総尖頭電流は総和のピー
ク値です。

電源電圧VCC

規　格　値

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

項  　　目
最　小

4.0

2.7

2.0

AVSS

0.8VCC

標 準

5.0

5.0

0

0

最　大

5.5

5.5

VCC

 VCC

8MHz時（高速モード）

8MHz時（中速モード）、4MHz時（高速モード）

記　　号 単位

0.8VCC

 VCC

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

電源電圧

Ａ-Ｄ変換器基準電圧

アナログ電源電圧

アナログ入力電圧 AN0～AN4

“H”入力電圧

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P34

P40～P44
____________

“H”入力電圧 RESET, XIN, CNVSS

“L”入力電圧

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P34

P40～P44
____________

“L”入力電圧 RESET, CNVSS

“L”入力電圧 XIN

VSS

VREF

AVSS

VIA

VIH

VIH

VIL 0

0

0

 VCC

0.2 VCC

0.2 VCC

0.16 VCC

ΣIOL(peak)

ΣIOL(peak)

ΣIOH(avg)

ΣIOH(avg)

“H”出力総尖頭電流 (注)
P00～P07, P10～P17, P30～P34

“H”出力総尖頭電流 (注)
P20, P21, P24～P27, P40～P44

“L”出力総尖頭電流 (注)

“L”出力総尖頭電流 (注)

“L”出力総尖頭電流  (注)
P20～P27, P40～P44

“H”出力総平均電流  (注)
P00～P07, P10～P17, P30～P34

“H”出力総平均電流 (注)
P20, P21, P24～P27, P40～P44

“L”出力総平均電流 (注)

“L”出力総平均電流 (注)

“L”出力総平均電流  (注)
P20～P27, P40～P44

-80

-80

80

120

80

-40

-40

40

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

P00～P07, P30～P34

P10～P17

P10～P17

P00～P07, P30～P34

mA

mA

ΣIOL(avg)

ΣIOL(avg)

ΣIOL(avg)

60

40
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表3.1.3　推奨動作条件（2） �(指定のない場合はVCC=2.7～5.5V, Ta=－20～85℃)

IOL=10mA
VCC=4.0～5.5V

IOL=1.0mA
VCC=2.7～5.5V

“H”出力尖頭電流 (注1)
P00～P07, P10～P17, P20, P21, P24～P27
P30～P34, P40～P44

“L”出力尖頭電流
(注1)

“L”出力尖頭電流
 (注1)

“H”出力平均電流 (注2)
P00～P07, P10～P17, P20, P21, P24～P27
P30～P34, P40～P44

“L”出力平均電流
(注2)

“L”出力平均電流
(注2)

内部クロック発振周波数 (注3)
(Vcc=4.0～5.5V)

内部クロック発振周波数 (注3)
(Vcc=2.7～5.5V)

IOH(peak)

IOL(peak)

規　格　値

mA

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

注１．出力尖頭電流は1ポートごとに流れる電流のピーク値を規定します。
２．平均出力電流IOL(avg)�，IOH(avg)は100msの期間での平均値です。
３．発振周波数はデューティ50％の場合です。

－10

3.1.3　電気的特性

表3.1.4　電気的特性（1）� (指定のない場合はVCC=2.7～5.5V，VSS=0V，Ta=－20～85℃)

“H”出力電圧
P00～P07, P10～P17, P20, P21
P24～P27, P30～P34, P40～P44

  (注)

“L”出力電圧
P00～P07, P20～P27, P30～P34
P40～P44

“L”出力電圧　
      P10～P17

規　格　値

V

V

V

V

V

V

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

IOH=－10mA
VCC=4.0～5.5V

IOH=－1.0mA
VCC=2.7～5.5V

VCC－2.0

VCC－1.0

測  定  条  件

2.0

1.0

VOH

VOL

VOL IOL=20mA
VCC=4.0～5.5V

IOL=10mA
VCC=2.7～5.5V

2.0

1.0

注． P25に関しては，UART制御レジスタのP25/TXD Pチャネル出力禁止ビット(001B16番地のビット4)が“0”の場合です。

P00～P07, P20～P27, P30～P34, P40～P44

IOL(peak) P10～P17

P00～P07, P20～P27, P30～P34, P40～P44

P10～P17

10

20

－5

5

15

8

4

mA

mA

mA

mA

mA

MHz

MHz

IOH(avg)

IOL(avg)

IOL(avg)

f(XIN)

f(XIN)



3-53850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

3
付録

3.1　電気的特性

表3.1.5　電気的特性（2）� (指定のない場合はVCC=2.7～5.5V，VSS=0V，Ta=－20～85℃)

VT+－VT－

VT+－VT－

VT+－VT－

IIH

IIH

IIH

IIL

IIL

IIL

ヒステリシス
CNTR0, CNTR1, INT0～INT3

ヒステリシス
RxD, SCLK1, SCLK2, SIN2

ヒステリシス RESET

“H”入力電流
P00～P07, P10～P17, P20, P21,
P24～P27, P30～P34, P40～P44

“H”入力電流 RESET, CNVSS
“H”入力電流 XIN

“L”入力電流
P00～P07, P10～P17, P20～P27
P30～P34, P40～P44

“L”入力電流 RESET,CNVSS

“L”入力電流 XIN

規　格　値

V

V

V

μA

 μA

 μA

 
μA

 μA

項  　　目
最　小 標 準 最　大

VI=VCC

記　　号 単位測  定  条  件

0.4

0.5

0.5

4

－4

VI=VCC

VI=VCC

VI=VSS

VI=VSS

VI=VSS

クロック停止時 2.0

5.0

5.0

－5.0

－5.0

5.5RAM保持電圧VRAM

μA

V
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3.1　電気的特性

表3.1.6　電気的特性（3）　 (指定のない場合はVCC=2.7～5.5V, VSS=0V, Ta=－20～85℃)

高速モード時
f(XIN)=8MHz
f(XCIN)=32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態

高速モード時
f(XIN)=8MHz  (WIT命令実行時)
f(XCIN)=32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態

低速モード時
f(XIN)=停止
f(XCIN)=32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態

低速モード時
f(XIN)=停止
f(XCIN)=32.768kHz(WIT命令実行時)
出力トランジスタは遮断状態

低速モード時(VCC=3V)
f(XIN)=停止
f(XCIN)=32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態

低速モード時(VCC=3V)
f(XIN)=停止
f(XCIN)=32.768kHz(WIT命令実行時)
出力トランジスタは遮断状態

中速モード時
f(XIN)=8MHz
f(XCIN)=停止
出力トランジスタは遮断状態

中速モード時
f(XIN)=8MHz (WIT命令実行時)
f(XCIN)=停止
出力トランジスタは遮断状態

A-D変換器動作時の増量
f(XIN)=8MHz

発振はすべて停止(STP命令実行時)
出力トランジスタは遮断状態

電源電流

規　格　値
項目

最　小 標 準 最　大
記号 単位測  定  条  件

13

ICC

Ta＝25℃

Ta＝85℃

6.8

1.6

mA

60

250

20

20

150

5.0

4.0

200

40

55

10.0

7.0

1.0

10

mA

μA

μA

μA

μA

μA

μA

mA

mA

μA

1.5

800

0.1 μA

μA

M38507F8FP/SP以外

M38507F8FP/SP

M38507F8FP/SP以外

M38507F8FP/SP

M38507F8FP/SP以外

M38507F8FP/SP

M38507F8FP/SP以外

M38507F8FP/SP

70 μA

20 μA
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3.1　電気的特性

3.1.4　A-D変換器特性

表3.1.7　Ａ-Ｄ変換器特性
（指定のない場合は，VCC=2.7～5.5V, VSS=AVSS=0V, Ta=－20～85℃, f(XIN)=8MHz）

分解能
絶対精度(量子化誤差は除く)
変換時間

ラダー抵抗
基準電源入力電流
　　

Ａ-Ｄポート入力電流

単位

bit
LSB

2tc(XIN)
μs
 kΩ
μA

μA

規　格　値
項  　　目

最　小 標 準 最　大
記　　号

高速モード及び中速モード
低速モード　

VREF=5.0V

測  定  条  件

10
±4
61

200
5
5.0

40
35
150

0.5

50

－
－

tCONV

RLADDER

IVREF

II(AD)

VREF接続時
VREF切断時
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3.1　電気的特性

3.1.5　タイミング必要条件及びスイッチング特性

表3.1.8　タイミング必要条件（1）
(指定のない場合はVCC=4.0～5.5V, VSS=0V, Ta=－20～85℃)

リセット入力“Ｌ”パルス幅
外部クロック入力サイクル時間
外部クロック入力“H”パルス幅
外部クロック入力“L”パルス幅
CNTR0, CNTR1入力サイクル時間
CNTR0, CNTR1入力“H”パルス幅
CNTR0, CNTR1入力“L”パルス幅
INT0～INT3入力“H”パルス幅
INT0～INT3入力“L”パルス幅
シリアルI/O1クロック入力サイクル時間  (注)
シリアルI/O1クロック入力“H”パルス幅 (注)
シリアルI/O1クロック入力“L”パルス幅 (注)
シリアルI/O1入力セットアップ時間
シリアルI/O1入力ホールド時間
シリアルI/O2クロック入力サイクル時間
シリアルI/O2クロック入力“H”パルス幅
シリアルI/O2クロック入力“L”パルス幅
シリアルI/O2クロック入力セットアップ時間
シリアルI/O2クロック入力ホールド時間

tW(RESET)
tC(XIN)
tWH(XIN)
tWL(XIN)
tC(CNTR)
tWH(CNTR)
tWL(CNTR)
tWH(INT)
tWL(INT)
tC(SCLK1)
tWH(SCLK1)
tWL(SCLK1)
tsu(RxD-SCLK1)
th(SCLK1-RxD)
tC(SCLK2)
tWH(SCLK2)
tWL(SCLK2)
tsu(SIN2-SCLK2)
th(SCLK2-SIN2)

規　格　値

XINサイクル
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

20
125
50
50
200
80
80
80
80
800
370
370
220
100
1000
400
400
200
200

注．f(XIN)=8MHz、001A16番地のビット6が“1”(クロック同期式モード)の場合です。
f(XIN)=8MHz、001A16番地のビット6が“0”(非同期式モード)の場合は，値は1/4になります。

表3.1.9　タイミング必要条件（2）
(指定のない場合はVCC=2.7～5.5V, VSS=0V, Ta=－20～85℃)

リセット入力“Ｌ”パルス幅
外部クロック入力サイクル時間
外部クロック入力“H”パルス幅
外部クロック入力“L”パルス幅
CNTR0, CNTR1入力サイクル時間
CNTR0, CNTR1入力“H”パルス幅
CNTR0, CNTR1入力“L”パルス幅
INT0～INT3入力“H”パルス幅
INT0～INT3入力“L”パルス幅
シリアルI/O1クロック入力サイクル時間  (注)
シリアルI/O1クロック入力“H”パルス幅 (注)
シリアルI/O1クロック入力“L”パルス幅 (注)
シリアルI/O1入力セットアップ時間
シリアルI/O1入力ホールド時間
シリアルI/O2クロック入力サイクル時間
シリアルI/O2クロック入力“H”パルス幅
シリアルI/O2クロック入力“L”パルス幅
シリアルI/O2クロック入力セットアップ時間
シリアルI/O2クロック入力ホールド時間

tW(RESET)
tC(XIN)
tWH(XIN)
tWL(XIN)
tC(CNTR)
tWH(CNTR)
tWL(CNTR)
tWH(INT)
tWL(INT)
tC(SCLK1)
tWH(SCLK1)
tWL(SCLK1)
tsu(RxD-SCLK1)
th(SCLK1-RxD)
tC(SCLK2)
tWH(SCLK2)
tWL(SCLK2)
tsu(SIN2-SCLK2)
th(SCLK2-SIN2)

規　格　値

XINサイクル
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

20
250
100
100
500
230
230
230
230
2000
950
950
400
200
2000
950
950
400
300

注．f(XIN)=4MHz、001A16番地のビット6が“1”(クロック同期式モード)の場合です。
f(XIN)=4MHz、001A16番地のビット6が“0”(非同期式モード)の場合は，値は1/4になります。
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3.1　電気的特性

表3.1.10　スイッチング特性（1）
� (指定のない場合は，VCC=4.0～5.5V, VSS=0V, Ta=－20～85℃)

表3.1.11　スイッチング特性（2）
� (指定のない場合は，VCC=2.7～5.5V, VSS=0V, Ta=－20～85℃)

シリアルI/O1クロック出力“H”パルス幅
シリアルI/O1クロック出力“L”パルス幅
シリアルI/O1出力遅延時間 (注1)
シリアルI/O1出力有効時間 (注1)
シリアルI/O1クロック出力立ち上がり時間
シリアルI/O1クロック出力立ち下がり時間
シリアルI/O2クロック出力“H”パルス幅
シリアルI/O2クロック出力“L”パルス幅
シリアルI/O2出力遅延時間 (注2)
シリアルI/O2出力有効時間 (注2)
シリアルI/O2クロック出力立ち下がり時間
CMOS出力 立ち上がり時間 (注3)
CMOS出力 立ち下がり時間 (注3)

tWH (SCLK1)
tWL (SCLK1)
td (SCLK1-TXD)
tV (SCLK1-TXD)
tr (SCLK1)
tf (SCLK1)
tWH (SCLK2)
tWL (SCLK2)
td (SCLK2-SOUT2)
tV (SCLK2-SOUT2)
tf (SCLK2)
tr (CMOS)
tf (CMOS)

規　格　値

ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

tC(SCLK1)/2－30
tC(SCLK1)/2－30

－30

tC(SCLK2)/2－160
tC(SCLK2)/2－160

0

注1．UART制御レジスタのP25/TxD　Pチャネル出力禁止ビット(001B16番地のビット4)が“0”の場合です。
2．シリアルI/O2制御レジスタ1のP01/SOUT2, P02/SCLK2 Pチャネル出力禁止ビット(001516番地のビット7)が“0”の場合です。
3．XOUT端子を除きます。

140

30
30

200

30
30
30

10
10

測定条件

 　図3.1.1　
　

シリアルI/O1クロック出力“H”パルス幅
シリアルI/O1クロック出力“L”パルス幅
シリアルI/O1出力遅延時間 (注1)
シリアルI/O1出力有効時間 (注1)
シリアルI/O1クロック出力立ち上がり時間
シリアルI/O1クロック出力立ち下がり時間
シリアルI/O2クロック出力“H”パルス幅
シリアルI/O2クロック出力“L”パルス幅
シリアルI/O2出力遅延時間 (注2)
シリアルI/O2出力有効時間 (注2)
シリアルI/O2クロック出力立ち下がり時間
CMOS出力 立ち上がり時間 (注3)
CMOS出力 立ち下がり時間 (注3)

tWH (SCLK1)
tWL (SCLK1)
td (SCLK1-TXD)
tV (SCLK1-TXD)
tr (SCLK1)
tf (SCLK1)
tWH (SCLK2)
tWL (SCLK2)
td (SCLK2-SOUT2)
tV (SCLK2-SOUT2)
tf (SCLK2)
tr (CMOS)
tf (CMOS)

規　格　値

ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

tC(SCLK1)/2－50
tC(SCLK1)/2－50

－30

tC(SCLK2)/2－240
tC(SCLK2)/2－240

0

注1．UART制御レジスタのP25/TxD　Pチャネル出力禁止ビット(001B16番地のビット4)が“0”の場合です。
2．シリアルI/O2制御レジスタ1のP01/SOUT2, P02/SCLK2 Pチャネル出力禁止ビット(001516番地のビット7)が“0”の場合です。
3．XOUT端子を除きます。

350

50
50

400

50
50
50

20
20

測定条件

図3.1.1



3-10 3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

3
付録

3.1　電気的特性

図3.1.1　出力スイッチング特性測定回路図

被
 
測

 
定

 
出

 
力

 
端

 
子

100pF

C
 

M
 

O
 

S出
 

力



3-113850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

3
付録

3.1　電気的特性

図3.1.2　タイミング図

0.2VCC

tWL(INT)

0.8VCC

tWH(INT)

0.2VCC

0.2VCC    
0.8VCC

0.8VCC

0.2VCC

tWL(XIN)

0.8VCC

tWH(XIN)

tC(XIN)

XIN

0.2VCC
0.8VCC

tW(RESET)

RESET

 

tf tr

0.2VCC     

tWL(CNTR)

0.8VCC    

tWH(CNTR)

tC(CNTR)

td(SCLK1-TXD), td(SCLK2-SOUT2)
tv(SCLK1-TXD),

tv(SCLK2-SOUT2)

tC(SCLK1), tC(SCLK2)

tWL(SCLK1), tWL(SCLK2) tWH(SCLK1), tWH(SCLK2)

th(SCLK1-RxD),

th(SCLK2-SIN2)

tsu(RxD-SCLK1),

tsu(SIN2-SCLK2)

TXD   
SOUT2

RXD
SIN2

SCLK1

SCLK2

INT0～INT3

CNTR0

CNTR1
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3.2　標準特性例

以下に記載する標準特性は、「特性例」で、保証するものではありません。規格値は、「3.1　電気的特性」
を参照してください。

3.2.1　フラッシュメモリ版電源電流特性例

フラッシュメモリ版（M38507F8）の電源電流特性例を図3.2.1、図3.2.2、図3.2.3、図3.2.4、及び図3.2.5に示し
ます。

図3.2.1　フラッシュメモリ版電源電流特性例（高速モード、f(XIN)=8MHz時）

図3.2.2　フラッシュメモリ版電源電流特性例（高速モード、f(XIN)=4MHz時）

測定条件：25℃、f(XIN)=8MHz、高速モード時
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測定条件：25℃、f(XIN)=4MHz、高速モード時
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図3.2.3　フラッシュメモリ版電源電流特性例（中速モード、f(XIN)=8MHz時）

図3.2.4　フラッシュメモリ版電源電流特性例（中速モード、f(XIN)=4MHz時）

測定条件：25℃、f(XIN)=8MHz、中速モード時
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測定条件：25℃、f(XIN)=4MHz、中速モード時
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図3.2.5　フラッシュメモリ版電源電流特性例（低速モード時）

測定条件：25℃、f(XIN)=32kHz、低速モード時
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3.2.2　マスクROM版電源電流特性例

マスクROM版（M38503M2H､M38503M4H､M38504M6､M38507M8）の電源電流特性例を図3.2.6、図
3.2.7、図3.2.8、図3.2.9、及び図3.2.10に示します。

図3.2.6　マスクROM版電源電流特性例（高速モード、f(XIN)=8MHz時）

図3.2.7　マスクROM版電源電流特性例（高速モード、f(XIN)=4MHz時）

測定条件：25℃、f(XIN)=8MHz、高速モード時
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図3.2.8　マスクROM版電源電流特性例（中速モード、f(XIN)=8MHz時）

図3.2.9　マスクROM版電源電流特性例（中速モード、f(XIN)=4MHz時）

測定条件：25℃、f(XIN)=8MHz、中速モード時
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図3.2.10　マスクROM版電源電流特性例（低速モード時）

測定条件：25℃、f(XIN)=32kHz、低速モード時
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3.2.3　PROM内蔵版電源電流特性例

PROM内蔵版（M38504E6）の電源電流特性例を図3.2.11、図3.2.12、図3.2.13、図3.2.14、及び図3.2.15に示
します。

図3.2.11　PROM内蔵版電源電流特性例（高速モード、f(XIN)=8MHz時）

図3.2.12　PROM内蔵版電源電流特性例（高速モード、f(XIN)=4MHz時）

測定条件：25℃、f(XIN)=8MHz、高速モード時
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図3.2.13　PROM内蔵版電源電流特性例（中速モード、f(XIN)=8MHz時）

図3.2.14　PROM内蔵版電源電流特性例（中速モード、f(XIN)=4MHz時）

測定条件：25℃、f(XIN)=8MHz、中速モード時
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図3.2.15　PROM内蔵版電源電流特性例（低速モード時）

測定条件：25℃、f(XIN)=32kHz、低速モード時
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3.2.4　フラッシュメモリ版ポート標準特性例

フラッシュメモリ版（M38507F8）のポート標準特性例を図3.2.16から図3.2.19に示します。

図3.2.16　Pチャネルドライブ時のCMOS出力ポートの標準特性例(Ta=25℃)

図3.2.17　Nチャネルドライブ時のCMOS出力ポートの標準特性例(Ta=25℃)
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図3.2.18　Nチャネルドライブ時のNチャネルオープンドレイン出力ポートの標準特性例(Ta=25℃)

図3.2.19　Nチャネルドライブ時のCMOS大電流出力ポートの標準特性例(Ta=25℃)
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3.2.5　マスクROM版ポート標準特性例

マスクROM版（M38503M2H, M38503M4H, M38504M6, M38507M8）のポート標準特性例を図3.2.20から
図3.2.23に示します。

図3.2.20　Pチャネルドライブ時のCMOS出力ポートの標準特性例(Ta=25℃)

図3.2.21　Nチャネルドライブ時のCMOS出力ポートの標準特性例(Ta=25℃)
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図3.2.22　Nチャネルドライブ時のNチャネルオープンドレイン出力ポートの標準特性例(Ta=25℃)

図3.2.23　Nチャネルドライブ時のCMOS大電流出力ポートの標準特性例(Ta=25℃)
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3.2.6　PROM内蔵版ポート標準特性例

PROM内蔵版（M38504E6）のポート標準特性例を図3.2.24から図3.2.27に示します。

図3.2.24　Pチャネルドライブ時のCMOS出力ポートの標準特性例(Ta=25℃)

図3.2.25　Nチャネルドライブ時のCMOS出力ポートの標準特性例(Ta=25℃)
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図3.2.26　Nチャネルドライブ時のNチャネルオープンドレイン出力ポートの標準特性例(Ta=25℃)

図3.2.27　Nチャネルドライブ時のCMOS大電流出力ポートの標準特性例(Ta=25℃)
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3.2.7　A-D変換標準特性例

(1)　A-D変換精度の定義

A-D変換精度の定義を以下に説明します。

●相対精度
・ゼロトランジション電圧 ...................... 実際のA-D変換出力データが0から1に変化するときのアナ

ログ入力電圧を表します。
・フルスケールトランジション電圧 ...... 実際のA-D変換出力データが1023から1022に変化するとき

のアナログ入力電圧を表します。
・直線性誤差 ............................................... V0TとVFSTを結んだ直線と実際のA-D変換出力データとの

偏差を表します。
・微分非直線性誤差................................... 相対精度において、V0T～VFST間で変換値を1LSB変化さ

せるために必要な入力電位差からの偏差を表します。
●絶対精度

実際のA-D変換特性の0～VREF間の理想特性からの偏差を表します。

図3.2.28 A-D変換精度の定義
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(2)　A-D変換標準特性例

フラッシュメモリ版、マスクROM版、PROM内蔵版のA-D変換標準特性例をそれぞれ図3.2.29から図
3.2.31に示します。
グラフの太いラインは絶対精度誤差を示します。ここでは、出力コードが変化する点の理想値からのず
れで表示しています。例えば、出力コードの256→257変化は、理想的にはAN0=1280mVの点で起こりま
す。しかし、絶対精度誤差の測定値は2.5mVですから、“1280+2.5=1282.5mV”が測定変化点であることを
表します。
グラフの細いラインは、出力コードが同一である入力電圧の幅を示します。例えば、出力コードが256
である入力電圧の幅の測定値は5.0mVですから、微分非直線性誤差は“5.0-5.0=0mV（0LSB）”であることを
表します。
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図3.2.29　フラッシュメモリ版（M38507F8）のA-D変換標準特性例

M38507F8 A-D CONVERTER ERROR & STEP WIDTH MEASUREMENT

ゼロトランジション電圧 ： 10.625［mV］ �
フルスケールトランジション電圧 ： 5122.812［mV］ �
微分非直線性誤差 ： 1.719［mV］ ： 0.344［LSB］�
直線性誤差 ： –5.659［mV］ ： –1.131［LSB］�
絶対精度 ： 8.906［mV］ ： 1.781［LSB］�

VCC = 5.12［V］,  VREF = 5.12［V］�
XIN = 8［MHz］,  Ta = 25［deg.］�
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図3.2.30　マスクROM版（M38503M2H, M38503M4H, M38504M6, M38507M8）のA-D変換標準特性例

M38503M2H, M38503M4H, M38504M6, M38507M8 A-D CONVERTER ERROR & STEP WIDTH MEASUREMENT

ゼロトランジション電圧 ： 10.31［mV］ �
フルスケールトランジション電圧 ： 5118.12［mV］ �
微分非直線性誤差 ： –1.41［mV］ ： –0.28［LSB］�
直線性誤差 ： –4.72［mV］ ： –0.94［LSB］�
絶対精度 ： 6.25［mV］ ： 1.25［LSB］�

VCC = 5.12［V］,  VREF = 5.12［V］�
XIN = 8［MHz］,  Ta = 25［deg.］�
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図3.2.31　PROM内蔵版（M38504E6）のA-D変換標準特性例

M38504E6 A-D CONVERTER ERROR & STEP WIDTH MEASUREMENT

ゼロトランジション電圧 ： –0.62［mV］ �
フルスケールトランジション電圧 ： 5112.19［mV］ �
微分非直線性誤差 ： 2.97［mV］ ： 0.59［LSB］�
直線性誤差 ： –3.41［mV］ ： –0.68［LSB］�
絶対精度 ： –7.03［mV］ ： –1.41［LSB］�

VCC = 5.12［V］,  VREF = 5.12［V］�
XIN = 8［MHz］,  Ta = 25［deg.］�

15.0

E
R

R
O

R
 [m

V
]

STEP No.

10.0

5.0

0.0

15.0

1L
S

B
  W

ID
T

H
 [m

V
]10.0

5.0

15.0

10.0

5.0

15.0

10.0

5.0

15.0

10.0

5.0

0.0

–5.0

–10.0

–15.0

15.0

10.0

5.0

0.0

–5.0

–10.0

–15.0

15.0

10.0

5.0

0.0

–5.0

–10.0

–15.0

15.0

10.0

5.0

0.0

–5.0

–10.0

–15.0

E
R

R
O

R
 [m

V
]

E
R

R
O

R
 [m

V
]

E
R

R
O

R
 [m

V
]

0 16 32 48 64 80 96 112 128

STEP No.

144 160 176 192 208 224 240 256

1L
S

B
  W

ID
T

H
 [m

V
]

0.0

256 272 288 304 320 336 352 368 384

STEP No.
: ERROR（絶対精度誤差）�
: 1LSB WIDTH

400 416 432 448 464 480 496 512

1L
S

B
  W

ID
T

H
 [m

V
]

0.0

512 528 544 560 576 592 608 624 656 672 688 704 720 736 752 768

1L
S

B
  W

ID
T

H
 [m

V
]

0.0

768 784 800 816 832 848 864 880 896

STEP No.
640

912 928 944 960 976 992 1008 1024



3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

付録
3

3-32

3.3　使用上の注意事項

3.3　使用上の注意事項

3.3.1　入出力ポートに関する注意事項

(1)　スタンバイ状態での使用

スタンバイ状態*1で使用する場合は、入出力ポートの入力レベルを不定の状態にしないでください。
特にNチャネルオープンドレインの入出力ポートでは注意が必要です。また、Nチャネルオープンドレ
インの入出力ポートでは、出力に設定している場合でも、同様の注意が必要です。
この場合、抵抗を介してポートをプルアップ（Vccに接続）又はプルダウン（Vssに接続）してくだ
さい。
抵抗値を決定する際は、以下の2点に留意してください。
・外付け回路
・通常動作時の出力レベルの変動　

●理由
方向レジスタで入力ポートに設定している場合はトランジスタがOFF状態になるため、ポートは
ハイインピーダンス状態になります。このとき、入力レベルを不定の状態にすると、マイコン内部
の入力バッファに入力される電位が不安定となるため、電源電流が流れることがあります。
また、Nチャネルオープンドレインの入出力ポートではポートラッチの内容が“1”の場合、方向
レジスタで出力ポートに設定していても、入力ポートと同様の現象がおこります。

*1スタンバイ状態：STP命令実行によるストップモード
WIT命令実行によるウエイトモード

(2)　ビット処理命令による出力データの書き替え

入出力ポートのポートラッチをビット処理命令*を用いて書き替える場合、指定していないビットの
値が変化することがあります。

●理由
ビット処理命令はリード・モディファイ・ライト形式の命令で、バイト単位で読み出し及び書き
込みを行います。したがって入出力ポートのポートラッチの、あるビットに対してこの命令を実行
した場合、そのポートラッチの全ビットに対して以下の処理が行われます。
・入力に設定されているビット：
端子の値がCPUに読み込まれ、ビット処理後、このビットに書き込まれる。
・出力に設定されているビット：
ポートラッチのビットの値がCPUに読み込まれ、ビット処理後、このビットに書き込まれる。
ただし、以下の点に注意してください。
・出力に設定されているポートを入力ポートに変更しても、ポートラッチには出力データが保持
される構成になっています。
・入力に設定されているポートラッチのビットについては、ビット処理命令で指定していない場
合にも、端子とポートラッチの内容が異なる場合、ビットの値が変化します。

*ビット処理命令：SEB命令、CLB命令
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3.3　使用上の注意事項

3.3.2　未使用端子の処理に関する注意事項

(1)　未使用端子の適切な処理

①出力専用端子
開放してください。

②入力専用端子
各端子ごとに1～10kΩの抵抗を介して、VCC又はVSSに接続してください。また、電圧レベルが動
作モードに影響を与える端子（CNVSS端子、INT端子など）は、モードを検討の上、VCC又はVSSを選
択してください。

③入出力ポート
入力モードに設定し、1～10kΩの抵抗を介してVCC又はVSSに接続してください。出力モードに設
定する場合は、“L”又は“H”出力状態で開放してください。
・出力モードに設定して開放する場合、リセット後プログラムによってポートを出力モードに
切り替えるまでは、初期状態の入力モードのままです。そのため端子の電圧レベルが不定とな
り、ポートが入力モードになっている間、電源電流が増加する場合があります。システムへの
影響については、ユーザサイドで十分なシステム評価を行ってください。
・ノイズやノイズによって引き起こされる暴走などにより方向レジスタが変化する場合を考慮
し、定期的に方向レジスタをプログラムで再設定することによって更にプログラムの信頼度が
高まります。

④A-D変換器を使用しない場合のA-D変換用電源端子AVSS

A-D変換器を使用しない場合、A-D変換用電源端子AVSSは以下のように処理してください。
・AVSS : VSSに接続

(2)　処理上の留意事項

①入力ポート及び入出力ポート
入力モードで開放しないでください。
理由：
・初段回路によっては電源電流が増加する場合があります。
・上記適切な処理(1)の②③に比べ、ノイズの影響を受け易くなります。

②入出力ポート
入力モードに設定した場合、VCC又はVSSに直結しないでください。
理由：
暴走、ノイズなどによって、方向レジスタが出力モードに変化した場合、短絡する可能性があ
ります。

③入出力ポート
入力モードに設定した場合、複数ポートをまとめて抵抗を介し、VCC又はVSSに接続しないでくだ
さい。
理由：
暴走、ノイズなどによって、方向レジスタが出力モードに変化した場合、ポート間で短絡する
可能性があります。

・未使用端子処理はマイコンの端子からできるだけ 短い配線(20mm以内)で処理してください。
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3.3.3　割り込みに関する注意事項

(1)　関連レジスタの設定変更

割り込みエッジ選択レジスタ（3A16番地）及びタイマXYモードレジスタ（2316番地）の設定を変更する
場合、これらの設定に同期した割り込み発生が不要なら、以下の手順で設定してください。

図3.3.1　関連レジスタの設定変更手順

●理由
次の場合、割り込み要求ビットが　“1”になる場合があります。
・外部割り込みのアクティブエッジを設定する際
　対象レジスタ：割り込みエッジ選択レジスタ（3A16番地）

タイマXYモードレジスタ（2316番地）
・同一割り込みベクトルに複数の割り込み要因が割り当てられたベクトルの割り込み要因を切り
替える際
　対象レジスタ：割り込みエッジ選択レジスタ（3A16番地）
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3.3　使用上の注意事項

(2)　割り込み要求ビットの判定

データ転送命令を使用して割り込み要求レジスタの割り込み要求ビットを“0”にした直後、BBC命
令又はBBS命令をこの割り込み要求ビットに対して実行する場合は、BBC命令又はBBS命令を実行す
る前に、1命令実行してください。

図3.3.2　割り込み要求ビットの判定手順

●理由
割り込み要求レジスタの割り込み要求ビットを“0”にした直後にBBC命令又はBBS命令を実行す
ると、“0”になる前の割り込み要求ビットの値を判定します。

3.3.4　タイマに関する注意事項

● タイマラッチに値n(“0”～“255”)を書き込んだ場合の分周比は、1/(n+1)です。
● タイマ12カウントソース選択ビット及びタイマXカウントソース選択ビット、タイマYカウントソー
ス選択ビットによりタイマのカウントソースを切り替えるとき、タイマのカウント入力に細かいパル
スが生じてタイマのカウント値が大きく変わることがあります。したがって、タイマのカウントソー
スを設定した後、プリスケーラ及びタイマに値を設定してください。

3.3.5　シリアルI/Oに関する注意事項

(1)　クロック同期形の選択時（シリアルI/O1）

①送信動作の停止
シリアルI/O1許可ビット及び送信許可ビットを“0”(シリアルI/O及び送信禁止)にしてください。

●理由
シリアルI/O1許可ビットだけを“0”(シリアルI/O1禁止)にしても、送信動作の停止及び送信回路の
初期化は行われず、内部の送信動作は継続して行われます(TxD､RxD､SCLK1､SRDY1各端子の機能は入
出力ポート機能となるため、送信データが外部へ出力されることはありません)。この状態で、送
信バッファレジスタにデータを書き込むと、データは送信シフトレジスタに転送されマイコン内部
のシフト動作が開始されます。この時点でシリアルI/O許可ビットを“1”にすると、内部でシフト中
のデータが途中からTxD端子に出力され、不具合の原因となります。

②受信動作の停止
受信許可ビットを“0”(受信禁止)、又はシリアルI/O1許可ビットを“0”(シリアルI/O禁止）にしてく
ださい。
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③送受信動作の停止
送信許可ビット、及び受信許可ビットの両方を同時に“0”(送受信禁止)にしてください。
（クロック同期形シリアルI/Oモードのデータ送受信時、送信動作又は受信動作のいずれか一方だ
けを停止することはできません。）

●理由
クロック同期形シリアルI/Oモードでは、送信及び受信に同一のクロックを使用しているため、
いずれか一方だけを禁止した場合、送信と受信の同期がとれなくなり、ビットずれが生じます。
クロック同期形シリアルI/Oモードでは、受信のためにも送信回路のクロック回路が動作してい
ます。そのため、送信許可ビットだけを“0”（送信禁止）にしても送信回路は止まらない構成になっ
ています。また〈(1)の① 送信動作の停止〉と同様に、シリアルI/O1許可ビットを“0”（シリアルI/O禁
止）にしても送信回路を初期化できません。

➃ 受信側のSRDY1出力（シリアルI/O1）
クロック同期形シリアルI/Oモードにおいて、外部クロックを用いて受信側がSRDY1出力を行う
場合、受信許可ビット及びSRDY1出力許可ビットとともに、送信許可ビットも“1”（送信許可）にして
ください。

(2)　非同期形の選択時（シリアルI/O1）

①送信動作の停止
送信許可ビットを“0”(送信禁止)にしてください。

●理由
シリアルI/O1許可ビットだけを“0”(シリアルI/O1禁止)にしても、送信動作の停止及び送信回路の
初期化は行われず、内部の送信動作は継続して行われます(TxD､RxD､SCLK1､SRDY1各端子の機能は入
出力ポート機能となるため、送信データが外部へ出力されることはありません)。この状態で、送
信バッファレジスタにデータを書き込むと、データは送信シフトレジスタに転送されマイコン内部
のシフト動作が開始されます。この時点でシリアルI/O許可ビットを“1”にすると、内部でシフト中
のデータが途中からTxD端子に出力され、不具合の原因となります。

②受信動作の停止
受信許可ビットを“0”(受信禁止)にしてください。

③送受信動作の停止
　送信のみの停止

送信許可ビットを“0”(送信禁止)にしてください。

　●理由
シリアルI/O1許可ビットだけを“0”(シリアルI/O1禁止)にしても、送信動作の停止及び送信回路の
初期化は行われず、内部の送信動作は継続して行われます(TxD､RxD､SCLK1､SRDY1各端子の機能
は入出力ポート機能となるため、送信データが外部へ出力されることはありません)。この状態で、
送信バッファレジスタにデータを書き込むと、データは送信シフトレジスタに転送されマイコン内
部のシフト動作が開始されます。この時点でシリアルI/O許可ビットを“1”にすると、内部でシフト
中のデータが途中からTxD端子に出力され、不具合の原因となります。
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3.3　使用上の注意事項

図3.3.3 シリアルI/O1制御レジスタの再設定手順

(4)　送信シフトレジスタシフト終了フラグを使用したデータ送信制御（シリアルI/O1）

送信バッファに送信データを書き込んだ後、送信シフトレジスタシフト終了フラグは、シフトク
ロックの0.5～1.5クロック分遅れて“1”から“0”へ変化します。したがって送信バッファに送信データ
を書き込んだ後、送信シフトレジスタ終了フラグを参照してデータ送信を制御する場合、この遅れに
注意してください。

(5)　送信許可ビットセット時の送信割り込み要求（シリアルI/O1）

送信割り込みを使用する場合は、以下の手順で送信許可ビットを許可状態にしてください。
①CLB命令により、割り込み許可ビットを“0”（禁止状態）にする。
②シリアルI/Oの送受信準備を行う。
　③一命令以上おいてからCLB命令により割り込み要求ビットを“0”にする。
　④割り込み許可ビットを“1”（許可状態）にする。

●理由
送信許可ビットを“1”に設定すると、送信バッファエンプティフラグ、及び送信シフトレジスタ
シフト終了フラグは“1”に設定されます。送信割り込みの発生するタイミングに以下どちらかの
フラグが“1”に設定されたタイミングを選択しても、割り込み要求が発生し、送信割り込み要求
ビットがセットされます。
・送信バッファエンプティフラグを“1”に設定
・送信シフトレジスタシフト終了フラグを“1”に設定

　受信のみの停止
受信許可ビットを“0”(受信禁止)にしてください。

(3)　シリアルI/O1制御レジスタの再設定（シリアルI/O1)

シリアルI/O1制御レジスタを再設定する場合は、送信許可ビット及び受信許可ビットの両方を“0”に
して、送信及び受信回路をリセットした後、設定し直してください。
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3.3　使用上の注意事項

(6)　外部クロック選択時の送信制御（シリアルI/O1（クロック同期形モード））

データ送信時、同期クロックとして外部クロックを選択している場合、SCLK1が“H”の状態で送信許
可ビットを“1”にしてください。また、送信バッファレジスタへの書き込みも、SCLK1が“H”の状態で
行ってください。

(7)　送信データの書き込み（シリアルI/O2）

クロック同期シリアルI/O2では、同期クロックとして外部クロックを選択した場合、転送クロック
の入力レベルが“H”の時に、シリアルI/O2レジスタ（シリアルI/Oシフトレジスタ）へ送信データを書き
込んでください。

3.3.6　PWMに関する注意事項

PWM機能許可ビットが許可に設定され、PWM端子から“L”レベルが出力された後、PWMは開始しま
す。この“L”レベルの出力時間は次のとおりです。
・カウントソース選択ビット＝“0”、n＝プリスケーラ設定値

・カウントソース選択ビット＝“1”、n＝プリスケーラ設定値

n + 1
2 ✕  f(XIN)

（秒）

n + 1
f(XIN)

（秒）
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3.3　使用上の注意事項

3.3.7　A-D変換器に関する注意事項

(1)　アナログ入力端子

アナログ入力の信号源インピーダンスは小さくしてください。又は、アナログ入力端子に、0.01
μF～1μFの外付けのコンデンサを付加してください。更に、ユーザサイドで応用製品の十分な動作
確認を行ってください。

●理由
アナログ入力端子には、アナログ電圧比較用のコンデンサが内蔵されています。そのため、イン
ピーダンスの高い信号源からの信号をアナログ入力端子に入力した場合、充放電ノイズが発生し、
十分なA-D変換精度が得られない場合があります。

(2)　A-D変換器用電源端子

A-D変換機能の使用又は不使用にかかわらず、A-D変換器用電源端子AVSSは以下のように処理して
ください。
・AVSS：VSSに接続

●理由
AVSS端子を開放すると、ノイズなどの影響を受けるためマイコンが誤動作をすることがありま
す。

(3)　A-D変換中のクロック周波数

比較器は容量結合で構成されており、クロック周波数が低いと電荷が失われます。そのため、A-D
変換中は以下の2点に留意してください。
・中速/高速モード時のf(XIN)は500kHz以上にしてください。
・STP命令を実行しないでください。
・低速モードでA-D変換を実行する場合は、内蔵の自己発振回路を使用してA-D変換を行いますの
　　で、f(XIN)の下限周波数の制限はありません。

3.3.8　ウオッチドッグタイマに関する注意事項

●ストップ解除の待ち時間の間もウオッチドッグタイマはカウントするため、この間にウオッチドッグ
タイマがアンダフローしないようにしてください。
●ウオッチドッグタイマ制御レジスタのSTP命令禁止ビットを“1”にすると、プログラムにより“0”に書
き替えることはできません。
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3.3　使用上の注意事項

3.3.9　リセット端子に関する注意事項

(1)　コンデンサの接続
_____________

リセット信号が緩やかに立ち上がる場合は、RESET端子とVSS端子の間に、セラミックコンデンサ
などの高周波特性の良い1000pF以上のコンデンサを接続してください。コンデンサを使用する際は、
以下の2点に留意してください。
・コンデンサの配線長は最短にしてください。
・ユーザサイドで応用製品の動作確認を十分行ってください。

　　●理由
_____________

RESET入力端子に数nsから数十nsのインパルス性のノイズが乗った場合、マイコンが誤動作をする
ことがあります。

(2)　電源投入後のリセット解除

パワーオンリセット等、電源投入後リセットを解除する場合は、電源電圧が2.7V以上に達し、XIN

が安定発振している状態でXINが20サイクル以上経過した後に解除してください。

　　●理由

リセット解除には電源電圧が2.7～5.5Vにあり、XINが安定発振しているときにXINの20サイクル以上
の期間“L”レベルにする必要があります。

3.3.10　ストップモードに関する注意事項

■レジスタ設定
STP命令解除後の発振安定時間設定ビットを“0”で使用される場合は、ストップモードからの復
帰時、プリスケーラ12、タイマ1の値は自動的に書き換えられていますので、それぞれ再設定して
ください。
STP命令解除後の発振安定時間設定ビットを“1”で使用される場合は、使用される発振子の発振
安定時間を十分評価した上で、タイマ1、プリスケーラ12に値を設定してください。

■復帰後のクロック
割り込みによってストップモードから復帰すると、STP命令実行前のCPUモードレジスタの内容
が保持されています。そのためSTP命令実行前にメインクロック、サブクロックとも発振させてい
た場合は、割り込みによってストップモードから復帰するとメインクロック、サブクロックとも発
振を再開します。
上記においてメインクロック側がシステムクロックに設定されていた場合、ストップモードから
の復帰時にXIN入力の約8000サイクル分の発振安定時間が確保されます。このとき、メインクロッ
ク側の発振安定時間経過後でもサブクロック側の発振は安定していないことがありますので、注意
してください。
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3.3　使用上の注意事項

3.3.11　ウエイトモードに関する注意事項

■復帰後のクロック
WIT命令実行時にXCINをシステムクロックとして設定し、XINの発振を停止させていた場合に、リ
セットによってウエイトモードから復帰すると、XCINの発振が停止し、XINが発振を開始し、XINが
システムクロックになります。
上記においてXINの発振が安定するまで、RESET端子に“L”レベルを入力しておく必要がありま
す。

3.3.12　フラッシュメモリ版のCPU書き換えモードに関する注意事項

CPU書き換えモードを使用してフラッシュメモリを書き換える場合、以下の注意事項があります。

(1)　動作速度　

CPU書き換えモード中は、メインクロック分周比選択ビット(003B16番地のビット6,7)によって、内
部クロックφが4.0MHZ以下になるように設定してください。

(2)　使用禁止命令

CPU書き換えモード中、フラッシュメモリ内部のデータを参照する命令は使用できません。

(3)　割り込み

CPU書き換えモード中、割り込みはフラッシュメモリ内部のデータを参照するため使用できませ
ん。

(4)　ウオッチドッグタイマ

すでにウオッチドッグタイマが起動されている場合は、プログラム又はイレーズ中、ウオッチドッ
グタイマは常にクリアされるので、アンダフローによる内部リセットは発生しません。

(5)　リセット

常に受け付けます。リセット解除時、CNVSS＝Hの場合、ブートモードで起動されるので、ブート
ROM領域のFFFC16、FFFD16番地に格納されたアドレスからプログラムがスタートします。
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3.3　使用上の注意事項

3.3.13　発振の再開に関する注意事項

発振の再開

通常は、ストップ命令が外部割り込みにより解除されるとタイマ1及びプリスケーラ12には特定の
値（タイマ1には0116、プリスケーラ12にはFF16）が発振安定待ちのため自動的にセットされます。一
方、MISRG（003816番地）のbit0を“1”にセットすることでこの自動セットを無効にすることもできま
す。ただしこのビットを“1”にセットした場合、ストップ命令実行直前のタイマ1及びプリスケーラ12
に残っている値が発振安定待ち時間用のカウント値となってしまうため、STP命令実行前に、発振の
立ち上がり時間を十分に確保できる値をタイマ1及びプリスケーラ12に設定してください。

●理由
外部割り込みが受け付けられると発振は再開しますが、タイマ1がアンダフローしてはじめて

CPUに内部クロックφが供給されます。これは、セラミック発振などを使用した場合、発振の立ち
上がりに時間を要するためです。

3.3.14　プログラム作成に関する注意事項

(1)　プロセッサステータスレジスタ

①プロセッサステータスレジスタの初期化
プログラムの実行に影響を与えるプロセッサステータスレジスタ(PS)のフラグを初期化しておく
必要があります。
特にTフラグとDフラグは、演算そのものに影響を与えるため、初期化が必須となります。

●理由
プロセッサステータスレジスタ(PS)は、Iフラグが“1”であるのを除いて、リセット直後は不定で
す。

図3.3.4　プロセッサステータスレジスタのフラグの初期化
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3.3　使用上の注意事項

②プロセッサステータスレジスタの参照方法
プロセッサステータスレジスタ(PS)の内容を参照したい場合には、一度PHP命令を実行した後
で、(S)+1の内容を読み出します。さらに必要な場合にはPLP命令の実行により退避したPSを元に
戻します。
PLP命令実行後には、必ずNOP命令を入れてください。

図3.3.5　PLP命令実行時の手順 図3.3.6　PHP命令実行後のスタックメモリの内容

(2)　BRK命令

①割り込み優先順位
下記2つの状態である時にBRK命令を実行すると、その要因の中で最も優先順位の高い要因の割
り込みベクトルの番地から割り込みの実行を開始します。
・割り込み要求ビット、割り込み許可ビットが共に“1”
・Iフラグを“1”にして割り込みを禁止

(3)　10進演算

①10進演算時の命令
10進演算を行う場合、SED命令により10進モードフラグDを“1”にセットして、ADC命令又は

SBC命令を実行します。その場合、SEC命令、CLC命令、又はCLD命令は、ADC命令又はSBC命
令よりも一命令後に行ってください。

②10進演算時のステータスフラグ
10進モード(Dフラグ=1)時にADC, SBC命令を実行したとき、ステータスフラグのうちN, V, Zの

3つのフラグは無効となります。
また、C(キャリー)フラグは演算の結果、桁上がりが発生すると“1”にセット、桁借りが発生する
と“0”にクリアされますので、演算結果の桁上がり、桁借りを判定させるフラグとして利用できま
す。また、演算前にはCフラグの初期化を行ってください。

図3.3.7　10進演算時のステータスフラグ
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3.3　使用上の注意事項

(4)　JMP命令

JMP命令(間接アドレッシングモード)を使用する場合、下位8ビットが“FF16”となるアドレスをオペ
ランドに指定しないでください。

(5)　乗除算命令

･MUL、DIV命令は、T、Dフラグの影響を受けません。
･乗除算命令の実行ではプロセッサステータスレジスタの内容は変化しません。

(6)　ポート

ポート方向レジスタの値は読み出すことができません。すなわち、LDA命令をはじめ、Tフラグが
“1”の場合のメモリ演算命令、方向レジスタの値を修飾値とするアドレッシングモード、BBC、BBS
などのビットテスト命令は使用できません。また、CLB、SEBなどのビット操作命令、RORなどの演
算を始めとする方向レジスタのリード・モディファイ・ライト命令も使用できません。方向レジスタ
の設定はLDM命令、STA命令などを使用してください。

(7)　命令の実行時間

命令の実行時間は機械語命令一覧表に記載されているサイクル数に内部クロックφの周期をかける
ことによって得られます。内部クロックφの周期は高速モードではXIN周期の2倍です。

3.3.15　EPROM版/ワンタイムPROM版/フラッシュメモリ版に関する注意事項

CNVSS端子は、プログラマブル電源端子(VPP端子)と兼用しているため、端子から低抵抗で内部メモリ回
路ブロックに接続しています。
ノイズ誤動作耐量向上の点から、CNVSS端子の配線は1～10kΩの抵抗を介してVSS又はVCCに接続くださ
るようお願いいたします。なお、マスクROM版のCNVSS端子の配線が抵抗を介して接続されていても、動
作上支障はありません。

3.3.16　電源端子の取扱いに関する注意事項

ご使用の際には、ラッチアップ現象防止のため、素子の電源端子（VCC端子）とGND端子（VSS端子）との
間、及び電源端子（VCC端子）とアナログ電源入力端子（AVSS端子）との間に高周波特性の良いコンデンサを
バイパスコンデンサとして付加してください。バイパスコンデンサは0.01μF～0.1μFのセラミックコン
デンサを推奨いたします。
また、バイパスコンデンサは電源端子とGND端子との間、電源端子とアナログ電源入力端子との間を最
短距離で付加してくださるようお願いいたします。

3.3.17　3850グループ（標準品）と3850グループ（H仕様）の相違に関する注意事項

(1) 3850グループ（H仕様）の絶対最大定格は、電源電圧VCC=0.3～6.5V、CNVSS入力電圧VI=－0.3～
VCC+0.3Vと3850グループ（標準品）と比べ、小さくなっています。

(2) XIN-XOUT、XCIN-XCOUTの発振回路定数が異なる場合があります。
(3) 予約領域、予約ビットは、何もデータを書き込まないでください。（リセット後の状態を変更しない
でください。）

(4) CPUモードレジスタのビット3は“1”に固定してください。
(5) 未使用端子の処理を確実に実施してください。
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3.4　ノイズに関する注意事項

ノイズに関する注意事項及びその対策例を以下に示します。本対策例はノイズに関して理論的に有効です
が、実使用に際しては、本対策を実施した後も充分なシステム評価を行ってください。

3.4.1　配線長の短縮

基板の配線は、ノイズをマイコン内部に引き込むアンテナとなる可能性があります。総配線長が短い
（mm単位）ほどノイズをマイコン内部に引き込む可能性は低くなります。

(1)　パッケージ

総配線長を短くするために、マイコンはできるだけ小型のパッケージを採用してください。

●理由
マイコンのパッケージは配線の長さに影響し、DIPよりも小型のQFPなどを使用した方が総配線
長は短くなり、ノイズの影響を受けにくくなります。

図3.4.1 パッケージの選択

(2)　リセット端子の配線

リセット端子に接続する配線は短くしてください。特にリセット端子とVss端子間に接続するコン
デンサは、それぞれの端子とできるだけ短い(20 mm以内)配線で接続してください。

●理由
リセット端子に入力されるパルス幅はタイミング必要条件で規定されます。規定幅より短いパル
ス幅のノイズがリセット端子に入力されると、マイコン内部が完全な初期状態になる前にリセット
が解除され、プログラム暴走の原因となります。

図3.4.2 リセット入力端子の配線
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(3)　クロック入出力端子の配線

・クロック入出力端子に接続する配線は短くしてください。
・発振子に接続するコンデンサの接地側リード線とマイコンのVss端子とは最短(20mm以内)の配線
で接続してください。
・発振用のVssパターンは発振回路専用とし、他のVssパターンと分離してください。

●理由
クロック入出力端子にノイズが侵入すると、クロックの波形が乱れ、誤動作や暴走の原因となり
ます。
また、マイコンのVssレベルと発振子のVssレベルとの間にノイズによる電位差が生じると正確
なクロックがマイコンに入力されません。

図3.4.3 クロック入出力端子の配線

(4)　CNVSS端子の配線

CNVSS端子とVSS端子とを接続する場合、最短の配線で接続してください。

●理由
CNVSS端子のレベルはマイコンのプロセッサモードに影響します。CNVSS端子とVSS端子とを
接続する場合、CNVSS端子レベルとVSS端子レベルとの間にノイズによる電位差が生じるとプロ
セッサモードが不安定となり、誤動作や暴走の原因となります。

図3.4.4 CNVSS端子の配線
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(5)　ワンタイムPROM版、EPROM版及びフラッシュ版のVPP端子配線

VPP端子のできるだけ近くに5kΩ程度の抵抗を直列に挿入し、VSS端子に接続してください。また、
5kΩ程度の抵抗を挿入しない場合は、VPP端子とVSS端子の配線は最短にしてください。

注.  5kΩ程度の抵抗を挿入した回路のまま、マスクROM版に置き換えても動作上支障ありません。

●理由
ワンタイムPROM版マイコン、EPROM版マイコン及びフラッシュ版マイコンのVPP端子は内蔵

PROMの電源入力端子です。内蔵PROMへプログラムを書き込む時に、書き込み電流が流れ込むよ
うにVPP端子のインーピダンスを低くしているため、ノイズが侵入し易くなっています。VPP端子
からノイズが侵入すると、内蔵PROMから異常な命令コード、データが読み出され、暴走の原因と
なります。

図3.4.5 ワンタイムPROM版、EPROM版及びフラッシュ版のVPP端子の配線

3.4.2　VSS－VCCライン間へのバイパスコンデンサ挿入

VSS－VCCライン間に０.１μF程度のバイパスコンデンサを、以下の条件で挿入してください。
 ・VSS端子－バイパスコンデンサ間の配線長とVCC端子－バイパスコンデンサ間の配線長を等しくする
 ・VSS端子－バイパスコンデンサ間の配線長とVCC端子－バイパスコンデンサ間の配線長を最短とする
 ・VSSライン及びVCCラインは他の信号線よりも幅の広い配線を使用する
 ・電源配線は、バイパスコンデンサを経由してVSS端子及びVCC端子へ接続する

図3.4.6 VSS－VCCライン間のバイパスコンデンサ
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3.4.3　アナログ入力端子の配線処理

・アナログ入力端子に接続されるアナログ信号線の、マイコンのできるだけ近い位置に、100～1kΩ程
度の抵抗を直列に接続してください。
・アナログ入力端子とVSS端子間の、VSS端子にできるだけ近い位置に容量1000pF程度のコンデンサ
　　を挿入し、かつ、アナログ入力端子－コンデンサ間の配線及びVSS端子－コンデンサ間の配線長を
　　等しくしてください。

●理由

通常、アナログ入力端子（A-D変換器 /比較器入力端子など）に入力される信号はセンサからの
出力信号です。事象の変化を検知するセンサは、マイコンを実装している基板から離れた位置に配置
されることが多く、アナログ入力端子への配線は必然的に長くなります。この長い配線はノイズを
マイコン内部に引き込むアンテナとなるため、アナログ入力端子にノイズが引き込まれ易くなりま
す。

図3.4.7 アナログ信号線と抵抗及びコンデンサ
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3.4.4　発振子への配慮

マイコンの動作の基本となるクロックを生成する発振子には、他の信号から影響を受けにくくする配慮
が必要です。

(1)　大電流が流れる信号線からの回避

マイコンが扱う電流値の範囲を越えた大きな電流が流れる信号線は、マイコン（特に発振子）からで
きるだけ遠い位置に配置してください。

●理由
マイコンを使用するシステムでは、モータ、LED、サーマルヘッドなどを制御する信号線が存在
します。これらの信号線に大電流が流れる場合、相互インダクタンスによるノイズが発生します。

図3.4.8 大電流が流れる信号線の配線

(2)　高速にレベル変化する信号線からの回避

高速にレベル変化する信号線は、発振子及び発振子の配線パターンからできるだけ遠い位置に配置
してください。
また、高速にレベル変化する信号線は、クロック関連の信号線、その他ノイズの影響を受け易い信
号線と交差させないでください。

●理由
高速にレベル変化するCNTR端子などの信号は、立ち上がり又は立ち下がり時のレベル変化に
よって他の信号線に影響を与え易くなります。特にクロック関連の信号線と交差するとクロックの
波形が乱れ、誤動作や暴走の原因となります。

図3.4.9 リセット入力端子の配線
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(3)　VSSパターンによる保護

両面基板の場合、発振子が実装される面（実装面）の裏側（ハンダ面）の、発振子と同じ位置はVSSパ
ターンにしてください。
このVSSパターンはマイコンのVSS端子と最短の配線で接続し、他のVSSパターンから独立させて
ください。

図3.4.10 発振子の裏面のVSSパターン

3.4.5　入出力ポート処理

入出力ポートは以下の要領で、ハードウエア、ソフトウエアの両面で対策を行ってください。
〈ハードウエア面〉
・入出力ポートに100Ω以上の抵抗を直列に挿入してください。
〈ソフトウエア面〉
・入力ポートではプログラムで複数回読み込みを行い、レベルの一致を確認してください。
・出力ポートではノイズによって出力データが反転する可能性があるため、一定周期でデータレジスタ
の再書き込みを行ってください。
・一定周期で方向レジスタ、プルアップ制御レジスタ（内蔵する品種のみ）の再書き込みを行ってくださ
い。

注.  一定周期で方向レジスタを入力ポートに再設定すると、そのポートから数nsの細いパルスが出力
　　　される場合があります。これが問題となる場合は、ポートにコンデンサを配置することによって
　　　このパルスを除去してください。

図3.4.11 入出力ポート処理
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3.4.6　ソフトウエアによる監視タイマ機能の実現

ノイズなどによってマイコンが暴走した場合、ソフトウエアによる監視タイマで暴走を検出し、
正常動作に復帰させる方法があります。この方法は、ハードウエアの監視タイマを使用して暴走を検出す
る方法と同等又はそれ以上の効果があります。ソフトウエアによる監視タイマの例を以下に示します。
この例ではメインルーチンが割り込み処理ルーチンの動作を、割り込み処理ルーチンがメインルーチン
の動作を相互に監視し、異常を検出するとマイコンを正常な状態に復帰させます。
ただし、この例ではメインルーチンの1周期中に割り込み処理が複数回行われることが前提と
なります。

〈メインルーチンでは〉
・RAMの1バイトをソフトウエア監視タイマ用(SWDT)に割り当て、メインルーチン1周期ごとに1回、
初期値NをSWDTに書き込みます。初期値Nは以下の条件を満たすこととします。

N+1 ≧ メインルーチンの1周期中に行われる割り込み処理の回数
注. メインルーチンの周期は割り込み処理などによって変化するため、初期値Nには余
裕を持たせた値を設定してください。

・SWDTの内容と初期値Nを設定してからの割り込み処理回数とを比較することによって、割り込み処
理ルーチンの動作を監視します。
・割り込み処理を行ってもSWDTの内容が変化しない場合は、割り込み処理ルーチンの動作が異常であ
ると判断し、プログラム初期化ルーチンへ分岐するなどの復帰処理を行います。

〈割り込み処理ルーチンでは〉
・SWDTの内容を1回の割り込み処理で1減算します。
・ほぼ一定の周期（一定の割り込み処理回数）でSWDTの内容が初期値Nに戻ることで、メインルーチン
の正常動作を確認します。
・SWDTの内容がNに初期化されることなく減算され続け、SWDTの内容が0以下になった場合、メイン
ルーチンの動作が異常であると判断し、プログラム初期化ルーチンへ分岐するなどの復帰処理を行い
ます。

図3.4.12 ソフトウエアによる監視タイマ
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3.5　レジスタ一覧

図3.5.2　ポートPi方向レジスタの構成

図3.5.1　ポートPiの構成
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図3.5.11　PWM制御レジスタの構成

図3.5.12　PWMプリスケーラ
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図3.5.13　PWMレジスタの構成

図3.5.14　プリスケーラ12、プリスケーラX、プリスケーラYの構成

b
 
7 b
 
6 b
 
5 b
 
4 b
 
3 b
 
2 b
 
1 b
 
0

P
 
W

 
M

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
(

 
P

 
W

 
M

 
)

 
 

 
【

 
1

 
F1

 
6番

 
地

 
】

P
 
W

 
M

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

●
 
 P

 
W

 
M

 
の

 
“

 
H

 
”

 
レ

 
ベ

 
ル

 
出

 
力

 
期

 
間

 
を

 
設

 
定

 
し

 
ま

 
す

 
。

●こ

 

の

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

に

 

設

 

定

 

し

 

た

 

値

 

は

 

、

 

P

 

W

 

M

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

プ

 

リ
 

 

 

 

 

 

ラ

 

ッ

 

チ

 

と

 

P

 

W

 

M

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

ラ

 

ッ

 

チ

 

の

 

両

 

方

 

へ

 

同

 

時

 

に

 

書

 

き
 

 

 

 

 

 

込

 

ま

 

れ

 

ま

 

す

 

。
●P

 

W

 

M

 

出

 

力

 

中

 

に

 

デ

 

ー

 

タ

 

を

 

書

 

き

 

込

 

ん

 

だ

 

場

 

合

 

、

 

次

 

の

 

周

 

期

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

か

 

ら

 

変

 

更

 

し

 

た

 

内

 

容

 

に

 

対

 

応

 

す

 

る

 

パ

 

ル

 

ス

 

が

 

出

 

力

 

さ

 

れ

 

ま

 

す

 

。
●こ

 

の

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

を

 

読

 

み

 

出

 

し

 

た

 

場

 

合

 

、

 

P

 

W

 

M

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ
 

 

 

 

 

 

ラ

 

ッ

 

チ

 

の

 

内

 

容

 

が

 

読

 

み

 

出

 

さ

 

れ

 

ま

 

す

 

。

不
 

定 ○ ○

b 機
 

　
 

　
 

　
 

能 ﾘ
 
ｾ

 
ｯ

 
ﾄ

 
時 R W

0
1
2
3
4
5
6
7

不
 

定
不
 

定
不
 

定
不
 

定
不
 

定
不
 

定
不
 

定

○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

b
 
7 b
 
6 b
 
5 b
 
4 b
 
3 b
 
2 b
 
1 b
 
0

プ
 
リ

 
ス

 
ケ

 
ー

 
ラ

 
1

 
2

 
(

 
P

 
R

 
E

 
1

 
2

 
)

 
、

 
プ

 
リ

 
ス

 
ケ

 
ー

 
ラ

 
X

 
(

 
P

 
R

 
E

 
X

 
)

 
、プ

 
リ

 
ス

 
ケ

 
ー

 
ラ

 
Y

 
(

 
P

 
R

 
E

 
Y

 
)

　

 

　

 

【

 

2

 

01

 

6,

 

2

 

41

 

6,

 

2

 

61

 

6番

 

地

 

】

プ
 
リ

 
ス

 
ケ

 
ー

 
ラ

 
1

 
2

 
、

 
プ

 
リ

 
ス

 
ケ

 
ー

 
ラ

 
X

 
、

 
プ

 
リ

 
ス

 
ケ

 
ー

 
ラ

 
Y

●各
 

プ
 

リ
 

ス
 

ケ
 

ー
 

ラ
 

の
 

カ
 

ウ
 

ン
 

ト
 

値
 

を
 

設
 

定
 

し
 

ま
 

す
 

。
●こ

 

の

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

に

 

設

 

定

 

し

 

た

 

値

 

は

 

、

 

各

 

プ

 

リ

 

ス

 

ケ

 

ー

 

ラ

 

と
対

 

応

 

す

 

る

 

プ

 

リ

 

ス

 

ケ

 

ー

 

ラ

 

ラ

 

ッ

 

チ

 

の

 

両

 

方

 

へ

 

同

 

時

 

に

 

書

 

き
込

 

ま

 

れ

 

ま

 

す

 

。
●こ

 

の

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

を

 

読

 

み

 

出

 

し

 

た

 

場

 

合

 

、

 

対

 

応

 

す

 

る

 

プ

 

リ

 

ス
ケ

 

ー

 

ラ

 

の

 

カ

 

ウ

 

ン

 

ト

 

値

 

が

 

読

 

み

 

出

 

さ

 

れ

 

ま

 

す

 

。

1 ○ ○

b 機
 

　
 

　
 

　
 

能 ﾘ
 
ｾ

 
ｯ

 
ﾄ

 
時 R W

0
1
2
3
4
5
6
7

1
1
1
1
1
1
1

○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○



3-593850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

付録
3 3.5　レジスタ一覧

図3.5.15　タイマ1の構成

図3.5.16　タイマ2の構成
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3 3.5　レジスタ一覧

図3.5.17　タイマXYモードレジスタの構成

表3.5.1 CNTR0/CNTR1極性切り替えビットの機能

タイマX/Y動作モード
タイマモード

パルス出力モード

イベントカウンタ
モード
パルス幅測定モード

設定値
“0”
“1”
“0”
“1”
“0”
“1”
“0”
“1”

タイマの機能の選択
-
-

“H”レベルからパルス出力
“L”レベルからパルス出力
立ち上がりエッジをカウント
立ち下がりエッジをカウント
“H”レベル幅を測定
“L”レベル幅を測定

CNTR0／CNTR1割り込み要求発生要因
CNTR0／CNTR1入力信号の立ち下がりエッジ
CNTR0／CNTR1入力信号の立ち上がりエッジ
出力信号の立ち下がりエッジ
出力信号の立ち上がりエッジ
入力信号の立ち下がりエッジ
入力信号の立ち上がりエッジ
入力信号の立ち下がりエッジ
入力信号の立ち上がりエッジ
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図3.5.18　タイマX、タイマYの構成

図3.5.19　タイマカウントソース設定レジスタの構成
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図3.5.29　割り込み制御レジスタ1の構成
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図3.5.30　割り込み制御レジスタ2の構成
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図3.5.31　フラッシュメモリ制御レジスタの構成
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フラッシュメモリ制御レジスタ(FMCR) 【0FFE16番地】

フラッシュメモリ制御レジスタ

b ビット名

RY/BYステータス
フラグ

0

CPU書き換えモード
選択ビット（注1）

1

CPU書き換えモード
エントリフラグ

2

フラッシュメモリ
リセットビット（注2）

3

ユーザ領域/ブート領域
選択ビット

4

機　　　能

0：ビジー（書き込み、消去実行中）
1：レディ

0：通常モード
（ソフトウエアコマンド無効）
1：CPU書き換えモード
（ソフトウエアコマンド受付可能）

0：通常モード
1：CPU書き換えモード

0：通常動作
1：リセット

0：ユーザROM領域
1：ブートROM領域

5

6

7

ﾘｾｯﾄ時 R W

1 ○
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0 ○

0 ○ ○

0 ○ ○

× × ×

× × ×

× × ×

これらのビットには何も配置されていません。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。読み出した
場合、その値は不定です。

×

×

注1．“1”を設定するためには、このビット１への“0”書き込み→“1”書き込みを連続　
して行う必要があります。

　2．このビットの設定によってフラッシュメモリリセットを実行するためには、CPU書き
換えモード選択ビットが“1”の状態でこのビットに“1”を書き込み、次に“0”を
書き込んでリセットを解除してください。
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3.6　パッケージ寸法図

3.6　パッケージ寸法図
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3.6　パッケージ寸法図

WDIP42-C-600-1.78
Weight(g)JEDEC CodeEIAJ Package Code
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命令記号 機　　能 詳　細　説　明 IMP IMM A BIT, A ZP BIT, ZP

OP n # OP n # OP n #OP n # OP n # OP n #

3.7　機械語命令一覧表
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6
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3
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5

5

7

3

3
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79

39

5

5

3

3

61

21

6

6
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71

31

6

6
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N

N

N

･

･

･

･

･

M7

･
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･

V
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･

M6

･
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･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

1

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

1

Z

Z

Z

･

･

･

･

･

Z

･

･

･

･

･

C

･

C

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

75

35

16

90

B0

F0

30

D0

10

80

2

2

2

2

2

2

4

2

2

2

2

2

2

2

ADC
(注1)
(注5)

AND
(注1)

ASL

BBC
(注4)

BBS
(注4)

BCC
(注4)

BCS
(注4)

BEQ
(注4)

BIT

BMI
(注4)

BNE
(注4)

BPL
(注4)

BRA

BRK

T = 0のとき
A←A + M + C

T = 1のとき
M(X)←M(X) + M + C

T = 0のとき
A←A    M

T = 1のとき
M(X)←M(X)    M

Ai又はMi = 0?

Ai又はMi = 1?

C = 0?

C = 1?

Z = 1?

A    M

N = 1?

Z = 0?

N = 0?

PC←PC±オフセット

B←1
(PC)←(PC)＋2
M(S)←PCH
S←S－1
M(S)←PCL
S←S－1
M(S)←PS
S←S－1
I←1
PCL←ADL
PCH←ADH

65 3 269 2 2Tフラグが0のとき、AとMとCフラグの内容を加
算して、結果をA及びCフラグに入れます。
Tフラグが1のとき、M(X)とMとCフラグの内容
を加算して、結果をM(X)及びCフラグに入れま
す。このとき、A の内容は変化しませんが、ス
テータスフラグは変化します。ただし、M(X)は
Xが示す番地のメモリの内容です。

Tフラグが0のとき、AとMの内容のビットごと
の論理積をとり、結果をAに入れます。
Tフラグが1のとき、M(X)とMの内容のビットご
との論理積をとり、結果をM(X)に入れます。こ
のとき、Aの内容は変化しませんが、ステータ
スフラグは変化します。ただし、M(X)はXが示
す番地のメモリの内容です。

A又はMのすべてのビットを、1ビット左へシフ
トします。このとき、A又はMのビット0は0に
なります。また、Cフラグには、A又はMのビッ
ト7の内容が入ります。

M又はAの指定されたビットiをテストします。
そのビットが0 であれば、指定されたアドレス
に分岐します。
分岐先のアドレスは、相対で示します。
そのビットが1であれば、そのまま、次へ進みます。

M又はAの指定されたビットiをテストします。
そのビットが1であれば、指定されたアドレス
に分岐します。
分岐先のアドレスは、相対で示します。
そのビットが0であれば、そのまま、次へ進みます。

Cフラグが0のとき、指定されたアドレスに分岐しま
す。分岐先のアドレスは、相対で示します。
Cフラグが1のとき、そのまま、次へ進みます。

Cフラグが1のとき、指定されたアドレスに分岐しま
す。分岐先のアドレスは、相対で示します。
Cフラグが0のとき、そのまま、次へ進みます。

Zフラグが1のとき、指定されたアドレスに分岐しま
す。分岐先のアドレスは、相対で示します。
Zフラグが0のとき、そのまま、次へ進みます。

AとMの内容のビットごとの論理積をとります
が、結果はどこにもストアされません。Nフラ
グ、Vフラグ、Zフラグの内容は変化しますが、
AとMの内容は変化しません。

Nフラグが1のとき、指定されたアドレスに分岐しま
す。分岐先のアドレスは、相対で示します。
Nフラグが0のとき、そのまま、次へ進みます。

Zフラグが0のとき、指定されたアドレスに分岐しま
す。分岐先のアドレスは、相対で示します。
Zフラグが1のとき、そのまま、次へ進みます。

Nフラグが0のとき、指定されたアドレスに分岐しま
す。分岐先のアドレスは、相対で示します。
Nフラグが1のとき、そのまま、次へ進みます。

指定されたアドレスにジャンプします。ジャン
プ先のアドレスは、相対で示します。

BRK命令を実行すると、CPUは現在のPCの内
容をスタックに退避し、割り込みベクトルで、
指定されたアドレス（BADRS）をPCに格納し
ます。

V

       7       0
C ←             ←0

V

7 100

29 2 2 25 3 2

0A 2 1 06 5 2

4

4

2

2

5

5

3

3

17+
20i

13+
20i

03+
20i

07+
20i

324 2

BIT, ZP, RBIT, A, R

V
3.7　機械語命令一覧表
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アドレッシングモード
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N V T B D I Z COP n # OP n #

6 5 4 3 2 1 0
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3.7　機械語命令一覧表
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付録
3

アドレッシングモード

命令記号 機　　能 詳　細　説　明 IMP IMM A BIT, A ZP BIT, ZP

OP n # OP n # OP n #OP n # OP n # OP n #

3.7　機械語命令一覧表

50

70

2

2

2

2

･

･

･

･
･

･

･

･

N

N

N

N

N

N

N

･

N

N

N

N

･

･

･

･
･

･

･

0

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･
･

･

0

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･
･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･
0

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･
･

0

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･
･

･

･

･

Z

Z

Z

Z

Z

Z

Z

･

Z

Z

Z

Z

･

･

･

0
･

･

･

･

C

･

C

C

･

･

･

･

･

･

･

･

D5

D6

E2

55

F6

4

6

16

4

6

2

2

2

2

2

CD

EC

CC

CE

4D

EE

4

4

4

6

4

6

3

3

3

3

3

3

DD

DE

5D

FE

5

7

5

7

3

3

3

3

D9

59

5

5

3

3

C1

41

6

6

2

2

D1

51

6

6

2

2

BVC
(注4)

BVS
(注4)

CLB

CLC

CLD

CLI

CLT

CLV

CMP
(注3)

COM

CPX

CPY

DEC

DEX

DEY

DIV

EOR
(注1)

INC

INX

INY

V = 0?

V = 1?

Ai又はMi←0

C←0

D←0

I←0

T←0

V←0

T = 0のとき
A－M
T = 1のとき
M(X)－M

__

M←M

X－M

Y－M

A←A－1又は
M←M－1

X←X－1

Y←Y－1

A←(M(zz + X + 1),
M(zz + X ))/A
M(S)←剰余の1の補数
S←S－1

T = 0のとき
A←A∀M

T = 1のとき
M(X) ←M(X)∀ M

A←A + 1又は
M←M + 1

X←X + 1

Y←Y + 1

Vフラグが0のとき、指定されたアドレスに分岐しま
す。分岐先のアドレスは、相対で示します。
Vフラグが1のとき、そのまま次へ進みます。

Vフラグが1のとき、指定されたアドレスに分岐しま
す。分岐先のアドレスは、相対で示します。
Vフラグが0のとき、そのまま次へ進みます。

A又はMの、指定されたビットiの内容を0にします。

Cフラグの内容を0にします。

Dフラグの内容を0にします。

Iフラグの内容を0にします。

Tフラグの内容を0にします。

Vフラグの内容を0にします。

Tフラグが0のとき、Aの内容からMの内容を減
算しますが、結果はどこにもストアされませ
ん。このとき、AとMの内容は変化しません。
Tフラグが1のとき、M(X)の内容からMの内容を
減算しますが、結果はどこにもストアされませ
ん。このとき、M(X)とM及びAの内容は変化し
ません。ただし、M(X)はXが示す番地のメモリ
の内容です。

Mの内容の、1の補数をMに入れます。

Xの内容からMの内容を減算しますが、結果は
どこにもストアされません。このとき、XとM
の内容は変化しません。

Yの内容からMの内容を減算しますが、結果は
どこにもストアされません。このとき、YとM
の内容は変化しません。

A又はMの内容を1減少させます。

Xの内容を1減少させます。

Yの内容を1減少させます。

上位8ビットをM(zz + X + 1)、下位8ビットをM
(zz + X )の内容とする16ビットのデータをア
キュムレータの内容で除算します。除算の結
果、商はアキュムレータに、剰余の1の補数は
スタックに入ります。

Tフラグが0のとき、AとMの内容のビットごと
の排他的論理和をとり、結果をAに入れます。
Tフラグが1のとき、M(X)とMの内容のビットご
との排他的論理和をとり、結果をM(X)に入れま
す。このとき、Aの内容は変化しませんが、ス
テータスフラグの内容は変化します。ただし、
M(X)はXが示す番地のメモリの内容です。

A又はMの内容を、1増加させます。

Xの内容を、1増加させます。

Yの内容を、1増加させます。

1A

3A

2

2

1

1

18

D8

58

12

B8

CA

88

E8

C8

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

C9

E0

C0

49

2

2

2

2

2

2

2

2

1B+
20i

2 1 1F+
20i

5 2

C5

44

E4

C4

C6

45

E6

3

5

3

3

5

3

5

2

2

2

2

2

2

2



3-75

付録
3

アドレッシングモード

ZP, X ZP, Y ABS ABS, X ABS, Y IND ZP, IND IND, X IND, Y REL SP 7

プロセッサステータスレジスタ

N V T B D I Z COP n # OP n #

6 5 4 3 2 1 0

OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #

3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

3.7　機械語命令一覧表

3-74 3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

付録
3

アドレッシングモード

命令記号 機　　能 詳　細　説　明 IMP IMM A BIT, A ZP BIT, ZP

OP n # OP n # OP n #OP n # OP n # OP n #

3.7　機械語命令一覧表

B5

B4

56

62

15

4

4

6

15

4

4C

20

AD

AE

AC

4E

0D

6C

A1

01

･

･

N

･

N

N

0

･

･

N

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

Z

･

Z

Z

Z

･

･

Z

･

･

･

･

･

･

C

･

･

･

2

2

2

2

2

3

6

4

4

4

6

4

3

3

3

3

3

3

3

BD

BC

5E

1D

5

5

7

5

B9

BE

19

5

5

5

3

3

3

3

3

3

3

5 3 B2

02

4

7

2

2

6

6

2

2

B1

11

6

6

2

2

22 5 2

B6 4 2

JMP

JSR

LDA
(注 2)

LDM

LDX

LDY

LSR

MUL

NOP

ORA
(注 1)

ABSのとき
PCL←ADL
PCH←ADH
INDのとき
PCL←M (ADH, ADL)
PCH←M (ADH, ADL + 1)
ZP，INDのとき
PCL←M(00, ADL)
PCH←M(00, ADL＋1)

M(S)←PCH
S←S－1
M(S)←PCL
S←S－1
上記を行い次にABSの
ときは
PCL←ADL
PCH←ADH
SPのときは
PCL←ADL
PCH←FF
ZP，INDのときは
PCL←M(00, ADL)
PCH←M(00, ADL + 1)

T = 0のとき
A←M
T = 1のとき
M(X)←M

M←nn

X←M

Y←M

M(S)･A←A×M(zz+X)
S←S－1

PC←PC + 1

T = 0のとき
A←A V M

T = 1のとき
M(X)←M(X) V M

絶対、間接、及び、ゼロページ間接の各アド
レッシングモードで示されるアドレスにジャン
プします。

PCの内容をスタックに退避した後、絶対、スペ
シャルページ、及びゼロページ間接の各アド
レッシングモードで示されるアドレスにジャン
プします。

Tフラグが0のとき、Mの内容をAに入れます。
Tフラグが1のとき、Mの内容をM(X)に入れま
す。このとき、Aの内容は変化しませんが、ス
テータスフラグは変化します。ただし、M(X)は
Xが示す番地のメモリの内容です。

イミディエイト値をMにロードします。

Mの内容を、Xにロードします。

Mの内容を、Yにロードします。

A又はMのすべてのビットを、1ビット右へシフ
トします。このとき、A又はMのビット7は0に
なります。また、Cフラグには、A又はMのビッ
ト0の内容が入ります。

アキュムレータとゼロページXアドレッシング
モードによって指定されたメモリの内容を乗算
します。乗算の結果、積の上位8ビットはス
タックに、下位8ビットはアキュムレータに入
ります。

PCを、1増加させるだけで、その他は、何もし
ません。

Tフラグが0のとき、AとMの内容のビットごと
の論理和をとり、結果をAに入れます。
Tフラグが1のとき、M(X)とMの内容のビットご
との論理和をとり、結果をM(X)に入れます。こ
のとき、Aの内容は変化しませんが、ステータ
スフラグは変化します。ただし、M(X)はXが示
す番地のメモリの内容です。

A9

A2

A0

09

2

2

2

2

2

2

2

2

      7     0
0→         → C

EA 2 1

4A 2 1

A5

3C

A6

A4

46

05

3

4

3

3

5

3

2

3

2

2

2

2



3-77

付録
3

アドレッシングモード

ZP, X ZP, Y ABS ABS, X ABS, Y IND ZP, IND IND, X IND, Y REL SP 7

プロセッサステータスレジスタ

N V T B D I Z COP n # OP n #

6 5 4 3 2 1 0

OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #

3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

3.7　機械語命令一覧表

3-76

付録
3

アドレッシングモード

命令記号 機　　能 詳　細　説　明 IMP IMM A BIT, A ZP BIT, ZP

OP n # OP n # OP n #OP n # OP n # OP n #

3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

3.7　機械語命令一覧表

･

･

N

N

N

･

･

N

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

V

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

1

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

1

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

1

･

･

･

Z

Z

Z

･

･

Z

･

･

･

･

･

･

･

･

C

C

･

･

C

･

1

･

･

･

36

76

F5

6

6

4

2

2

2

2E

6E

ED

6

6

4

3

3

3

3E

7E

FD

7

7

5

3

3

3 F9 5 3 E1 6 2 F1 6 2

(スタックに退避していた値)

(スタックに退避していた値)

Sの示す番地のメモリへ、Aの内容を退避し、S
の内容を、1減少させます。

Sの示す番地のメモリへ、PSの内容を退避し、Sの
内容を、1減少させます。

Sの内容を、1増加させ、Sの示す番地のメモリ
の内容を、Aに入れます。

Sの内容を、1増加させ、Sの示す番地のメモリ
の内容を、PSに入れます。

A又はMをCフラグとつなげて、その内容を左へ
1ビット回転します。A又はMのビット0には、C
フラグの内容が入り、Cフラグには、A又はMの
ビット7の内容が入ります。

A又はMをCフラグとつなげて、その内容を右へ
1ビット回転します。A又はMのビット7には、C
フラグの内容が入り、Cフラグには、A又はMの
ビット0の内容が入ります。

Mの内容を右へ4ビット回転します。

割り込みが受け付けられたときにスタックに退
避したステータスフラグとPCの内容を復帰し、
割り込みが受け付けられる前と同じ状態に戻し
ます。
ただし、M(S)はSが示す番地のメモリの内容で
す。

サブルーチンへジャンプしたときに、スタック
に退避した内容をPCへ格納します。そして、
PCを1増加します。このとき、PCはJSRの次の
命令を指しています。ただし、M(S)はSが示す
番地のメモリの内容です。

Tフラグが0のとき、Aの内容から、Mの内容及
び、Cフラグの内容の補数を減算して、結果をA
及びCフラグに入れます。
Tフラグが1のとき、M(X)の内容から、Mの内容
及び、Cフラグの内容の補数を減算して、結果
をM(X)及びCフラグに入れます。このとき、A
の内容は変化しませんが、ステータスフラグは
変化します。ただし、M(X)はXが示す番地のメ
モリの内容です。

A又はMの、指定されたビットiの内容を1にしま
す。

Cフラグの内容を1にします。

Dフラグの内容を1にします。

Iフラグの内容を1にします。

Tフラグの内容を1にします。

PHA

PHP

PLA

PLP

ROL

ROR

RRF

RTI

RTS

SBC
(注 1)
(注 5)

SEB

SEC

SED

SEI

SET

48

08

68

28

40

60

38

F8

78

32

3

3

4

4

6

6

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

    7     0
←         ←C ←

            7     0
     C →         →

M(S)←A
S←S － 1

M(S)←PS
S←S － 1

S←S + 1
A←M(S)

S←S + 1
PS←M(S)

S←S + 1
PS←M(S)
S←S + 1
PCL←M(S)
S←S + 1
PCH←M(S)

S←S + 1
PCL←M(S)
S←S + 1
PCH←M(S)
(PC)←(PC)＋1

T = 0のとき _
A←A － M － C

T = 1のとき _

M(X)←M(X) － M － C

Ai又は Mi←1

C←1

D←1

I←1

T←1

    7    0
→         →

E9 2 2

0B+
20i

2 1 0F+
20i

5 2

26

66

82

E5

5

5

8

3

2

2

2

2

2A

6A

2

2

1

1



3-79

付録
3

アドレッシングモード

ZP, X ZP, Y ABS ABS, X ABS, Y IND ZP, IND IND, X IND, Y REL SP 7

プロセッサステータスレジスタ

N V T B D I Z COP n # OP n #

6 5 4 3 2 1 0

OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #OP n #

3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

3.7　機械語命令一覧表

3-78

付録
3

アドレッシングモード

命令記号 機　　能 詳　細　説　明 IMP IMM A BIT, A ZP BIT, ZP

OP n # OP n # OP n #OP n # OP n # OP n #

3850グループ（H仕様）ユーザーズマニュアル

3.7　機械語命令一覧表

95

94

･

･

･

･

N

N

N

N

N

･

N

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

Z

Z

Z

Z

Z

･

Z

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

5

5

2

2

8D

8E

8C

5

5

5

3

3

3

9D 6 3 99 6 3 81 7 2 91 7 2

加算
減算
論理積
論理和
排他的論理和
否定
矢印の方向に移動を示します。
インデックスレジスタX
インデックスレジスタY
スタックポインタ
プログラムカウンタ
プロセッサステータスレジスタ
プログラムカウンタの上位8ビット
プログラムカウンタの下位8ビット
アドレスの上位8ビット
アドレスの下位8ビット
16進数のFF
イミディエイト値
ゼロページアドレス
アドレッシングモードの中のいずれか１つの番地指定
で指定されたメモリ
インデックスレジスタXの内容の示す番地のメモリ
スタックポインタの内容の示す番地のメモリ
上位8ビットがADH、下位8ビットがADLで示される番
地の内容
ゼロページのADLで示される番地の内容
アキュムレータのビットi (i=0～7)
メモリのビットi (i=0～7)
命令コード
サイクル数
バイト数

インプライドアドレッシングモード
イミディエイトアドレッシングモード
アキュムレータ又はアキュムレータアドレッシング
モード
アキュムレータビットリラティブアドレッシングモー
ド
アキュムレータビットアドレッシング
ゼロページアドレッシングモード
ゼロページビットリラティブアドレッシングモード
ゼロページビットアドレッシング
ゼロページXアドレッシングモード
ゼロページYアドレッシングモード
アブソリュートアドレッシングモード
アブソリュートXアドレッシングモード
アブソリュートYアドレッシングモード
インダイレクトアブソリュートアドレッシングモード
ゼロページインダイレクトアブソリュートアドレッシ
ングモード
インダイレクトXアドレッシングモード
インダイレクトYアドレッシングモード
リラティブアドレッシングモード
スペシャルページアドレッシングモード
キャリーフラグ
ゼロフラグ
割り込み禁止フラグ
10進モードフラグ
ブレークフラグ
X修飾演算モードフラグ
オーバフローフラグ
ネガティブフラグ

IMP
IMM
A

BIT, A, R

BIT, A
ZP
BIT, ZP, R
BIT, ZP
ZP, X
ZP, Y
ABS
ABS, X
ABS, Y
IND
ZP, IND

IND, X
IND, Y
REL
SP
C
Z
I
D
B
T
V
N

記号 内容 記号

＋
－
∧
∨
∀
－
←
X
Y
S
PC
PS
PCH

PCL

ADH

ADL

FF
nn
zz
M

M(X)
M(S)
M(ADH, ADL)

M(00, ADL)
Ai
Mi
OP
n
#

内容

96 5 2

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

･

STA

STP

STX

STY

TAX

TAY

TST

TSX

TXA

TXS

TYA

WIT

Aの内容をMに格納します。このとき、Aは変化
しません。

STP命令を実行することにより発振制御フリッ
プフロップがリセットされるため、発振が停止
します。再起動するためには、割り込みをかけ
るかリセットする必要があります。

Xの内容をMに格納します。このとき、Xは変化
しません。

Yの内容をMに格納します。このとき、Yは変化
しません。

Aの内容をXへ転送します。このとき、Aは変化
しません。

Aの内容をYへ転送します。このとき、Aは変化
しません。

Mの内容が0かどうかテストして、NフラグとZ
フラグを変化させます。

Sの内容をXへ転送します。

Xの内容をAへ転送します。

Xの内容をSへ転送します。

Yの内容をAへ転送します。

内部クロックを停止しますが、発振回路の発振
は停止しません。再起動するためには、割り込
みをかけるかリセットする必要があります。

M←A

M←X

M←Y

X←A

Y←A

M = 0?

X←S

A←X

S←X

A←Y

42

AA

A8

BA

8A

9A

98

C2

85

86

84

64

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

4

4

4

3

2

2

2

2

注注注注注11111．．．．．T＝1のときにはサイクル数nは＋3します。
22222．．．．．T＝1のときにはサイクル数nは＋2します。
33333．．．．．T＝1のときにはサイクル数nは＋1します。
44444．．．．．分岐が生じた場合サイクル数nは＋2します。
55555．．．．．10進演算モード時、N、V、Zフラグは無効です。
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3バイト命令

1バイト命令

D7～D4

D3～D0

0000

0001

0010

0011

0100

0101

0110

0111

1000

1001

1010

1011

1100

1101

1110

1111

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

F

16進
表記

2バイト命令

3.8　命令コード一覧表

0000

0

BRK

BPL

JSR
ABS

BMI

RTI

BVC

RTS

BVS

BRA

BCC

LDY
IMM

BCS

CPY
IMM

BNE

CPX
IMM

BEQ

0001

1

ORA
IND, X

ORA
IND, Y

AND
IND, X

AND
IND, Y

EOR
IND, X

EOR
IND, Y

ADC
IND, X

ADC
IND, Y

STA
IND, X

STA
IND, Y

LDA
IND, X

LDA
IND, Y

CMP
IND, X

CMP
IND, Y

SBC
IND, X

SBC
IND, Y

0011

3

BBS
0, A

BBC
0, A

BBS
1, A

BBC
1, A

BBS
2, A

BBC
2, A

BBS
3, A

BBC
3, A

BBS
4, A

BBC
4, A

BBS
5, A

BBC
5, A

BBS
6, A

BBC
6, A

BBS
7, A

BBC
7, A

0101

5

ORA
ZP

ORA
ZP, X

AND
ZP

AND
ZP, X

EOR
ZP

EOR
ZP, X

ADC
ZP

ADC
ZP, X

STA
ZP

STA
ZP, X

LDA
ZP

LDA
ZP, X

CMP
ZP

CMP
ZP, X

SBC
ZP

SBC
ZP, X

0110

6

ASL
ZP

ASL
ZP, X

ROL
ZP

ROL
ZP, X

LSR
ZP

LSR
ZP, X

ROR
ZP

ROR
ZP, X

STX
ZP

STX
ZP, Y

LDX
ZP

LDX
ZP, Y

DEC
ZP

DEC
ZP, X

INC
ZP

INC
ZP, X

0111

7

BBS
0, ZP

BBC
0, ZP

BBS
1, ZP

BBC
1, ZP

BBS
2, ZP

BBC
2, ZP

BBS
3, ZP

BBC
3, ZP

BBS
4, ZP

BBC
4, ZP

BBS
5, ZP

BBC
5, ZP

BBS
6, ZP

BBC
6, ZP

BBS
7, ZP

BBC
7, ZP

1000

8

PHP

CLC

PLP

SEC

PHA

CLI

PLA

SEI

DEY

TYA

TAY

CLV

INY

CLD

INX

SED

1011

B

SEB
0, A

CLB
0, A

SEB
1, A

CLB
1, A

SEB
2, A

CLB
2, A

SEB
3, A

CLB
3, A

SEB
4, A

CLB
4, A

SEB
5, A

CLB
5, A

SEB
6, A

CLB
6, A

SEB
7, A

CLB
7, A

1101

D

ORA
ABS

ORA
ABS, X

AND
ABS

AND
ABS, X

EOR
ABS

EOR
ABS, X

ADC
ABS

ADC
ABS, X

STA
ABS

STA
ABS, X

LDA
ABS

LDA
ABS, X

CMP
ABS

CMP
ABS, X

SBC
ABS

SBC
ABS, X

1111

F

SEB
0, ZP

CLB
0, ZP

SEB
1, ZP

CLB
1, ZP

SEB
2, ZP

CLB
2, ZP

SEB
3, ZP

CLB
3, ZP

SEB
4, ZP

CLB
4, ZP

SEB
5, ZP

CLB
5, ZP

SEB
6, ZP

CLB
6, ZP

SEB
7, ZP

CLB
7, ZP

0100

4

－

－

BIT
ZP

－

COM
ZP

－

TST
ZP

－

STY
ZP

STY
ZP, X

LDY
ZP

LDY
ZP, X

CPY
ZP

－

CPX
ZP

－

1001

9

ORA
IMM

ORA
ABS, Y

AND
IMM

AND
ABS, Y

EOR
IMM

EOR
ABS, Y

ADC
IMM

ADC
ABS, Y

－

STA
ABS, Y

LDA
IMM

LDA
ABS, Y

CMP
IMM

CMP
ABS, Y

SBC
IMM

SBC
ABS, Y

1010

A

ASL
A

DEC
A

ROL
A

INC
A

LSR
A

－

ROR
A

－

TXA

TXS

TAX

TSX

DEX

－

NOP

－

1110

E

ASL
ABS

ASL
ABS, X

ROL
ABS

ROL
ABS, X

LSR
ABS

LSR
ABS, X

ROR
ABS

ROR
ABS, X

STX
ABS

－

LDX
ABS

LDX
ABS, Y

DEC
ABS

DEC
ABS, X

INC
ABS

INC
ABS, X

1100

C

－

－

BIT
ABS

LDM
ZP

JMP
ABS

－

JMP
IND

－

STY
ABS

－

LDY
ABS

LDY
ABS, X

CPY
ABS

－

CPX
ABS

－

0010

2

JSR
ZP, IND

CLT

JSR
SP

SET

STP

－

MUL
ZP, X

－

RRF
ZP

－

LDX
IMM

JMP
ZP, IND

WIT

－

DIV
ZP, X

－

3.8　命令コード一覧表
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3.9　SFRメモリマップ

002016

002116

002216

002316

002416

002516

002616

002716

002816

002916

002A16

002B16

002C16

002D16

002E16

002F16

003016

003116

003216

003316

003416

003516

003616

003716

003816

003916

003A16

003B16

003C16

003D16

003E16

003F16

0
 

0
 

0
 

01
 

6

0
 

0
 

0
 

11
 

6

0
 

0
 

0
 

21
 

6

0
 

0
 

0
 

31
 

6

0
 

0
 

0
 

41
 

6

0
 

0
 

0
 

51
 

6

0
 

0
 

0
 

61
 

6

0
 

0
 

0
 

71
 

6

0
 

0
 

0
 

81
 

6

0
 

0
 

0
 

91
 

6

0
 

0
 

0
 

A1
 

6

0
 

0
 

0
 

B1
 

6

0
 

0
 

0
 

C1
 

6

0
 

0
 

0
 

D1
 

6

0
 

0
 

0
 

E1
 

6

0
 

0
 

0
 

F1
 

6

001016

001116

0
 

0
 

1
 

21
 

6

0
 

0
 

1
 

31
 

6

0
 

0
 

1
 

41
 

6

0
 

0
 

1
 

51
 

6

0
 

0
 

1
 

61
 

6

0
 

0
 

1
 

71
 

6

0
 

0
 

1
 

81
 

6

0
 

0
 

1
 

91
 

6

001A16

001B16

001C16

001D16

0
 

0
 

1
 

E1
 

6

0
 

0
 

1
 

F1
 

6

ポ
 
ー

 
ト

 
P

 
0

 
(

 
P

 
0

 
)

ポ
 
ー

 
ト

 
P

 
0

 
方

 
向

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
 

 
(

 
P

 
0

 
D

 
)

送
 
信

 
/

 
受

 
信

 
バ

 
ッ

 
フ

 
ァ

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ(TB/RB)

シ
 
リ

 
ア

 
ル

 
I

 
/

 
O

 
1

 
ス

 
テ

 
ー

 
タ

 
ス

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ(SIOSTS)

シ
 
リ

 
ア

 
ル

 
I

 
/

 
O

 
1

 
制

 
御

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ(

 
S

 
I

 
O

 
C

 
O

 
N

 
)

U
 

A
 

R
 

T制
 

御
 

レ
 

ジ
 

ス
 

タ(
 

U
 

A
 

R
 

T
 

C
 

O
 

N
 

)

ボ
 
ー

 
レ

 
ー

 
ト

 
ジ

 
ェ

 
ネ

 
レ

 
ー

 
タ(

 
B

 
R

 
G

 
)

割
 
り

 
込

 
み

 
制

 
御

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
2(ICON2)

A
 

-
 

D変
 

換
 

下
 

位
 

レ
 

ジ
 

ス
 

タ(
 

A
 

D
 

L
 

)

プ
 
リ

 
ス

 
ケ

 
ー

 
ラY

 
 

 
(

 
P

 
R

 
E

 
Y

 
)

タ
 
イ

 
マY

 
 

 
(

 
T

 
Y

 
)

A
 

-
 

D制
 

御
 

レ
 

ジ
 

ス
 

タ(
 

A
 

D
 

C
 

O
 

N
 

)

A
 

-
 

D変
 

換
 

上
 

位
 

レ
 

ジ
 

ス
 

タ(
 

A
 

D
 

H
 

)

割
 
り

 
込

 
み

 
エ

 
ッ

 
ジ

 
選

 
択

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ(

 
I

 
N

 
T

 
E

 
D

 
G

 
E

 
)

CPUモ
 

ー
 

ド
 

レ
 

ジ
 

ス
 

タ(CPUM)

割
 
り

 
込

 
み

 
要

 
求

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
1(IREQ1)

割
 
り

 
込

 
み

 
要

 
求

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
2(IREQ2)

割
 
り

 
込

 
み

 
制

 
御

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
1(ICON1)

プ
 
リ

 
ス

 
ケ

 
ー

 
ラ1

 
2

 
 

 
(

 
P

 
R

 
E

 
1

 
2

 
)

タ
 
イ

 
マ2

 
 

 
(

 
T

 
2

 
)

プ
 
リ

 
ス

 
ケ

 
ー

 
ラX

 
 

 
(

 
P

 
R

 
E

 
X

 
)

タ
 
イ

 
マX

 
 

 
(

 
T

 
X

 
)

タ
 
イ

 
マ1

 
 

 
(

 
T

 
1

 
)

タ
 
イ

 
マX

 
Yモ

 
ー

 
ド

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ(

 
T

 
M

 
)

予
 
約

 
（

 
注

 
）

MISRG

ウ
 
オ

 
ッ

 
チ

 
ド

 
ッ

 
グ

 
タ

 
イ

 
マ

 
制

 
御

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ(

 
W

 
D

 
T

 
C

 
O

 
N

 
)

 

PWM制
 

御
 

レ
 

ジ
 

ス
 

タ(PWMCON)

P
 

W
 

Mプ
 

リ
 

ス
 

ケ
 

ー
 

ラ(
 

P
 

R
 

E
 

P
 

W
 

M
 

)

PWMレ
 

ジ
 

ス
 

タ(PWM)

タ
 
イ

 
マ

 
カ

 
ウ

 
ン

 
ト

 
ソ

 
ー

 
ス

 
設

 
定

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ(TCSS)

シ
 
リ

 
ア

 
ル

 
I

 
/

 
O

 
2

 
制

 
御

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
1(SIO2CON1)

シ
 
リ

 
ア

 
ル

 
I

 
/

 
O

 
2

 
制

 
御

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
2(SIO2CON2)

シ
 
リ

 
ア

 
ル

 
I

 
/

 
O

 
2

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ(

 
S

 
I

 
O

 
2

 
)

（
 
注

 
）

 
予

 
約

 
領

 
域

 
の

 
た

 
め

 
、

 
何

 
も

 
デ

 
ー

 
タ

 
を

 
書

 
き

 
込

 
ま

 
な

 
い

 
で

 
く

 
だ

 
さ

 
い

 
。

予
 
約

 
（

 
注

 
）

予
 
約

 
（

 
注

 
）

予
 
約

 
（

 
注

 
）

予
 
約

 
（

 
注

 
）

予
 
約

 
（

 
注

 
）

ポ
 
ー

 
ト

 
P

 
1

 
(

 
P

 
1

 
)

ポ
 
ー

 
ト

 
P

 
1

 
方

 
向

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
 

 
(

 
P

 
1

 
D

 
)

ポ
 
ー

 
ト

 
P

 
2

 
(

 
P

 
2

 
)

ポ
 
ー

 
ト

 
P

 
2

 
方

 
向

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
 

 
(

 
P

 
2

 
D

 
)

ポ
 
ー

 
ト

 
P

 
3

 
(

 
P

 
3

 
)

ポ
 
ー

 
ト

 
P

 
3

 
方

 
向

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
 

 
(

 
P

 
3

 
D

 
)

ポ
 
ー

 
ト

 
P

 
4

 
(

 
P

 
4

 
)

ポ
 
ー

 
ト

 
P

 
4

 
方

 
向

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
 

 
(

 
P

 
4

 
D

 
)

予
 
約

 
（

 
注

 
）

予
 
約

 
（

 
注

 
）

予
 
約

 
（

 
注

 
）

予
 
約

 
（

 
注

 
）

予
 
約

 
（

 
注

 
）
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3.10　ピン接続図

3.10　ピン接続図

P40/CNTR1

P41/INT0

P42/INT1

P43/INT2/SCMP2

AVSS

P44/INT3/PWM

VREF

VCC

P31/AN1

P32/AN2

P00/SIN2

P04

P05

P06

P07

P11/(LED1)
P12/(LED2)
P13/(LED3)
P14/(LED4)
P15/(LED5)

P10/(LED0)
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40
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33

3

2

1

21

20
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18

17

16

15

14

13

12

11

9

8
7

6

5

4

10
M

38503M
X

H
-X

X
X

F
P
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P16/(LED6)
P17/(LED7)

P27/CNTR0/SRDY1

P26/SCLK1

P25/TxD
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P23
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RESET
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P03/SRDY2

VPP

はフラッシュメモリ版のとき。
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外形　42S1M
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